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第一条　今すぐ俺を好きになること




「今すぐ俺を好きになれ」

「はい？」

　さっきからひたすら浮かべていた作り笑いも、意味のわからないことを突然言われて、一瞬にして消えてしまった。

　五月中旬。春の陽気もそろそろ終盤に差しかかった今日この頃。

　私は窮屈な着物姿で、誰もが知っている有名な割かっ烹ぽう料理店の庭園内を、一緒にいたくもない人と歩いていた。

　池へと続く踏み石の上を歩いていた足は止まり、ポカンと口を開けたまま、瞬まばたきもせずに彼を凝視する。

　目の前にいるお見合い相手は、口の端を吊つり上げ、不敵な笑みを浮かべた。

「やっとまともな顔になった。ずっと気になってたんだよ、お前の気持ち悪い笑顔が。目の前で見せられて、どれだけ食欲を失ったか」

「なっ……！」

　なんて失礼な……っ！

　咄とっ嗟さに拳こぶしを握りしめると、この男はますます意地悪く顔を歪ゆがめた。

「いいね、その顔。俺、そういう顔にグッとくるんだよね。結婚したら、その顔で見上げてほしいな」

　なんなの、この人！　さっきまではずっと爽やかな笑顔だったのに、ふたりきりになった途端、態度が全然違うじゃない。

　私は今、この目の前にいる男とお見合いをしている。

　食事のときまで一緒にいたお互いの両親や仲人なこうどさんたちに『あとは若い人たちだけで……』とお決まりのセリフを言われ、この立派すぎる庭園に放り出されたのだ。

「とにかく、今すぐ俺を好きになってくれない？」

　先ほどまでのことを振り返っていると、再び耳を疑うような言葉が聞こえてきた。

「……冗談ですよね？」

　引きつった顔で問いかけるも、彼は至って真面目な顔で答えた。

「バーカ。冗談で言うかよ」

『バカ』って……あり得ない。なんで初対面の相手に、こんなことを言われなきゃいけないの!?

　さっきからびっくりすることばかり言う彼を、ムッとしながら穴が開くほど見つめてしまう。

　すると彼は私をバカにするように、ニヤリと口角を上げた。

「そんなに見つめるなよ。近い将来、嫌でも毎日顔を合わせるんだから」

　こんな偉そうな態度で何言ってるんだろう、この人……。『好きになれ』とか言いながら、本当は嫌われたがっているとしか思えない。やっぱりお見合いなんて、しなきゃよかったかな。

　そう心の中で呟つぶやくと、一週間前のことが脳裏に蘇よみがえってきた。




　＊　＊　＊




「え、お見合い？　……私が？」

「あぁ、どうかな？」

　夕食を終え、両親とひと息ついているときだった。お父さんが急にそんなことを言いだしたのは――。

　飲んでいた紅茶を顎あごを上げてなんとか喉のどに流し込むと、肩まで伸びた髪が頬ほおに触れてくすぐったい。目の前でニコニコと穏やかに笑う両親を、髪を耳にかけながら凝視してしまう。

　一いち之の瀬せ灯あか里り、二十四歳。両親と、十歳も歳が離れた兄との四人暮らし。

　両親は起業家で、兄もまた自分で起ち上げたＩＴ会社を経営している。おかげさまで、昔から恵まれた環境で生活してきた。

　そんな私は、『完璧な令嬢に違いない』と思われてしまいそうだけど、残念ながら至って平凡なОＬだ。

　身長も百五十五センチと標準的なスタイルで、髪の毛だってサラツヤにはほど遠いクセッ毛。顔だって目鼻立ちははっきりしておらず、『灯里に似た友達がいる』と度々言われるくらい、どこにでもいるような容姿だ。

　おまけに特にこれといった特技や才能があるわけではなく、大学卒業後は起業した兄の会社で働いている。

　よく周囲から、家族の中でひとりだけ毛色が違うことを不思議がられるけれど、それは当たり前だった。

　なぜなら私は家族の誰とも、血が繋つながっていないのだから。

　幼い頃、両親を事故で亡くし、ふたりとも親戚などがいなかったため、身寄りのない私は数年間を施設で過ごした。

　今のお母さんはどうしても女の子が欲しかったものの、出産できない身体になってしまい、私が六歳のときに養子として迎えてくれたのだ。

　小さい頃から、自分から人に話しかけるのが苦手なタイプだった。両親を亡くしてますます内気になってしまい、人が大勢集まる場所は避けちゃうし、初対面の人とはうまく話すことができない。

　友達にさえ、なかなか自分の本音を打ち明けることができないのだ。

　そんな私だから、最初は新しい生活に戸と惑まどいがあったけど、両親は優しくて兄も可愛がってくれたから、なんとか新しい生活に馴な染じむことができた。今では私にとって家族は、かけがえのない存在だ。

　特に両親のことは尊敬している。ふたりとも、おっとりしていて人のよい性格で、いつも私や兄のことを一番に考えてくれる。つらいときは手を差し伸べてくれて、ひとつのことを成し遂げられた際は、思い切り褒ほめてくれる。

　その両親から、まさかいきなりお見合い話を持ちかけられるとは夢にも思わなかったわけだけど、これって冗談じゃないんだよね？

　目の前でニコニコと笑うお父さんに、自分自身を指差しながら恐る恐る問いかけた。

「それって、本当に私に来た話なんだよね？」

「もちろん。ほかに誰がいるんだ？」

　すぐに返ってきた言葉に、唖あ然ぜんとしてしまう。

「え……ちょっと待って。私まだ二十四歳だよ!?　お見合いするような歳じゃないと思うんだけど」

　兄の会社に入社して二年。覚えることはまだまだあって、決して一人前とは言えない。でもその生活も楽しいと思えて、忙しい毎日に充実感を覚えていた。

　なのに、いきなりお見合いだなんて……。

　ふたりとも、遠回しに『早く結婚して家庭に入れ』と言いたいのだろうか？

　そう思うと、つい本音が漏もれてしまった。

「それに私、まだ仕事したいし……」

　中途半端なまま辞めるのは嫌だし、この歳で家庭に入るなんて考えたことなかった。

　でも両親の思惑は違ったようで、ふたりともキョトンとしちゃっている。

「灯里、小さい頃よく言ってたじゃないか。『将来はお嫁さんになりたい』と。なぁ？」

「えぇ。すごく素敵な人なのよ」

　小さい頃って、一体いつの話をしているの？

　両親が呑のん気きに目を合わせて会話する姿に、開いた口が塞ふさがらない。

　お父さんとお母さんのことは大好きだ。優しくて、理想にしたいくらい夫婦仲がいい。ずっと本当の娘のように育ててくれたし、いつも私の意見を尊重してくれている。

　まぁ……その結果がこれなのかもしれない。

　小さい頃に語った幼い子供の夢を鵜う呑のみにして、お見合いをセッティングしちゃうんだから。

「大学時代の友人に医者がいてな、相手の方はそいつの部下なんだ。きっと灯里も気に入ると思うぞ。相手は結婚後も仕事を続けていいと言ってくれているし、将来有望な外科医だ」

「そうそう。理解力があって、優しくて、気遣いもできて……。灯里にピッタリだと思うの」

「好青年だし、仕事に対しても真面目なんだ」

　お見合い相手のことを、上機嫌で次々と話すふたりの様子から、悪気はないと見てとれる。

　けれど、将来有望な外科医？　理解力がある？　真面目な好青年？

　恋愛小説のヒーローみたいな人とのお見合いだなんて、余計に怖気づいてしまう。そもそも、家族以外の男の人とはろくに話もしたことがないのに。お会いしたって緊張して会話が弾むわけがない。

「そんな人が、本当に私とお見合いなんてしてくれるのかな」

　ただ周りが騒いでいるだけで、本人は乗り気じゃないかもしれない。

　そんな考えが頭をよぎったけど、返ってきた言葉は予想外のものだった。

「もちろんよ。灯里の写真を見て、気に入ってくれたそうなの。向こうから『ぜひ』って言われたし」

「……嘘うそ」

　とても信じられない。

　自分の容姿が男性を魅了するようなものでないことは、誰よりも私が一番理解している。

「会うだけ会ってみたら？　これも社会勉強だと思って」

「そうだよ、嫌なら断ればいいし」

　呆あっ気けにとられる私とは違い、いつものようにのほほんとした様子の両親。

　そんな気楽に言われても……。お見合いなんてしたことないからわからないけれど、簡単に断れるものなの？

　不安に襲われるも、ニコニコと微ほほ笑えむふたりを前に、なかなか〝嫌だ〟とは言いづらい。

　今まで育ててもらった恩義があるし、私の夢を叶えるために、セッティングしてくれたのだから、とりあえず受けてみるか……。

　深いため息が出てしまった。

「わかったよ。ひとまず会ってみる。でも、気に入らなかったら本当に断るから」

　渋々伝えると、両親の表情はパッと明るくなった。

「あぁ、もちろんさ。無理にとは言わない」

「当日が楽しみね」

　浮かれるふたりとは裏腹に、気持ちが沈んでいく。

　ふたりとも結婚を急せかすようなことなんて、今まで一度も言ってこなかったのにな。

　急に思いもよらない話を持ちかけてきた両親に疑問を感じつつも、腹をくくった。




　そして迎えたお見合い当日――。

　今の時代、お見合いの場に両親まで出席することなんてほとんどないというのに、どうやら相手の両親も来るらしく、三人で向かうことになった。

　ピンクを基調に花が鮮やかにあしらわれている振ふり袖そでを着せられ、ヘアメイクも施された私はちょっぴり別人みたいだった。

　最初から断るつもりで、全く興味がなかったから、実は相手の写真を見ていない。

　そんな私の前に現れたのは……本当に恋愛小説に出てくるヒーローのような、容姿、経歴ともに完璧な男性だった。

「初めまして、佐さ々さ木き健けん太た郎ろうです」

　心地よい低音ボイスを聞きながら、目の前に座る美麗な風貌に視線を奪われてしまう。

　二十九歳。医者らしく清潔感のある黒髪の短髪。くっきり二ふた重えの目に、筋の通った高い鼻。厚みのある唇くちびるは彼の魅力をより一層引き立てている。座っていてもわかるくらい長身で、挨あい拶さつに立ち上がった際に見たところ、百八十センチくらいありそうだ。

　よく似合うスーツ姿から、スラッとしたスタイルながら身体を鍛えているのが見てとれる。それに加えて育ちのよさそうな雰囲気。

　有名大学の医学部を卒業して、都内の大病院に勤めているそうだ。

　これなら、両親がお見合いを勧めてきたのも納得できる。

　こんな人、なかなか……いや、普通に生きていたら知り合うことさえできないと思うもの。

　彼に見入ってしまっていると、目が合い、ふわりと笑いかけられてしまった。

　その笑顔も爽やかで素敵。

　笑うと、より一層彼の魅力が増してドキドキしてしまう。

「灯里さんは、お兄様の会社で働いていらっしゃるんですよね？」

「はい」

　始まったお見合い。

　運ばれてくる料理はどれも美お味いしいはずなのに、着物でお腹が圧迫されてあまり食べられないし、かなりのイケメンを前に、緊張で味わうどころではない。

「素敵な振袖ですが、動きづらそうですし、食事も大変ですよね。大丈夫ですか？」

「はっ、はい。すみません、お気遣いありがとうございます」

　小さく手を振って礼を述べる。

　彼が少しだけ微笑むと、健康そうな白い歯が覗のぞいた。

「無理なさらずに、つらいようでしたら遠慮なく言ってくださいね」

　心配りもできるし、優しさも兼ね揃そろえていて、まさに申し分ない。

「まぁ。佐々木さんはお優しい方なのね」

「写真以上の好青年ですな」

「恐れ入ります」

　丁寧に頭を下げる謙虚な彼に、両親の評価も高い。確かにこの人を気に入らない親はいないと思う。

　……でも、嬉しそうなお父さんとお母さんには悪いけど、お断りさせていただこう。

　だってこんな完璧な人とずっと一緒にいたら、緊張で身がもたないもの。

　第一、彼なら私なんかとお見合いしなくても、いくらでも女性が寄ってくるだろう。私のような平凡な女に好意を抱くわけがない。そもそも、このお見合い自体、上司に言われて嫌々受けたのかもしれないし。

　料理がすべて出されて、食べ終わるまでの辛抱だ。

　私は自分にそう言い聞かせ、ひたすら早く終わってくれることを願ってばかりだった。それなのに――。
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「あの……失礼ですけど二重人格なんですか？」

「は？」

　人をバカにするような目で私を見ていた彼が、急に顔を強こわ張ばらせて睨にらんできたものだから、怯ひるんでしまった。

「なんだって？」

　冷たい声色に押し黙りそうになったけれど、五歳も年上だからって、ここで負けるわけにはいかない。

　会食の席で見せていた爽やかスマイルは一体なんだったの!?　これが本性なの？

「だっ、だってそうじゃないですか！　いきなり態度が豹ひょう変へんして、さっきとまるで別人ですよ!?」

　どうして私はこんな失礼な人に、少しでもときめいちゃったのだろうか。

　恋愛小説や漫画の世界では容姿も性格もいい人がいるけど、現実はそうはいかない。冷静に考えればわかることだったのに、すっかり騙だまされてしまった。

　思ったことをそのまま伝えたものの、当の本人は私をキョトンとした表情で見つめているだけ。

　何も言い返してこない不気味さに、足が一歩、また一歩と踏み石の上を後退していく。

「あっ……」

「っ、バカ！」

　後ろも見ずに彼の様子ばかり窺うかがっていると、石と砂じゃ利りの隙すき間まにつまずき、視界がゆっくりと反転していった。

　普段だったら、どうにかバランスを保っていられただろう。だけど今の私にはそんな技は高度すぎてできない。

　なんていったって窮屈な着物に加え、慣れない草ぞう履りを履はいているのだから。

　これ、絶対ヤバいパターンだ。

　尻しり餅もちをついて痛い思いして、高い着物を汚して……。さらに彼に笑われるという最悪なオプション付き。

『天罰が下ったんだ』とか『ざまーみろ』とか言われて、バカにされちゃいそう。

　そのすべてを覚悟し、まずはこれから襲ってくるであろう痛みに耐えるように、歯を食いしばったときだった。

　勢いよく伸びてきた手に腕をつかまれ、身体は前方へと引っ張られていく。

「キャッ……」

　行き着いた先で感じたのは筋肉質な胸板と、鼻を掠かすめるアクアブルーの爽やかな香り。

「っぶねぇな。何やってんだよ」

　そして、すぐに頭上から聞こえてきた心地よい低音ボイス。吐息交じりのその声に、心臓が飛び跳ねる。

　彼は私を包み込むように、私の背中にしっかり腕を回している。

　顔を上げると、呆あきれた様子の彼と目が合ってしまった。

「二十四歳にもなって落ち着きがないとか、シャレにならないぞ」

　高鳴りだす胸の鼓こ動どうと、一気に熱くなる身体。

　密着している状態ってマズい。ドキドキしているのも、身体が火ほ照てっているのも、全部彼に伝わってしまうもの。だから早く離れなくちゃ。

　頭ではわかっているのに、動揺しすぎて手足が言うことを聞いてくれない。

　それに、背中に回っている腕の力はなぜか緩むことなく、いまだに抱きしめられたまま。

「なんだよ、その顔」

「え？」

　彼はさらに距離を縮め、妖あやしい笑みを浮かべながら囁ささやいてきた。

「俺のこと、〝意識してる〟って顔してる」

「ちがっ……！」

　口では否定するけれど、きっと彼にはすべて見透かされているだろう。

　その証拠に、彼は「クククッ」と声を押し殺して笑っているし。

　いたたまれなさと恥ずかしさなど、いろいろな感情が入り交じり、おかしくなりそうだ。でも、いつまでもこの状態のままいるわけにはいかない。

「助けてくれて、ありがとうございました！」

　棘とげのある声でお礼を言い、勢いよく彼から離れると、彼はますますおかしそうに笑みを浮かべている。

「可愛いなぁ、その反応。純粋な子供みたいで」

　私のどこが子供だって言うのよ！　れっきとした二十四歳なのに！

　沸々と湧き起こる怒りをグッとこらえる。ここでまた感情のままに動いてしまったら、より一層彼にバカにされそうだから。

「じゃあこんな子供相手にお見合いなんて、とんでもない話でしたね」

「は？」

　さっきまで笑っていた彼が、突然顔色を変えた。

　また怯みそうになりつつも、自分を奮い立たせて負けじと彼を睨みつけた。

「だけど私も同じです！　二重人格の人と結婚なんて、あり得ません。お互い期待外れだったようですし、このお話はなかったことにさせていただきます！　さようなら!!」

　話しているうちに、次第に険しさを増していく彼の表情を見ていたら、あっという間に闘争心など薄れてしまい、さっさと逃げることにした。

　もう無理無理！　俺様で強引な人と結婚とか、死んでも考えられないし。

　彼に背を向け、彼から遠ざかるべく必死に歩を進めるも、思い起こせば今の私は着物姿。

「待てよ！」

　追ってきた彼に、あっという間に腕をつかまれてしまった。

「むっ、無理ですから！」

　解放されたい一心で必死にもがくけれど、動けば動くほど彼は腕をつかむ力を強めていく。

「悪いけど、なかったことになんてできないから。……さっきも言っただろ？　『今すぐ俺を好きになれ』って」

　その言葉に、もがく力を失ってしまう。

　初対面の相手に、『好きになれ』なんて軽々しく言って、ふざけた人。おまけに偉そうだし、失礼だし。

　そう思っていたのに……。

　腕をつかまれたまま、私は彼の瞳の奥を覗き込む。

　真剣な面持ちで、とても冗談を言っているようには思えない。

　でもどうしてなの？　今日会ったばかりだし、気に入られるようなことも一切していない。外見だって、ひと目惚ぼれされるような美貌じゃないのに。

「あの、どうして私にかまうんですか？　上司に言われて仕方なく……ですか？」

　佐々木さんなら女性のほうが放っておかないはず。職場でだってモテているに違いない。

「理由があって断れないなら言ってください。そこはうまく父に伝えますから」

「違う！」

　声を荒らげた彼に、身体が強張って息を呑のむ。

　すると彼はハッとして大きく息を吐き、「悪かった」と呟くと、つかんでいた腕を離してくれた。

「〝俺が君を気に入った〟って理由じゃ、納得できない？　両親からそう聞いてると思うんだけど」

「そう聞いていますけど、信じられません」

　写真を見て好感を持ってくれたのも腑ふに落ちないけど、たとえそうだったとしても、さっき私の笑顔が『気持ち悪い』って言ってたじゃない。食事の席でも、私がうまく話せなくて、会話も全然弾まなかったし。

　なのに彼は『あり得ない』とでも言いたそうに顔をしかめた。

「どうして？　いいと思っているからこそ、こうやって君の前で素の自分をさらけ出しているし、『好きになれ』って言っているんだけど」

　いえいえ、それイコール〝気に入っている〟には結びつかないと思うんですけど。そもそも、魅力を感じている相手に、そんな俺様な本性を出しちゃってもいいわけ？普通は隠すものじゃないの？

　言っていることとやっていることが、めちゃくちゃな気がしてならない。

「気に入ってくださったなら、もっと丁寧に接するものじゃないんですか？」

　つい本音が漏れてしまった。

　すると彼は、考える間もなく答えた。

「隠さないだろ。……恋愛するなら、ありのままの自分で向き合いたいし。偽りの姿を好きになってもらっても、嬉しいとは思えない」

　清々しいほどの言い草。

　だけど、彼のまっすぐな言葉が、なぜか私の胸に音を立てて侵入してきた。

『偽りの姿を好きになってもらっても、嬉しいとは思えない』

　まるで自分のことを責められているような気がした。

　私は素直な気持ちを相手に伝えることが苦手だし、素の自分なんてなかなか他人に見せられないから。現にこのお見合い話が舞い込んできたときも、相談できる友達はいなかった。

　あれ……？　なのにどうしてかな？　彼とは初対面なのに、思ったことをそのまま言ったり、睨みつけたり……ありのままの自分で接することができている……。いつもは自分の感情を抑え込んで、相手に合わせちゃうんだけどな。

　まるで昔から、ずっと一緒に過ごしてきたような感覚を抱いてしまう。

「だから俺は、君の前ではもう自分を偽ったりしないから」

　頭が混乱する中、彼の声にハッと我に返る。真剣な瞳で私を見つめる彼と目がかち合った瞬間、心臓が飛び跳ねた。

　これほどまっすぐな言葉を言われたのは初めてで、嫌でもドキドキさせられてしまう。けれどここで何か言わないと、肯定しているととられてしまいそうだ。

　そう思い、「あのっ――」と言葉を発したときだった。

「あっ、こんな所にいたのね。なかなか戻ってこなかったし、楽しい時間を過ごせたかしら？」

　そう言って現れたのは、六十歳くらいの人のよさそうな仲人のおばさんだった。

「はい、灯里さんととても楽しい時間を過ごせました」

　食事中のときのように、にこやかに答える彼に、開いた口が塞がらない。

　この豹変ぶり……なんて切り替えの早い人なんだろう。

「それはよかったわ。おふたりの式に呼ばれるのを、今から楽しみにしているわね」

「ありがとうございます。そのときはぜひお願いします」

　なっ……！　式!?　式って結婚式ってことだよね!?

　飛躍した話に言葉が出ない。

「そろそろ戻りましょうか」

　先に歩きだした仲人さんに気づかれないよう、彼は妖しい笑みを浮かべながら私に囁いた。

「また今度、ゆっくり話そうな」

　そう言って私の手を握りしめると、仲人さんのあとを追うように歩きだした。

「えっ……あのっ！」

　手！　手!!

　自然につかまれた手に、反発することもできなかった。

「着物じゃ歩きづらいだろ？」

「それはそうですけど……！」

　だからって、何も手を握ることないじゃない！

「手ぐらい繋いだっていいだろ？　近い将来、俺の嫁になるんだから」

「っ、なりません!!」

　からかうように言う彼に、怒りが沸々と湧いてくる。

　そんな私たちのやり取りに気づいた仲人さんからは、「すっかり仲良しになっちゃって」なんて言われる始末。

　結局、両親の所まで手を繋いだまま向かった私たち。

　それを見た両親たちは盛り上がり、私以外のみんなが上機嫌のまま、人生初のお見合いは幕を閉じたのだった。

「着物疲れたでしょ？」

「うん、もう苦しくて仕方なかったよ」

　帰宅後、すぐにお母さんに着物を脱がせてもらうと、ようやく締めつけから解放されてホッとした。

「でも、いい経験になったでしょ？　着物で食事するのも初めてだったし」

「まぁ……うん」

　着物自体は成人式のときにも着たけれど、そのときは食事をしなかった。

「それに佐々木さん、予想以上に素敵な人だったしね。灯里も気に入ったでしょ？」

「えっ!?」

　着物をしまいながら無邪気に目を輝かせるお母さんに、とてもじゃないけれど『そんなわけない』とは言えそうにない。今まで育ててくれた優しいお母さんを、ガッカリさせたくないから。

　私は、ただ笑ってごまかすことしかできなかった。

　そんなとき、ドアを数回ノックする音が響く。

「灯里、今日はお疲れ様」

　私服に着替えたお父さんが、意気揚よう々ようと部屋に入ってきた。

「しかし、佐々木君は聞いていた以上の好青年だったな」

「えぇ、本当に」

　そりゃ私だって、食事の席での彼しか知らなかったら、同意していただろう。なぜか素の自分をさらけ出せた不思議な人ではあるけれど、彼の本性を知ってしまったからには、どう考えても無理だ。あんなに裏表のある人を好きになるなんて。

　そうだ、ここでふたりが揃ったのは好都合かも。佐々木さんの本性を知らないふたり。彼が二重人格だということを伝えても、これだけ気に入っていたら信じてくれないだろう。だから『私にはもったいない相手だから』って理由で断っても、納得してくれるはず。

　曖あい昧まいにしたままが一番よくないよね。何も言わなかったら、勝手に話を進められちゃいそうだし。

　そう思い、断りの意志を伝えようとしたとき、お父さんに先手を打たれてしまった。

「佐々木君に灯里のスマホの番号とアドレス、教えておいたからな」

「え？」

　ちょっと待って。お父さんってば今、なんて言った？

　予想外の展開に、目が点になる。

　お父さんはそんな私には目もくれず、頬を緩ませて話を続けた。

「近いうちデートに誘ってくれるそうだから、連絡を楽しみに待っていなさい」

「デート!?」

　声が裏返ってしまう。

　何それ！　いつの間にあの人、お父さんにそんな話をしていたの!?

　無断で人の連絡先を教えるなんて……！

　憤るものの、相変わらず上機嫌のお父さんを前にしたら、怒りをぶつけることなどできない。

　どうにかこらえて「疲れたから休む」と伝え、自分の部屋へと急いだ。

　部屋に着くと、すぐに確認してしまうのは自分のスマホ。

　連絡先を知っているのなら、早速メールが来ているかもしれない。

　そんな思いが頭をよぎり恐る恐る画面を見ると、案の定見知らぬアドレスから新着メールが一件届いていた。

「もしかして……」

　受信ボックスを開くと、真っ先に映し出された件名には、彼のフルネーム。本文を表示すると、そこにはこう書かれていた。

「『嫁になるための十ヶ条』……？」

　首を傾げながらも、メール文を目で追っていく。

【これ、俺の嫁になるための第一条だから】

　絵文字のない文に続き、書かれていたのは……。

「〝今すぐ俺を好きになること〟？」

　読み上げると同時に、今日の彼の衝撃的な発言を思い出す。

　あれがそのまま第一条として送り届けられてきたのだ。

「なっ、何これ……っ」

　ムッとしてスマホを持つ手が震ふるえてしまう。

　これが出会ったばかりの相手に、最初に送るメール？

「絶対に好きになんてならないから！」

　私は握りしめたままのスマホに向かって、宣誓した。

　そうよ、絶対に好きになんてならない。十条まで付き合うつもりもないんだから。

　彼へ返信することなく、この日はすべてを忘れたい一心で早めに就寝した。

　これから始まる彼との日々など、全く予想できずに……。










第二条　連絡はこまめにすること




「……今日も来てる」

　電車を待つ駅のホームでスマホを確認すると、やはり佐々木さんからメールが届いていた。

【おはよう】とたったひと言だけ――。

　盛大なため息をこぼしながら、いつものように【おはようございます】と返信した。

　お見合いの日から、早一週間以上が過ぎた。

　佐々木さんからは、毎日ほぼ決まった時間にメールが送られてくる。

　朝の【おはよう】の挨拶から、日中の【今何している？】といった当たり障さわりのない話題、夜の【おやすみ】メールまで。

　一日目はすべて無視していたけど、翌日の夜に彼から『どうして返信しないのか』とお怒りの電話がかかってきた。

　彼は『心配だからちゃんと連絡するように』なんて過保護な発言をし、さっさと電話を切ってしまった。

　それからというもの、また電話がかかってきたら面倒だから、仕方なく返信している。メールの数も、それほど多くないし。

　彼はシフト制で宿直も多く、休日でも突然呼び出されたりするらしい。忙しい中、わずかな時間をさいて送ってくれているかと思うと、返信しないのもなんだか悪いし。

　この一週間、メールで連絡をとるばかりで、お父さんが言っていたようなデートのお誘いなど一切ない。

　それはそれで別にいいんだけど、結局のところ、私も両親に佐々木さんのことを断れずにいる。

　私はもともと、はっきり断れない性格だし、お父さんもお母さんも彼のことをかなり気に入って、すっかりその気になっているから、今までの恩義を考えると、なかなか言いづらい。

　なんとかタイミングを見て話そうと思いつつ、うまく切り出せずに今に至る。

　ホームに到着した電車に乗り込むと、相変わらずの満員電車に憂ゆう鬱うつになる。

　なんとか場所を確保し、片道約三十分の通勤時間、どう切り出すべきか考えながら早く最寄り駅に到着することばかり願っていた。




　電車から降り、改札を抜けて少し歩くと、大きなビルが見えてきた。

　地上四十五階建てビルの三十階のフロア全体に、私が勤める『有限会社クラルテプロモーション』のオフィスがある。

　兄の一之瀬和かず臣おみが九年前に設立した会社で、主にｗｅｂウェブサイトの企画・制作・運営支援および管理業務や、ｗｅｂサイト全般に関するコンサルティング業務を行っている。

　従業員は二百名ほどで、毎年順調に業績を伸ばしている。

　私はコンピューター関係には全くの無知だったけど、就職活動で惨敗した私を兄が雇ってくれたのだ。だから、この分野の勉強をずっと続けているところだ。

　エレベーターを降りると、ドアの先には明るいエントランスと、受付カウンターがある。さらにエントランスを抜けると、区切りのないワンフロアのオフィスへと続いている。

　代表室だけはオフィスの一番奥に別室として設けられており、そのほかに更衣室や社員たちの憩いこいの場となっている休憩ルームも完備されている。クライアントとの打ち合わせや社内ミーティングなどはここで行われていた。

　私の仕事は受付業務兼、事務。来客がないときは、受付スペースで事務作業も行っている。

　人見知りな性格だから、この仕事に慣れるまで時間がかかってしまったけれど、今では急な来客にも、スムーズに対応できるようになった。

　就業時間は八時半から十七時半までで、私はいつも始業の三十分前には出勤するようにしている。

　会社に着いたら、持ち場である受付カウンターへと向かう前に、更衣室で着替えを済ませ、オフィスにある自分のデスクでメールのチェックなどをするからだ。




「千ち和わさん、おはようございます」

「おはよう、灯里ちゃん」

　先に来ていたもうひとりの受付担当の大おお川かわ千和さんは、私より四つ年上の二十八歳。

　美人で、身長百六十五センチと女性にしては高く、背中まである黒のロングヘアをいつも後ろでひとつにまとめている。気さくでサバサバした性格の彼女は、面倒見がよく、私とも仲良くしてくれている。

　本音で話せる友達がいない私にとって、家族以外で心を許せるのは、千和さんだけだ。

「早速、ミーティングを始めましょうか」

「はい」

　毎朝ふたりで行っているミーティングでは、主にその日の来客情報を確認している。

「それと、いよいよ今日帰ってくるわね、代表！」

　最後に、どこか夢見心地につけ加えてきた千和さん。

「そうですね、一ヵ月なんてあっという間でした」

　言われたことを書き出していると、横から伸びてきた千和さんの手によって、メモ帳を奪われた。

「あっ……！」

　思わず声が漏れてしまう。

　けれどすぐに千和さんのキレイな顔が迫ってきて、言葉を呑み込んだ。

「どうして灯里ちゃんは冷静でいられるの？　一ヵ月ぶりにお兄さんに会えるのに！私なんて、この日をどれほど待ちわびていたことか……！」

「え……いや、その……」

「うらやましすぎるよ、あれほど素敵な人がお兄さんとか！　しかも灯里ちゃんのことすごく大切にしているし」

　そう言いながら、千和さんはうっとりした顔になり、すでに自分の世界へと行ってしまった。

　どうもお兄ちゃんの話になると、いつもの落ち着いた千和さんは崩壊してしまうのだ。なぜなら千和さんは、お兄ちゃんに好意を寄せてくれているから。

　だけどそれは、千和さんに限ったことではない。

　この会社に勤める女性社員の誰もが、お兄ちゃんに対して少なからず好意を抱いている。

「出社は、正午頃の予定よね」

「はい。早朝の便で帰国して、両親に挨拶してから出社する、って言っていましたから」

　うちの家族は皆仲がよく、両親もお兄ちゃんの帰りを待ちわびていた。

「早くお昼にならないかな」

　目を輝かせて同意を求めてきた千和さんに、苦笑いしつつも頷うなずいた。

　千和さんは入社当時からお兄ちゃんに対して、特別な想いを寄せてくれている。それは妹として嬉しいし、何より千和さんとなら私も気さくに話せるから、うまくいってほしいと願っている。

　お兄ちゃんはもう三十四歳になるし、いい加減いい人を見つけてほしい。その相手が千和さんなら言うことナシなんだけどな。

　お兄ちゃんのことは昔から本当の兄のように慕ってきた。十歳も歳が離れているのに、出会ったときから本当の妹のように可愛がってくれている。……その度合いは周囲が引くレベルで、しかも年々強まっているけれど……。

　そのとき、ふいにエントランスに人影が現れた。この時間、来客の予定はなかったから、新規のお客様かもしれない。

「灯里!!」

　すぐに礼をしたけれど、聞こえてきた声に頭を上げると、カウンター越しに思いっ切り抱きしめられてしまった。

「ちょっ……！　代表!?」

　変質者のごとくいきなり抱きついてきたのは、紛れもなく私のお兄ちゃん。

　身長百八十五センチと長身で、学生時代からジムで身体を鍛えているから、見た目以上にガッチリしている。

　切れ長の一重の目に、均整のとれた顔の造り。サラサラの黒髪はいつもワックスで後ろに流されている。

　外見だけで言ったら、〝仕事がデキるカッコいい男〟だけど、本当の姿は〝重度のシスコン〟だ。

　こっちは必死に抵抗しているのに、お兄ちゃんは私の身体を抱きしめたまま離さない。

「〝代表〟だなんて水臭い！　〝お兄ちゃん〟と呼びなさい！　それにひどいじゃないか。一ヵ月ぶりに会うというのに、家で待っていてくれないなんて！」

「それは仕事が――」

　反論するも、すぐに遮さえぎられ、身体を離された。

「一緒に出勤すればいいだけの話だろ？　時間に間に合うように、早く帰ってきたんだから」

　悔しそうに表情を歪めて、涙目になっている。

　相変わらずなお兄ちゃんに、苦笑いしか浮かばない。

　そんなこと言われたって、早朝の便で帰国することしか知らなかったんだもの。家に何時に着くのかわからないのに、待っていられるわけないじゃない。

「元気だったか？　何か変わったことはなかったか？」

「なっ、ないよ。何も」

　一瞬佐々木さんの顔が浮かんだけれど、慌てて笑顔をとりつくろった。

「そうか、ならよかった。出張中、大事な妹に何かあったらシャレにならないからな」

　久しぶりに会って気が緩んでいるのか、お兄ちゃんは私の些細な変化には気づいていない様子。

　すると男性秘書の田た中なか 実みのるさんに「代表」と声をかけられ、名残惜しそうにしながらもお兄ちゃんはオフィスへと向かっていった。

「相変わらずねぇ、溺愛っぷりは」

「えぇ。……困ったものです」

　嵐のような再会劇を近くで見ていた千和さんも、呆気にとられている。

　度を超えたシスコンぶりに、いくら好きな相手といえど、千和さんが唖然としてしまうのも頷ける。

「ねぇ、代表は知らないんでしょ？　灯里ちゃんがお見合いしたこと」

　コソッと声を潜め、耳打ちしてきた千和さん。

「もちろんですよ！　言えるわけないじゃないですか」

　もうお兄ちゃんはここにいないのに、つい小声になってしまった。

「だよねぇ」

　お兄ちゃんの、私への可愛がりようは尋常じゃない。そのおかげで今まで恋愛する機会は一度もなかった。

　引っ込み思案な私にも、小学生の頃、ひとりだけ仲良くしてくれた男の子がいた。なのに『俺が認めた男しかダメだ！』と言いだし、男の子と遊んでいるところを邪魔してきたり、『灯里に近づくな！』と彼に牽けん制せいしたり……。そのせいで、男の子は次第に私から離れていってしまった。

　その後も好きな人ができても、お兄ちゃんのせいで、いつも片想い止まり。この歳になって、男の人とお付き合いというものをしたことがないのだ。

　だから、『お見合いをした』なんて言ったらどうなることやら……。

　別に佐々木さんとのお見合いが破談になるのはいいことだけど、大騒ぎされて余計面倒なことになりそう。

　佐々木さんのことを徹底的に調べるだろうし、毎日のように『会っていないだろうな』とか、『連絡とっていないよな』って、しつこく聞かれるに決まっている。

　なるべく穏便に済ませたいから、絶対にお兄ちゃんにはお見合いしたことは秘密なのだ。

　両親もそれは重々承知していたから、お見合い話を持ちかけてきたのも、お兄ちゃんがいない間だった。もちろんお兄ちゃんには話していないはず。

「でも妹として嬉しくない？　溺愛されて、しかもその兄があんなにイケメンで仕事がデキる人なんだから」

　会社の人は、私とお兄ちゃんが血の繋がりのない兄きょう妹だいだということを知らない。

「これが〝血の繋がりがない〟ってなったら、ドラマチックな展開を想像しちゃうけどね」

「アハハ……もう、千和さんってば。考えすぎですよ」

　……と言いつつ、本当なのだから笑うしかない。

　でも、現実ではドラマチックな展開など起こりはしない。なぜならお兄ちゃんが私に抱いている感情は、本物の〝兄妹愛〟なのだから。

　お兄ちゃんはずっとひとりっ子で、妹が欲しかったらしい。そこへ急に現れた私が、もともと思い描いていた理想の妹像にピッタリだったそうだ。

『私はもう子供じゃないんだから』と何度反発しても、『俺から見たら、まだまだ子供だ！』と言われてきた。そして『灯里が独身でいる間は、俺もひとり身を貫き通す！』と言いだす始末。

　不安に思った両親にそれこそお見合いを勧められたものの、すべて断っているのだ。

　お兄ちゃんのことは大好きだから、妹としてはまずお兄ちゃんから幸せになってほしいんだよね。でないといつまで経っても、私も幸せになれない気がするもの。

　そのことを考えると、大きなため息をついてしまう。

　だけど、すぐに『今は仕事中！』と言い聞かせ、来客に笑顔を向けた。




「げ、また来てる」

　お昼休み、ビル一階の飲食フロアにあるレストランで昼食をとっている最中、何げなく見たスマホに佐々木さんからのメールが届いていて、声が漏れてしまった。

「何？　また例の彼からのラブコール？」

　一緒に食事をとっていた千和さんは、からかうような顔で前のめりになり、スマホを覗き込んできた。

「ラブコールなんかじゃありませんから」

　慌ててテーブルの下にスマホを隠したけど、千和さんにはバレバレでニンマリされた。

　休憩はいつも来客の少ない時間帯に、ふたり一緒にとることになっている。その間はほかの社員が受付業務に就いてくれている。

　というのも、お兄ちゃんの方針でなるべく同じ課の者同士、休憩を一緒にとってチームワークの向上を図るため。

　確かにうちの会社では、社員同士が互いに親密な関係を築けているみたい。プライベートでも仲がよくて休日をともにする人や、家族ぐるみの付き合いをしている人たちもいるようだから。

　それはもちろん、私と千和さんにも同じことが言える。

「はいはい、とにかく早く返信しちゃったら？　きっと灯里ちゃんからの返事を待っているわよ」

「わかっています」

　口を尖とがらせながらも、彼からのメールを確認すると、やっぱり絵文字ひとつない、素っ気ない文面が映し出されている。

【珍しく昼食くえている。君は？】

〝珍しく〟か。

　佐々木さんは毎日忙しそうだった。朝、メールをくれる時間帯はいつも同じで、多分、外来診察が始まる前。それ以降は昼過ぎだったり、夕方だったり、夜だったり、まちまちだ。

　休みも少ないようだし、医者という仕事は想像以上に大変なようだ。

　私はこの時間にお昼を食べるのが当たり前だけど、佐々木さんは違う。

　もしかしたら食べられない日もあるんじゃないのかな？

【お疲れ様です。私も今食べているところです】

　当たり障りのない内容のメールを返す。

　いつもだったら返事はなかなか来ないけど、意外にもすぐに返信されてきた。

【今度一緒に食事でもしよう。いい加減、顔が見たい】

　なっ、何これ？　何が『顔が見たい』よ！

　心の中では盛大にツッコミを入れつつも、身体は正直でみるみるうちに顔が熱くなっていく。こんなストレートな言葉をもらって、恥ずかしくならないほうがおかしい。

　反則だよ。今までそんな話、全然してこなかったのに。

　不意を突いてきた殺し文句に、スマホを持つ手がプルプルと震えてしまう。

「あらあら、もしかして灯里ちゃんってば、青春中？」

　ニヤニヤしながら聞いてきた千和さんに、すぐに反論する。

「そっ、そんなわけありません！」

　慌てて下を向き、もう一度メールを確認してしまう。

　不覚にもキュンとさせられてしまった。男性からこんなメールをもらうなんて、初めてだし。

【連絡待っています】

　悩みに悩んで返したメール。

　決して、佐々木さんと食事に行くのが楽しみなわけじゃない。一度会ってからのほうが、縁談を断るための口実も見つけられそうだから。

　自分にそう言い聞かせるけれど、なぜか誘われたことが素直に嬉しかった。




「……女慣れしていそうだな」

「ん？　何か言った？」

「いいえ、なんでもありません」

　化粧室でメイク直しをしている途中、ポツリと漏れてしまった本音。

　あのメール文といい、見た目といい……経験豊富そうだな。

　そう思うと、彼との結婚なんてなおさら考えられない。勝手なイメージかもしれないけど、浮気とかバンバンされそうだもの。

　結婚するなら、ずっと私を想ってくれる人がいい。両親のような仲のよい夫婦になりたいから。

　そして、なぜかそのメールを最後に、突然彼から音おと沙さ汰たがなくなってしまった。




　今日も来ていない、か。

　佐々木さんからの連絡が途絶えて早一週間。

　休憩中にメールをチェックすることが、ここ最近の日課となってしまっている。

「まだ連絡来ないの？」

「え？」

　聞こえてきた声に顔を上げれば、いつものようにビル一階のレストランで一緒に食事をしていた千和さんと目が合った。

「心配なら自分からメールすればいいのに」

「べっ、別に私は心配なんてっ。……ただ、連絡がパタリと来なくなったから気になっているだけです」

　心配なんてとんでもない！　慌ててスマホをしまい、残りのご飯をかき込んだ。

　そんな私を見て、千和さんは少しだけ眉を下げ、クスクスと笑いだす。

「灯里ちゃん、自分で気づいていない？　彼のメールを見ながら、いつも百面相しちゃってるよ」

「百面相、ですか？」

　ご飯を食べる手は止まり、身に覚えのないことに首をひねる。

　すると千和さんは小さく笑い、首を縦に振った。

「そ。メールのやり取りを始めてから、顔をしかめたり口元を緩めてたり……いろんな表情をしてるわ。……そして今は、心配そうにしちゃってる」

　真剣な目で言われてしまったら、もう何も言えなくなってしまう。

　思ってもいなかった。メールが来ないことを、こんなにも気にしちゃうなんて。清々するはずじゃない？　最初はメールなんて、ずっと無視しようと思ってたのに。

「灯里ちゃん、すっかり恋する乙女モードね」

「こっ……!?　ゲホッ！」

「ちょっと大丈夫!?」

　あり得ない言葉に、空気を吸った瞬間むせてしまった。すぐに千和さんに水を渡され、一気に胃に流し込む。

　千和さんには彼がどんなに俺様で失礼な人なのか、全部話してある。なのに『恋する乙女モード』だなんて。

　テーブルの上にあったボトルからコップに水を注ぎ足し、二杯目も一気に飲み干すとやっと落ち着いた。

「冗談にしてはひどすぎます！」

　抗議をすると、千和さんは不思議そうに首を傾げた。

「お見合いしたんだもの、別に好きになっても問題ないでしょ？　けれど毎日マメに連絡してきてた彼だけに、もしかしたら何かあったのかもしれないわよ」

「それは……」

　正直、私も少しそう思っている。

「とにかくこちらから連絡してみたら？　気になるんでしょ？」

　からかうように語尾を上げて話す千和さんに、返す言葉が見つからない。

「考えておきます」

　苦し紛れに出た言葉に、千和さんはおかしそうに笑いだした。

　そんな千和さんに奥歯をギュッと噛かみしめるけど、不本意ながら気になる。

　佐々木さんは、私がメールを返さなかったら怒って電話までしてきたのに、その本人が全く連絡してこないなんて……本当に何かあったのかな……？

　そうだよ。普通に考えて、自然な感情のはず。

　ただ気になるから……それだけの理由でこっちから連絡したとしても、変に思われることはないよね？




「とは言ったものの……」

　帰宅後、すぐに自室にこもり、こちらから連絡しようとスマホと睨めっこし始めて早十分。

　なんて送ったらいいものか悩む。

「元気ですか？　……とか？」

　いやいや、そんなの明らかに『佐々木さんのことを気にしています！』と言っているようなもの。

「じゃあ連絡ないんですけど……とか？」

　そうよ、食事に行こうと言っていたし。……でも、なんか佐々木さんの連絡を待ちわびているみたいじゃない？

「あーもう！　一体どうすればいいのよ！」

　ベッドにスマホを投げ捨て、そのまま仰あお向むけで大の字に寝転んだ。

「そもそも、なんで私がこんなに悩まなくちゃいけないの!?」

　よくよく考えれば、佐々木さんとのお見合いは最初から断るつもりだった。

　会ってますますそう思ったし、『嫁になるための十ヶ条』とか意味がわからないし!!

　なのになんでかな。最初はうっとうしく思っていた彼からのメールを、いつの間にか待っていたんだよね。

　朝の決まった時間に送られてくるメールとか、ときどき世間話をするように送られてくるメールを。そう思ったら急に来なくなっちゃうんだから。

「わけわからない」

　彼に気持ちをぶつけるようにごろんと寝返りを打ち、枕をギュッと抱きしめた。

　あんな二重人格な人、絶対無理！　……それなのにメールが来ないだけで、こんなに気にしちゃっている自分が信じられないよ。

　枕に顔をうずめたとき、部屋を数回ノックする音とともに、私を呼ぶお母さんの声が聞こえてきた。

「何？」

　立ち上がって部屋を横切り、ドアを開けると、そこにはいつもより煌びやかな衣服をまとったお母さんが立っていた。

「お父さんがね、たまには家族みんなで外食しようって言うの。お父さんと和臣は職場から直接向かうみたいだから、ふたりで先に行きましょう。だから灯里も早く用意してね」

「わかったよ」

　突然の外食は、我が家にはよくあることだった。

　家族を大切に思うお父さんだけど、仕事で忙しい毎日を送っている。だからこうして少しでも時間がとれると、家族と過ごそうとしてくれるのだ。

　着替えを済ませて一階に下りると、お母さんは車の鍵かぎを探しているところだった。

　家族で外出するときは、いつもお父さんかお兄ちゃんの運転だから、たまにこうしてお母さんが運転するとなると、鍵がどこにあるかわからなくなるんだよね。

　都心部に住んでいるし、運転免許の必要性を感じてこなかったけれど、私ももう二十四歳。ひとりでいろいろな所に行ってみたい気持ちもあるし、免許取ってみようかな。

　そんなことを考えているときだった。来客を知らせるインターホンが鳴り響いたのは――。

「あら、誰かしら。ごめん灯里、ちょっと出てくれる？」

「はーい」

　ちょうど玄関付近にいたため、リビングにあるドアホンを見ることなく玄関のドアを開けた。

「はい、どちら様――」

「久しぶり」

　私の言葉を遮って、聞き覚えのある声が発せられた。

　目の前に立っている人物に、目を見開く。

「え……佐々木、さん？」

　みっともなく口を開けたまま、玄関のドアに手をかけた状態で立ち尽くしてしまう。

　そんな私を見て、スーツ姿の佐々木さんはプッと噴き出した。

「なんだよ、幽霊でも見たような顔して」

「……っ、それはっ！」

　まさか佐々木さんがうちに来るとは、夢にも思わないじゃない。

　バカにされているような気がして、表情を引きしめる。

「そんな顔にもなりますよ。……急に音沙汰がなくなったと思ったら、いきなりこんな所にいるんですから」

　フンと鼻息を鳴らしてそっぽを向く。

　だって、〝心配してた〟って思われちゃったら嫌だし。

　可愛げのないことを考えていると、佐々木さんは予想に反して謝ってきた。

「悪かった。実はあの日、カップ麺食べながらスマホいじってたんだけど、スープの中にスマホを落として壊しちゃってさ」

「え？」

　視線を向ければ、佐々木さんは眉をハの字に下げ、申し訳なさそうに苦笑いしていた。

「買い替えたくても仕事が忙しくて。……やっと今日、新しいスマホを買ったんだけど、君の番号とアドレスをバックアップしてなかったから連絡できなくて。上司伝いに一之瀬さんに灯里の連絡先を聞いたら、なぜかメモに書いてあったのが住所だけでさ。こうして家まで来たってわけ」

「そう、だったんですか」

　なんだ、スマホが壊れてただけで、別に何かあったわけじゃないんだ。よかった。

　……ん？　ちょっと待って。何が〝よかった〟なの？　別に私は心配していたわけじゃないし。

　自分自身にツッコミを入れていると、佐々木さんの手が伸びてきて、軽くデコピンされてしまった。

「痛っ!?」

　不意を突かれて額を押さえてしまう。

　すぐに文句を言ってやろうとしたけれど、佐々木さんによって出鼻をくじかれてしまった。

「言っておくけど、君のせいだからな」

「なっ、何がですか!?」

　それよりもまず、デコピンしたことを謝ってほしいんですけど。

　痛む額を押さえながら睨みつけていると、なぜか彼は照れたように頬をかいた。

「ダメ元で送ったメールに〝連絡待っています〟なんて返してくるから、目を疑ったよ」

「え……だって、それは……」

　そもそも佐々木さんのほうから誘ってきたんじゃない。余計な殺し文句も添えて。それがスマホを落としてしまうほど動揺したっていうの？

「正直あれ、グッときた」

「なっ……！」

　目を伏せ、口元を押さえて囁く彼に、照れがこっちにまで伝染してしまった。金魚のように口をパクパクさせるだけで、言葉が出てこない。

　何それ。あのたったひと言のメールに、頬を赤らめながら『グッときた』なんて。

「とにかく、こうやってわざわざ聞きに来たんだから、さっさと番号とアドレスを教えろ」

　どうして私、こんな人の言動に戸惑ったりしちゃったんだろう。それに何よ、『教えろ』だなんて上から目線で。

　熱かった頬が、急激に冷めていく。

　私は無言で手にしていたバッグの中からスマホを取り出し、彼の前に突き出した。

「どうぞご勝手に」

　ツンとした声で言うと、佐々木さんは面白くなさそうに顔をしかめた。

「可愛くねぇな」

「可愛くなくて結構です」

　別に佐々木さんによく思われたくもないし。

　スマホを差し出したままの私と、それを受け取らない佐々木さん。しばし睨み合っていると、リビングのほうから声が聞こえてきた。

「……あら？　誰かと思ったら、佐々木さんじゃないですか！」

　やっと車の鍵が見つかったらしく、お母さんは目を輝かせながら駆け寄ってきた。

「ご無沙汰しております。先日はお時間を作っていただき、ありがとうございました」

　スイッチが入ったように、すぐに偽物の笑顔を振りまく彼に呆気にとられてしまう。お見合いの日も思ったけど、この人、本当に二重人格だと思う。

「もしかして灯里に会いに来てくれたのかしら？　灯里ったら、最近ずっとスマホを見ては、ため息ばかりついていたのよ」

　ほんのり頬を染めて言うお母さんに、ギョッとしてしまう。

「ちょっ、ちょっとお母さん!?」

　慌てて止めに入るも、時すでに遅し……。

　チラッと佐々木さんを見れば、バッチリ目が合ってしまった。

　そして予想通りニヤニヤと笑っている。

「そうですか。ちょうどスマホが故障してしまい、灯里さんと連絡がとれない状況だったんですよ」

「やっぱり！　灯里のため息の原因は佐々木さんだったのね」

　自分の予想が当たって嬉しいのか、満面の笑みを浮かべるお母さん。

「やっと買い替えることができ、番号とアドレスを聞くついでに、灯里さんにひと目でも会いたいと思いまして。……すみません、突然伺ってしまって」

「いいのよ、佐々木さんなら。いつでも気兼ねなくいらしてください。それに灯里も喜んでいるでしょうし。ね？　灯里」

　いやいや、『ね？』って言われても困るよ、お母さん。

　微妙に半笑いになってしまう。

　けれど、そんな私にかまうことなくお母さんは話を続けた。

「でもせっかく来てくださったのに、ごめんなさいね、これから家族で食事に出かけるところだったのよ。あっ！　よかったら佐々木さんもご一緒にいかが？　きっと主人も喜ぶわ」

　予想だにしない展開に血の気が引いていく。

　お母さんってば、何も考えてなさすぎる！

　お兄ちゃんも一緒に食事することを忘れているのだろうか。呑気な母親の思惑に、ひとりハラハラしてしまう。

「光栄ですが、気になる患者がいまして、すぐに戻らなくてはいけないのです」

「あら、そうなの」

　ガッカリするお母さんと、ホッとする私。

　少し前にお父さんが言っていたけど、佐々木さんが勤めている病院はうちから車で十五分くらいの所にあるらしい。

「今度はぜひご一緒させてください。楽しみにしております」

「約束ですよ」

　抜け目のない彼に、脱帽してしまう。

　お母さんは声を弾はずませて、すっかり偽物の彼に騙されちゃってるし。

「灯里さん、僕のアドレス変わっていませんので、灯里さんの番号とアドレス、あとで送っていただけませんか？」

　さっきは命令口調だったくせに、お母さんがいるだけで敬語になっちゃうなんて。

　清々しいくらいの態度の変わりように、もう呆れることさえできなくなる。

「……わかりました」

　棘のある言い方をしたのに、佐々木さんは目を細めて微笑んだ。

　その笑顔に、不覚にもドキッとしてしまう。

「ではお忙しい時間に失礼しました。灯里さん、メールを楽しみに待っていますね」

　満面の笑みで手を振る母とは違い、ひたすら苦笑いでやり過ごす私。

　そして彼は、スマイルを貫いたまま去っていった。

「本当に素敵な方ね、佐々木さんは」

　佐々木さんの運転する車が見えなくなると、お母さんはため息交じりに呟いた。

「さて、遅れちゃうし、私たちも出発しましょ。それと灯里、着くまでにちゃんと佐々木さんに連絡しておきなさい。忙しいのに、わざわざ家に来てくださったんだから」

「……はーい」

　間延びした返事をしたけれど、お母さんがそう言うのにも無理はない。すぐに病院に戻らなくちゃいけなかったのに、わざわざ来てくれたんだから。

　車内で佐々木さんに連絡先をメールで送ると、しばらくして返事が来た。しかも二通も。

　不思議に思いながらも、まず一通目を見ると、【了解】と素っ気ない二文字だけ。

　そしてもう一通のメールの件名には【嫁になるための十ヶ条】と書かれていた。

　まっ、まさか……。

　恐る恐る本文を表示すると、こう綴つづられていた。

【第二条　連絡はこまめにすること】

　何これ！　それを佐々木さんが言う!?

　メール内容にカッとなってしまい、すぐさま返信した。

【それをあなたが言いますか？】って。

　すると、またすぐに彼から返事が来た。

【俺だからいいんだ。つーか絶対守れよ】と。

　どこまでも勝手な人だ。

　けれど、久しぶりに彼と交わしたメール文を見ていると、心の奥がじんわり熱くなってしまう自分がいた。

　それが何を意味しているのか、このときの私はまだ知らなかった。










第三条　下の名前で呼び合うこと




　六月に入り、私が住む地域もついに梅雨入りした。

　予報通り、朝から雨で、ジメジメした空気が肌にまとわりついて気持ち悪い。

　そんなある日の昼休み。それは突然なんの前触れもなく送られてきた。

【これから灯里って呼ぶから】

　……何これ。

　佐々木さんからの突とっ拍ぴょう子しのないメールに、目が点になってしまった。

「灯里ちゃん、どうかしたの？」

　両手でスマホを握りしめたまま固まっていると、一緒に食事していた千和さんが目をパチクリさせて聞いてきた。

「あっ、いいえ！　別になんでもありません」

　平静を装い、すぐに【呼ばないでください】とメールを返した。




　佐々木さんとお見合いしてから半月が過ぎたけど、実際に会ったのはお見合いの日と、この前家を訪ねてこられた日の二回だけ。

　佐々木さんは夜勤もあるし、急患があれば呼び出されることもある。それにシフト制だからなかなか予定が合わず、いまだにメールのやり取りをしているだけだった。

「ちょっと電話するところがあるから、先に戻っていて」

「わかりました」

　途中千和さんと別れ、ひとりオフィスへと向かう。

　その道中メールを確認すると、珍しく佐々木さんから返信が届いていた。

【無理。呼ぶから。灯里も俺のこと、下の名前で呼んでよ】

　思わず足が止まってしまう。イライラを募らせながらすぐに返信する。

【私こそ無理です。絶対に呼びません】って。

　スマホを乱暴にバッグにしまい、足早にオフィスに戻る。

　下の名前で呼び合うなんて、一気に距離が縮まっちゃう感じがするし。そもそもお見合いもメールも、望んでいたわけじゃない。

　私は恋愛結婚したいし、相手がハイスペックである必要はない。まして二重人格の人なんてもってのほかだ。一緒にいて安らげて、いつまでも仲良く暮らせる普通の人でいいんだ。

　最近どうも流されちゃってるところがあるよね、私。完全に佐々木さんのペースだ。だから、絶対彼の思い通りになんてならないんだから。

　そう自分に強く言い聞かせ、午後の勤務へと向かった。




「いっ、一之瀬さん！　助けてください!!」

　受付業務の傍かたわら、書類の整理をしていると、オフィスに繋がるドアが開くと同時に、開発部の人が涙目で助けを求めてきた。

「どうしたんですか？」

　尋ねておきながら、頭の中ではなんとなく予想できていた。

　それは千和さんも同じだったようで、彼女と目が合う。

「代表の機嫌をとってきてくれないかな？」

　思った通り、切せっ羽ぱ詰まったように懇願される。実はこれが初めてのことではない。

「お願い！」

　毎度のことながら顔の前で両手を合わされる。

「灯里ちゃん、今日はこのあと、特に来客の予定はないから行ってあげて」

　千和さんの救いのひと言に、開発部の人の表情がパッと明るくなる。

　彼女にそう言われてしまっては、もう断れないや。

「わかりました」

　小さく息を漏らして返事をすると、「ありがとう！」と大きな声で感謝された。

「そうと決まれば、早速お願い！　部長がもうずっと責められていて大変なんだ」

　千和さんに「いってらっしゃい」と見送られ、急いでオフィスの中へと足を踏み入れる。

　私も出勤前や出勤後、会議や休憩中のときはオフィスに入る。

　いつもは終始和やかな雰囲気だけど、今はその面影などなく、全体がピリピリしていた。その原因はお兄ちゃんだ。

「こっちこっち！　代表の部屋だから」

　開発部の人は、再度〝お願いポーズ〟をして、自分の仕事に戻っていった。

　さて、まずは飲み物を用意してと。

　入って右奥にある給湯室で、お兄ちゃんが好きなブラックコーヒーを淹いれ、いざ向かう。

　その途中、ずっとみんなからの『お願い、早くどうにかして』っていう無言のメッセージが、背中に刺さって痛い。

　普通、社長の身内が入社してきたとなったら、煙たがられるところだけど、私の場合、この役目があるから、今までそのような扱いを受けたことがなかった。

　仕事はまだまだ半人前だけど、このときばかりはみんなの役に立てていると実感できるんだよね。

　部屋の中から、お兄ちゃんの怒鳴り声が聞こえてくる。

　どうしてお兄ちゃんが怒っているのかわからないけれど、一度クールダウンが必要そうだ。

　ドアを数回ノックすると「なんの用だ!?」といつになく荒々しい声が返ってきた。

　最初の頃は怯んでしまったけれど、もう慣れっこだ。

「代表、失礼します。コーヒーをお持ちしました」

　するとさっきまでの荒々しい声が一変、いつものお兄ちゃんの甘い声が返ってきた。

「その声……灯里か!?」

　ドタドタと足音が聞こえ、勢いよくドアが開かれた。

「どうして灯里が？」

「代表が疲れていると伺いましたので、飲み物をと思いまして」

　そう言うとお兄ちゃんの表情は、パッと明るくなった。

「そうだったのか！　ありがとう、ちょうど喉が渇いていたんだ」

　そりゃそうだよね。オフィス中に響くほどの声量で怒鳴っていたのだから。

「おい、もう下がっていいぞ。この件に関しては、後日ミーティングで検討しよう」

　すっかり機嫌をとり戻してくれたお兄ちゃんに、ずっと怒鳴られていた開発部長も胸を撫なで下ろした。

「ありがとうございます。では失礼します」

『もうこれ以上ここにいたくない』と言わんばかりに、開発部長はそそくさと部屋から出ていった。

　ドアが閉まると、お兄ちゃんはお盆からヒョイとマグカップを取った。

「灯里が淹れてくれたコーヒーは、特に美う味まいな」

　給湯室にあるエスプレッソマシンで淹れただけなんだけどな。

　単純なお兄ちゃんに、クスリと笑ってしまう。

「それはありがとうございます。では代表、私はこれで」

　無事に任務を果たしたことだし、さっさと仕事に戻ろうとしたけれど、すぐにお兄ちゃんに止められてしまった。

「なんだよ。せっかくだし、ちょっと話そう」

「え!?　……いえ、仕事がありますから」

　つかまれた腕をやんわり外そうとするも、叶わなかった。

「俺がいいって言っているんだからいいんだ。それになんだ？　その他人行儀な話し方は！　今はふたりっきりなんだから、普段通りでいいんだぞ？」

「でも……」

　職場では、さすがにきちんと区別をつけるべきだと思うし。

　お兄ちゃんはこの会社の代表で、私は雇われている身。入社したときに伝えたはずなんだけどな。

「最近俺が忙しくて、灯里と一緒に過ごす時間がなかったんだ。少しくらい、いいだろ？」

　そう言うとお兄ちゃんは私の返事も聞かず、部屋の中央のソファに私を座らせて、隣に腰を下ろした。

「コーヒー、ごちそうさま。……あっ！　ちょっと待ってろ。確かもらい物のチョコレートがあったはず」

　お兄ちゃんは思い出したように慌ただしく立ち上がると、窓際のデスクの中から高級感溢あふれる箱を持ってきて、また私の隣に腰を下ろした。

「ほら、灯里の好きなチョコレート」

「あっ、ありがとう……」

　満面の笑みで差し出されては、食べないわけにはいかない。

　仕事に戻るのは一旦諦あきらめ、手に取ったチョコレートを口に含むと、一気に上質な甘さが口いっぱいに広がった。

「美味しいか？」

「うん、すっごく」

　あまりの美味しさに頬を緩めると、お兄ちゃんはまた満足げに笑う。

　さっきまで、荒々しい声をオフィス中に響かせていた人には見えない。

　だけど……私はきっと、お兄ちゃんの中ではいつまで経っても子供のままなんだろうな。過保護ぶりもそうだけど、この扱いが何よりの証拠だ。

「さっきも言ったけど、こうやってふたりっきりのときは、〝お兄ちゃん〟でいいんだからな？」

　お兄ちゃんもチョコレートを食べながらそう言ってきたけれど、素直に頷くことはできない。

「ううん、プライベートとの区別は、はっきりつけたほうがいいと思うの。会社ではお兄ちゃんは雇い主で、私は従業員っていう関係なんだから」

「灯里は何もわかっていないな」

　そう言うと、お兄ちゃんはもうひとつチョコレートを手に取りながら、得意げに話しだした。

「呼び方ひとつ変えるだけで、人は幸せな気持ちになれるものなんだぞ。現に俺だって灯里に初めて〝お兄ちゃん〟と呼ばれたときは、天にも昇る気持ちだったよ」

「そう、なの？」

「あぁ！」

『呼び方ひとつで、人は幸せな気持ちになれる』か。

　ふと頭に浮かんでしまったのは、佐々木さんとのことだった。

〝さん〟付けって、どこか他人行儀だよね。友達とだって名前やあだ名で呼び合うほうが、親近感がグッと増す。

「お兄ちゃんも、下の名前で呼ばれたら嬉しい？」

　お兄ちゃんの恋愛事情は正直謎だけど、そんなに喜ばしいことなのかな？

　すると、お兄ちゃんは顔をほころばせ、興奮しながら私との距離を縮めてきた。

「当たり前だろ!?　灯里に〝和臣お兄ちゃん〟なんて呼ばれたら、どんなに嬉しいことか……！」

　えっ、私っ!?

「ちっ、違うよ！　その……例えば好きな人に、とかだよ」

　そっと尋ねると、お兄ちゃんの表情は一変し、勢いよく私の両肩をつかんできた。

「ちょっと待て、灯里！　……まさか、好きな男でもできたのか？」

「え……やだ！　そんなんじゃないから！　例えばの話だよ」

　慌てて否定するも、お兄ちゃんは腑に落ちない様子でつかんだ手を離してくれない。

「本当だな？　でもいいか！　好きな男ができたら、一番に俺に言うんだぞ！　ちゃんと品定めしてやるから」

「うっ、うん」

　勢いに押されてうっかり頷いてしまった。お見合いしたなんて、もう、口が裂さけても言えないや。

「灯里の相手は俺よりもいい男じゃないと、絶対に許さないからな」

　言いたいことを言えてスッキリしたのか、お兄ちゃんはやっと肩から手を離してくれた。

「まぁ、俺くらいの男なんて、なかなかいるわけないけどな」

　まるでおじさんのように「ガハハ」と笑うお兄ちゃんの隣で、私もただ笑うしかない。残念なことにいるんだよね、お兄ちゃん並みのハイスペック男が。

　万が一、お兄ちゃんに佐々木さんの存在を知られ、彼と会う機会があったら、お兄ちゃんはどんな顔をするんだろう。

　ううん、この過保護なお兄ちゃんと、あの二重人格の佐々木さんが顔を合わせるなんて、怖くて想像もしたくないや。

　それから少しだけ仕事の話をして、やっと解放された私は自分の仕事に戻った。




【却下。絶対呼ばせる】

　仕事を終えて帰宅した私を待っていたかのように、タイミングよく届いた一通のメール。

　仕事で疲れ切った身体にまた一段と疲労感を与えてくれる内容に、大きなため息をつく。

「『無理』って送ったのに」

　私はスマホを手にしたまま、ゆっくりとソファに腰を下ろした。

　そもそも、なんで佐々木さんは、下の名前で呼ぶことにこだわるのだろうか。お見合いはしたけど、私たちは恋人でもなんでもないのに。

　佐々木さんは、お見合いの日から突拍子もないことばかり言っていた。いきなり『俺を好きになれ』とか、私たちが結婚するようなこととか……。

　私を『気に入った』だなんて、まさか本気じゃないよね？

　……でも、じゃあなんで私なんかとお見合いをしたんだろう。どうして忙しいのに、毎日メールを送ってくれるの？

　考えだすと、自分でも不思議なくらい胸が締めつけられていく。

　やだな、これ。別に佐々木さんのことなんて、好きでもなんでもないのに、なんで胸が痛むのよ。

　気分を変えるために、テレビでも見ようとリモコンに手を伸ばしたとき、急にスマホが鳴りだした。

　微妙なタイミングでかかってきた電話に、心臓がドキドキとうるさい。

「だっ、誰だろう」

　高鳴る胸を押さえながら相手を確認すると、画面に映し出された名前に目を見開く。

「え……佐々木さん？」

　電話なんて今まで、メールを返さない私に怒ってかけてきたときの一度しか、寄越してこなかったのに。

　戸惑いつつも、電話は鳴り続けている。

　無視するのはよくないよね。そう自分に言い聞かせ、恐る恐る電話に出た。

「もっ、もしもし……？」

『遅い！』

　すると、すぐに聞こえてきた文句の言葉。

『どれだけ待たせるんだ。こっちはまだ仕事中なんだぞ』

　あまりに自分勝手な言い草に、さっきまで感じていたためらいや胸の痛みなど、どこかへ吹っ飛んでしまった。

「別に私は電話をしてほしいなんて、ひと言も言っていませんけど？」

『声が聞きたかったんだ』

　嫌味たっぷりで反撃に出たけど、意外な返答に胸が飛び跳ね、言葉に詰まる。

　なっ、何が『声が聞きたかった』よ！

　いちいち過剰に反応しちゃっている自分が、本当に憎い。

『それに灯里に俺のこと、下の名前で呼んでもらいたかったし』

〝灯里〟

　メールではすでに何度か呼ばれていたのに、どうしてかな？　実際に佐々木さんの声で言われると、胸の奥がくすぐったい。

『おい、ちゃんと聞いているのか？』

　何も言わない私にしびれを切らした発言に、ハッと我に返る。

「聞いています！　それとメールでも言いましたけど、ご期待には添えませんから」

　きっぱりと伝えたのに、電話越しからは思いがけない言葉が聞こえてきた。

『どうして？　俺たち、結婚して夫婦になる仲だろ？　だったら下の名前で呼び合うなんて、当たり前のことじゃないか』

　なっ、なんですって!?

「ちょっと待ってください！　確かにお見合いはしましたけど、私は佐々木さんと結婚するつもりはありません！」

『は？　今さら何言ってるんだよ』

　彼の声色が、明らかに怒りを含んだものに変わった。

　一瞬怯みそうになりつつも、ここで負けたらダメだと自分に言い聞かせる。

「あの、一度ちゃんと聞きたかったんですけど、どうして佐々木さんは私なんかとお見合いをしたんですか？　佐々木さんなら、もっとキレイで素敵な女性のほうが釣り合いますし、そういう方々が寄ってきますよね？」

　医者として働く彼の周囲には、数え切れないほどの出会いがあるはず。

　もっともなことを言ったのに、彼は深く息を吐いた。

『俺、自分のこと〝なんか〟っていうヤツ、一番嫌いなんだけど』

〝嫌い〟……その言葉がなぜか胸に突き刺さる。

「……別に、佐々木さんに嫌われてもかまいません」

　痛む胸を手で押さえ、それを悟られぬよう強がりを見せるも、胸のズキズキは収まってくれそうにない。

　なんでだろう。佐々木さんにどう思われようと気にならないはずなのに。

　電話越しに大きなため息が聞こえてきて、胸がますます痛い。

『それじゃ、俺が困る』

「え……困る？」

『嫌い』って言ったくせに何が困るの？

　意味がわからず首を傾げ、佐々木さんの言葉を待つ。

　すると意外な言葉が返ってきた。

『俺はその〝なんか〟って言う、灯里と結婚したいと思ってるから』

　単純な私の胸は、たったひと言でズキズキからドキドキへと反応を変える。

『だからもう二度と言うな。自分で自分の価値を下げるようなことをしたらダメだ』

「佐々木さん……」

　胸がトクンと音を立てる。強い口調で言われているのに、佐々木さんの言葉がすんなりと入ってくる。こんなことを言ってくれた人、初めてだ。

　今まで、周りの人とはうわべだけの付き合いしかしてこなかった。自分をさらけ出す勇気もなかった私に、本音を伝えてくれる人もいなかった。

　でも、健太郎さんは私とちゃんと向き合おうとしてくれているんだよね？　だからダメだと叱ってくれたんでしょ？

『それと！　いい加減、〝佐々木さん〟はやめろ。近い将来、灯里も佐々木さんになるんだぞ？』

　まるっきり私の意思を無視した発言に、ガクッと肩を落としてしまった。

　あぁ、ちょっとだけ気持ちが揺れてしまった自分が恨めしい。

「もうひとつだけ聞かせてください。……どうして私と結婚したいんですか？」

〝結婚したい〟イコール〝好き〟ってわけではないんでしょ？

　佐々木さんが私を好きになるとか、やっぱりあり得ないって思うから。初対面のとき、失礼な態度をとっちゃったし、いいところなんて見せていないもの。じゃあ、そんな私と結婚するメリットはなんなの？

　変な緊張感に襲われながら、彼の返答を待つ。

『それは、俺のことを名前で読んだら教えてやるよ』

「は？」

　予想外な言葉に、間の抜けた声を出してしまった。

『だから呼べよ』

　急かしてくる彼に、怒りが沸々と湧いてくる。

　こんな交換条件を出してくるなんてズルい……！　どう考えても、私の質問のほうが大事なはず。だって結婚したら一生関わるわけだし、気になるじゃない。

　あぁ、もう！　こうなったら意地でも聞いてやるんだから！

『ほら灯里、早く――』

「健太郎さん！」

　彼の声を遮り、やけくそに叫んだ直後、佐々木さんの急いでいるような声が聞こえてきた。

『悪い、呼び出された』

「えっ？」

　途端、電話越しからはパタリと音がしなくなり、画面を確認すると、通話が切れていた。

「『まだ仕事中』って言ってたもんね」

　肝心なことを聞けず、言い損した気分だけど……仕方ない。明日に聞かせてもらえばいいか。

　そう納得し、着替えを済ませて一階へと下りていった。




　それから食事をとり、お風呂から上がって部屋でくつろいでいると、メールが一件届いていた。

「『嫁になるための十ヶ条』……？　って、まさか……」

　確認すると、思った通りの文面が送られてきていた。

【第三条　下の名前で呼び合うこと】

　メールできるってことは、仕事は終わったんだよね？

　そう思い、すぐに【下の名前で呼んだので、理由を教えてください】と送ると、数分後にメールが返ってきた。

　少しだけドキドキしながら開いたけど、まさかの内容に目を見張る。

【今度デートしよう。そのとき教えてやる】

「何これ！　ズルい!!」

　うまく逃げられてしまった。

「……下の名前で呼び合うこと、か」

〝灯里〟と〝健太郎さん〟。

　呼び方が変わっただけだというのに、彼との距離がグッと近づいた気がする。

　しかも何？　デートとか。なんだか順調に交際へと……いや、結婚への道を進んでいっているように思える。

　でも、以前ほど彼に嫌悪感を覚えないのは、どうしてかな？　それに、出会ったときから思っていたけど、人付き合いが苦手な私が、彼にありのままをさらけ出せるのは、なぜだろう。

　少しだけ変化してしまった自分の気持ちに戸惑いつつも、悩みに悩み【考えておきます】と返信した。










第四条　常に俺の隣を歩くこと




　六月も折り返し地点に差しかかった。

　お見合いしてから、早一ヵ月が過ぎようとしていた今日、私はひっきりなしに訪れてくる来客の対応に追われていた。

「お待ちしておりました、丸まる山やま様。ご案内いたします」

　お兄ちゃんを訪ねてきた来客を笑顔で迎え、代表室へと案内したり……。

「灯里ちゃん、ごめん！　この封筒、経理に渡してきてもらえるかな？」

「わかりました」

　千和さんに頼まれた仕事を請け負ったり。

　なんてことのない日常。

　だけど今日ばかりは、いつもと同じ気持ちでその当たり前の時間を過ごせていない。というのも……。

「あと二時間、か」

　ふと腕時計で時間を確認すると、十七時半まであと二時間弱。それを確認するとソワソワしてしまい、気を落ち着かせるために深呼吸した。

「どうしちゃったの、灯里ちゃん？」

　この時間になると来客も少なく、エントランスはシンと静まり返っていたので、私の深呼吸は千和さんの耳に、キャッチされてしまったようだ。

「千和さん……聞いてくれます？」

　いくら暇な時間といえど、仕事中にプライベートな話をするべきではないし、千和さんも仕事のこと以外では口を開かない。

　だけど今日ばかりは千和さんに聞いてほしい気持ちが勝り、実に情けない声を出してしまう。

「えっ、何？　何かあったの？」

　沈んだ様子の私に、千和さんが慌てだす。

「実は今日、仕事が終わってから、彼と食事に行く予定なんです」

「彼って……あの例のお見合い相手の？」

「はい」

　そうなのだ。お見合いをして約一ヵ月。やっと都合がつき、食事に誘われたのは昨夜のこと。

　なんの前触れもなく【明日の夜、食事に行こう】というメールが送られてきたのだ。

「しかもそれを昨日の夜、突然言ってきたんですよ？　おかげで朝から大慌てでした」

　急だったけれど、この前聞きそびれた〝私と結婚したい理由〟をいい加減聞きたかったし、一度会ってからなら、両親にも断りやすい。

　そう思って了承したはいいけど、朝からクローゼットの中身をいろいろ引っ張り出したおかげで、遅刻ギリギリになってしまった。

　苦労話をしたというのに、それを聞いた千和さんは、なぜか「なるほど」と呟きながら感慨深げに頷いた。

「だから今日の灯里ちゃん、いつもよりオシャレなわけだ」

「えっ!?」

「何よ、断るって言ってたのに、うまくいってるんじゃない」

「ちっ、違いますよ！　別にただ食事に行って前に話した〝理由〟を聞くだけです！」

　なのに、千和さんはニヤニヤするばかり。

「だったら、別にあそこまで可愛い格好してこなくてもよかったんじゃないの？　どうでもいい相手だったら、普段着のままでも差し支えないと思うけど？」

　千和さんってば、痛いところを突いてくる。

　私だって最初はどんな服装でもいいと思っていた。だけど、つい……おめかししてきちゃったんだよね。

「今日は定時で上がれそうだし、楽しんできたら？　会うのは久しぶりなんでしょ？」

　そう言うと、千和さんは私の肩をポンポンと叩たたいた。

　千和さんには、私の気持ちがバレているのかもしれない。あれ以来、気になってしまうのだ。……彼のことが。

　今でも鮮明に思い出せる。彼が電話で発した言葉――。

『俺はその〝なんか〟って言う、灯里と結婚したいと思ってるから』

　いつになく真面目な声のトーンに、ドキドキせずにはいられなかった。

　あのセリフは冗談には聞こえなかった。じゃあ本当に彼は、私と結婚したいと思ってくれているのだろうか？

『だからもう二度と言うな。自分で自分の価値を下げるようなことをしたらダメだ』

　衝撃を受けた。

　卑屈な口グセを叱られたのは、初めてだったから。

　思っている以上に、彼は私のことを知ろうとしてくれていて、結婚を真剣に考えてくれているのかもしれない。

　もしそうだったら、私はどうすればいいの……？

　あの日から、この自問自答を繰り返してばかりだ。

　ずっと疑問に思っていたことをいよいよ今日教えてもらえるのだから、朝から時計が気になって仕方なかったのだ。




「灯里ー！　仕事終わったか!?」

　終業時間の数分前、ソワソワしていると、急にオフィスの扉が開いて、お兄ちゃんの陽気な声が聞こえてきた。

「え、代表？」

　突然やってきたお兄ちゃんに唖然としていると、お兄ちゃんは得意げに言ってきた。

「今日は珍しく早く上がれそうなんだ。だから久々にふたりで食事に行かないか？」

「えっ！　食事!?」

　まさかの誘いに、ギョッとして声をあげる。

　咄嗟に千和さんを見てしまうと、事情を知る彼女も同じように、目をパチクリさせていた。

「ん？　どうしたんだ、ふたりして驚いた顔をして」

　どうしよう。こんな日に限って、お兄ちゃんの仕事が早く終わって、食事に誘われるなんて……バッドタイミングすぎる。

　返事に困り、ただ苦笑いするしかない。

　千和さんもハラハラしている。

「久しぶりのデートだしな、灯里が食べたい物を食べに行こう！　時間があったら買い物しような。灯里に似合う服やバッグも買ってやりたいし」

　興奮ぎみに、このあとの予定を語るお兄ちゃん。

「えっと……」

　こんな上機嫌のお兄ちゃんに、なんて言って断ればいいの？

『友達と食事に行く』とか？　……いやいや、それだと『友達と俺、どっちが大切なんだ！』って言われそう。

　それじゃいっそのこと、『お見合い相手と食事に行ってくる！』って白状しちゃう？

　ううん、それこそ大変なことになるのは目に見えている。

　じゃあ一体どうすればいい？

　途方に暮れて、変な汗が流れそうになったとき――。

「だっ、代表！　あの……！　ちょっといいですか？」

　戸惑いぎみに声をあげたのは、千和さんだった。

「何かな？　大川さん」

　千和さん……？

　すると、千和さんは目を泳がせつつも、ゆっくりと話しだした。

「あの……えっと、実はですね、仕事のことで悩みがありまして。もし、代表のお時間があれば、相談に乗っていただきたいのですが……」

「それは大変だ」

　さっきまでにこやかだったお兄ちゃんの表情は、一瞬にして深刻なものになり、考え込んでしまった。

「もちろん、できればでいいんです」

　さすがは千和さんだ。お兄ちゃんのことをよく熟知している。

　お兄ちゃんは社員のことを、何よりも大切にしている。だから、社員である千和さんに相談したいことがある、なんて言われたら、きっと……。

「灯里、悪い。デートはまた今度でもいいか？」

「えっ……あっ、うん！　もちろん！」

　断る理由を探していた手前、お兄ちゃんの申し入れに、つい声が弾んでしまう。

　するとお兄ちゃんは、疑うような目で私を見てきた。

「なんだよ、灯里。そんなに俺とデートしたくなかったのか？」

「そっ、そんなわけないじゃない！」

　必死に否定しようとして、不自然に声が大きくなってしまう。

　そんな私に、お兄ちゃんの訝いぶかしげな視線が突き刺さる。

「だっ、代表！　では早速お願いします！」

　ちょうど終業時刻を知らせるチャイムが鳴り、千和さんはお兄ちゃんに『早く行きましょう』と言わんばかりに、オフィスに向かって歩き始めた。

「あっ、あぁ、そうだな。……灯里！　今度の休みは絶対に俺とデートだからな！」

「わかったよ。ちゃんと予定を空あけておくね」

　お兄ちゃんは後ろ髪を引かれるように、何度も振り返りつつ、渋々オフィスへと戻っていった。

「焦あせったー」

　ふたりの姿が見えなくなると同時に、呟いてしまった言葉。

　千和さんのおかげで助かった。断る術すべなんてなかったもの。

「あのふたり……何か進展があるといいな」

　千和さんがお兄ちゃんを誘ったのは、きっと私のためだと思うけど、なんだか期待してしまう。

　ふたりが食事しているところを想像するだけで、口元が緩んでくる。

　おっと！　変な妄想をしている場合じゃなかった！　私も早く会社を出ないと。

　慌ててオフィスに戻って帰り支度をし、更衣室で着替えて、早々と会社をあとにした。




「まだ約束の二十分前か」

　会社の最寄り駅より、ひと駅先の駅前ロータリーに着いたのは、十八時十分過ぎ。

　佐々木さんには『会社まで迎えに行く』と言われたけど、お兄ちゃんや会社の人に見られちゃったら、いろいろと面倒だから、少し離れた駅前で待ち合わせすることにした。

　メールをチェックすると、【時間通りに到着する】と相変わらず素っ気ないメールが届いていた。

　しばらく時間があるので、近くにあったベンチに腰かけた。

　駅前は、会社帰りの人たちで混み合っている。

　周囲を見渡せば、私と同じように待ち合わせをしている人もたくさんいた。

「……ここに来るんだよ、ね」

　今から二十分後には会うのかと思うと、ドキドキしてしまう。

　メールは毎日のようにしているけれど、会うのは久しぶりだし、お見合いのときと違って今日は最初から最後まで、ふたりっきりだ。

　そう思えば思うほど、心拍数は上がっていく。

　どうしよう、半端なく緊張してきちゃった。

　次第に落ち着かなくなり、立ち上がって意味もなく周囲をウロウロしてしまう。

　会ってどんな顔をすればいい？　どんな話をすればいい？　そもそもこの格好、おかしくないかな……。

　いても立ってもいられなくなり、ショーウインドウに映る自分の姿を確認してしまう。淡いピンク色のフレアワンピースに、白のカーディガン。

　無難な服をチョイスしたつもりだけど、『気合い入れすぎ』って思われたりしないかな？

　そんなことを考えながら、自分の姿をまじまじと見ていると、背後に映し出された人物に、目を見開いてしまう。

「こら灯里、こんな所で何やってるんだよ」

　ショーウインドウ越しに目が合ったのは、久しぶりに会う佐々木さんだった。

　変なところを見られた気まずさと、久しぶりに会う恥ずかしさから、動きが鈍くなってしまう。

　ゆっくりと振り返り、彼と向かい合ったものの、「お久しぶりです」なんて言葉しか出てこない。

　しかも何？　自然に『灯里』とか呼んじゃってるし。照れるじゃない。

　メールより電話、電話より実際に会って言われたほうが、うんと意識してしまう。

「『お久しぶりです』……で、何？」

「え？」

　意味がわからず首を傾げれば、彼は何か企んでいるような悪い顔で私を見てくる。

「そのあとに続く言葉だよ。この前メールで送っただろ？　嫁になるための第三条は？」

　カッと顔が熱くなる。

「ほら早く」

　どうやら彼は、会うなり私に下の名前で呼ばせたいらしい。

　恥ずかしい。

　けれど、このまま言わずにいると、この間の私の質問に、きっと答えてくれないだろう。それじゃ、彼の思うツボだ。

　そう思うと変な対抗意識が芽生え、気づけば人前であることも忘れて、声を張りあげていた。

「お久しぶりです！　健太郎さん!!」

〝健太郎さん〟を特に強調して言うと、彼……健太郎さんは満足げに微笑んだ。

「上出来。それ、これからも続けること」

　褒めると同時に、まるで先生のように命令口調で言ってくる。

　それがまた悔しいけれど、言い返すうまい言葉が思い浮かばず、唇を噛みしめた。

「じゃあ早速始めようか。〝デート〟っていうやつを」

　そう言うと、健太郎さんはスッと手を差し出してきた。

「え？」

　意味がわからず、差し出された手と健太郎さんを交互に見つめていると、彼は我が慢まんできなくなったように噴き出した。

「それってわざととぼけてるわけ？　普通わかるだろ？　デートっていったら、手を繋ぐものだって」

　バカにした言い方に、せっかく落ち着いた顔の熱がまた上昇してくる。

「そっ、そんな定義なんてありません！」

　手を繋いで歩くとか無理！　会っただけで、彼の笑顔にこんなにドキドキさせられてるっていうのに……！

　必死に抵抗するも、「いいから黙って繋ぐ！」と押し切られ、無理やり手を取られると、しっかり握られてしまった。

　自分の手よりはるかに大きな手の温ぬくもりに、胸の鼓動が激しくなる。

「ったく。灯里は変なところで強情だよな」

「どこが強情なんですか！　むしろ健太郎さんが強引すぎるんです」

　呆れた物言いに反論するものの、健太郎さんはなぜか言い返すどころか顔をほころばせた。

「あー……ヤバい。やっぱ名前呼びっていいな。結婚してもそうやって怒ってよ。お見合いのときも言ったけど、灯里の怒った顔、結構グッとくるんだよね」

「なっ……！」

　殺し文句を通り越した、おかしな発言に言葉が出ない。

「近くのパーキングに車停めてあるんだ」

　そう言うと、健太郎さんは何事もなかったかのように、私の手を引いて歩きだした。

「時間もったいないし、さっさと行くぞ」

　彼の弾んだ声に、機嫌がいいことが窺える。

　それに比べて、私はさっきから繋がれた手が気になって仕方ない。だけどなかなか離すタイミングをつかめないし、なぜか嫌な気はしない。

　ここ最近、薄々感じていたけれど、彼のことがそこまで嫌いじゃなくなっているようだ。

　その証拠に、会ってドキドキさせられて、手を繋がれてさらに動揺している。

　じわじわ押し寄せてくる気持ちの変化に戸惑っているうちに、近くのコインパーキングに辿り着いた。

　立ち止まった先には、車に疎うとい私でも知っているような、海外メーカーの高級車があった。その立派さに、しばし見入っていると、健太郎さんはパーキングの支払いを済ませて、ロックを解除した。

「乗って」

　助手席のドアを開けてくれた一連の流れはスムーズで、その姿は誰が見ても紳士そのもの。

「あっ、ありがとうございます」

　男性にこんな扱いをされたことがなく、変に緊張しながら乗り込む。

　それを確認すると健太郎さんはドアを閉めてくれて、運転席に乗り込んだ。

「俺のオススメの所でいい？　……話はそこでゆっくりしよう」

　彼は私の返事を聞く前にエンジンをかけ、車を発進させた。

　気になっていた質問の答えを話してくれるのかと思うと、余計に緊張感が増す。

　どうして私と結婚したいのか、ずっと聞きたかったけど、聞いたら何か変わるのだろうか。

　期待と不安を抱く私を乗せて、車はゆっくりと目的地へと向かっていった。




「はい、どうぞ！」

　カウンター席に着いた私たちの前に、新鮮な寿す司しが並べられていく。

「灯里、寿司は好きだろ？」

「はい、好きですけど……でもどうして知ってるんですか？」

　今までそんなこと、ひと言も言っていないのに。

　すると健太郎さんはおしぼりで手を拭ふきながら、フッと表情を緩めた。

「嫁になる女の好きなものくらい、知っていて当然だろ？」

「……答えになっていません」

　頬を膨らませ、ジロリと睨むと、健太郎さんの唇が弧を描いた。

「可愛げねぇな。そこは普通、喜ぶところじゃねぇの？　実はお見合いの日、こっそり灯里のお父さんにリサーチしておいたんだ。喜んでもらいたい一心でな」

　得意げに話す健太郎さんに、視線が釘付けになる。

　びっくりした……わざわざお父さんに聞いていたなんて。

「この店の寿司は、俺が今までに食べた中で一番美味いんだ。だから灯里も気に入ると思う」

「それはっ……ありがとう、ございます」

　あまりにも健太郎さんが嬉しそうに笑うから意識してしまい、自然と声が小さくなる。イケメンの笑顔とか反則。彼の性格を知らなかったら、一発で心を持っていかれてしまいそうだ。

　動揺を隠すように、おしぼりでいつも以上に丁寧に手を拭いた。

「いただきます」

「いただきます」

　手を合わせると、健太郎さんも私の仕し草ぐさを真似するように手を合わせた。

　またバカにされている気がしたけれど、何も言わず握ってもらったばかりのマグロを食べる。

「っ、美味しい！」

　口に入れた瞬間、思わず出てしまった言葉に、ハッと我に返る。

　ヤバい。つい子供みたいに叫んでしまった。

　またからかわれるかも……警戒しながらチラッと横を見るも、健太郎さんは目を細めて笑っていた。

　お寿司が喉に詰まりそうになってしまい、慌ててごっくんと飲み込むと、健太郎さんはますます頬を緩める。

「慌てて食いすぎ。別に誰も灯里のぶんを取らないから」

「別に慌ててなんて……」

　動揺してしまい、箸を握る手の力が、自然と強まってしまう。

「俺も食べよ」

　そう言うと健太郎さんも美味しそうに、そしてどこか嬉しそうに食べだした。

　その姿を横目で見つつ、どんどん並べられていくお寿司を次々といただいた。

　昔からお寿司が大好きでよく食べているけれど、こんなに美味しいのは初めてかもしれない。健太郎さんの言う通り、お気に入りの店になっちゃったよ。

　客は私たちしかおらず、貸し切り状態。

　話し上手な大将との他た愛わいない会話も楽しむ中で、先ほどの健太郎さんの笑顔が頭から離れない私は、肝心なことをすっかり忘れてしまっていた。




「ごちそうさまでした。すごく美味しかったです」

「それはよかった」

　私が化粧室に行っている間に、健太郎さんはスマートにお会計を済ませてくれていた。

　値段が店内に表記されていなかったし、結構食べちゃったから、絶対恐ろしい金額になったはず。

　だから少しでも出すと言ったけれど、『灯里は俺に恥をかかせたいの？』と言われてしまい、素直にごちそうになることにした。

　パンパンに膨れたお腹を抱えて外に出ると、辺りはすっかり暗くなっている。腕時計で時間を確認すれば、二十一時を回ろうとしていた。

　やだ、そんなに長い時間あそこにいたんだ。

　絶品のお寿司に、気さくな大将も含めての会話。健太郎さんのことをちょっぴり気にしつつも、幸せな時間を過ごせた気がする。

　そんなことを考えながら、駐車場に向かって健太郎さんの少し後ろを歩いていると、急に彼が足を止めて振り返った。

「おい、なんで後ろを歩いているんだよ」

「なんでって……キャッ!?」

　次の瞬間、強引に腕を引かれ、そのまま健太郎さんの隣にピタリと寄り添わされてしまった。

　肩と肩が触れ合う距離に、ドキドキして顔を上げられない。

　これ無理！　近すぎる!!

　胸が苦しくなってしまい、すぐに離れようとしたとき。

「あっ、あの……！」

「一緒に歩くときは、隣を歩くこと」

　その言葉とともに、彼の手が私の肩に回される。

　ふと顔を上げれば、真剣な瞳に私が映し出されていて、思わず息を呑む。

「これからも、ずっとだからな」

　念を押すようにつけ足された言葉に、無意識に頷いてしまうと、健太郎さんの表情がみるみるうちに和らいでいく。

　健太郎さんはそれ以上何も言うことなく、私の肩から手を離すと、自分の手と私の手を絡ませた。

「それと、手も必ず繋ぐこと」

　少しだけ意地悪そうに微笑み、歩きだす。

　なんだろう、これ。胸の奥がキューッと締めつけられて苦しい。今日は私、健太郎さんにドキドキさせられてばかりだ。縁談話を断るつもりでいたのに。

　今の私に断れるの？　繋がれた手を振りほどくことさえできない私に。

　駐車場に着くと、先ほど同様、健太郎さんにドアを開けてもらって車に乗り込む。

「あっという間だったな」

　そう言いながら、健太郎さんは車を発進させた。

　帰り道、いろいろな話題を振ってくれるものの、曖昧な返事と愛あい想そ笑いを返すだけで精一杯だった。

　なんとも思っていなかった人なのに、会っただけで緊張しちゃったり、名前で呼ばれただけで照れたり。笑顔ひとつで胸をときめかされる。

　あまりに変化した自分の気持ちが、信じられない。

　ちゃんと会ったのは、今日で二回目なのに、な。

　健太郎さんは、私とほかの人の前では態度が変わっちゃう二重人格だし、強引だし、絶対モテているはず。こんな人と恋愛なんてできない、って思っていたのに。

　今はちょっと違う……。

　恋愛経験が浅くて、男の人と付き合ったこともない私でも、人を好きになる感情だけは知っている。

　運転する健太郎さんの横顔を、そっと盗み見る。

　少しだけ笑みを浮かべながらも、真剣な面持ちで運転する彼の姿に、また胸が締めつけられる。

　ダメだ、これ。本当にヤバい。

　慌てて視線を前に戻し、心臓を落ち着かせる。

「あのさ、そろそろ灯里の家に着いちゃうけど、俺は話さなくていいの？」

「え……話す？」

　何を言っているのかわからず、首を傾げてしまう。

　すると健太郎さんはハザードランプを点つけ、路肩に車を停車させた。

　気づけばそこは、家の近所だった。

「しつこいほど聞いてきたくせに、寿司食べたら忘れちゃったのか？　俺が灯里と結婚したい理由」

「あっ……！」

　そうだった。どうして忘れていたのだろう。今日一番の目的を。

「お望みなら、家に着く前に話すけど？」

　その声に隣を見れば、健太郎さんは余裕たっぷりに笑いながら、ハンドルに体重を預けて私に視線を向けてきた。

　その姿は様になっていて、まるで女性誌によく載っている、〝理想のドライブデート〟のワンシーンのようだ。

　私だけを見つめる瞳に胸が高鳴り、頬が熱くなっていく。

　いちいち反応してしまう自分を恨めしく思いながらも、必死に平静を装った。

「じゃあ、話してください」

　照れを隠すように冷めた口調で言うと、健太郎さんは楽しそうに笑った。

「何？　灯里は今、ツンデレがマイブームなの？」

「何言ってるんですか！　意味がわかりません！」

「そのままの意味だよ。素直に『聞きたい』って言えばいいのに」

　健太郎さんは意地悪だ。

「健太郎さんこそ、普通に話してくれればいいじゃないですか！　……意地悪な人ですね」

「それは最高の褒め言葉だね」

　悔しくて嫌味たっぷりに言ったというのに、彼はなぜか嬉しそうに笑っている。

「じゃあ普通に話してあげる。理由は単純だよ。俺は灯里に惹ひかれている。初めて会った日からずっと。だから結婚したいんだ」

　次の瞬間、力強くつかまれた手。

「健太郎さ――」

　咄嗟に振りほどこうとしたけれど、さらに強い力で腕をつかまれてしまった。

「灯里は？」

「え？」

　シートベルトを外し、健太郎さんはゆっくりと近づいてくる。

　距離が縮まるのと比例するように、緊張も加速していく。

　ドキドキしているのがバレちゃいそうだから、近づかないでほしいのに、何も言えない。鼓動が激しすぎて、呼吸もままならない。

　距離が縮まっていくたびに、胸が苦しくなっていく。

　健太郎さんの顔がだいぶ近づいてきたところで、ようやく止まった。

　彼の瞳は、私の目を捕らえて離さない。まるで私の真意を探るかのように、真剣な面持ちで見つめてくる。

「灯里は、俺と結婚したいって思ってくれている……？」

「結婚……ですか？」

「そう」

　結婚……私と健太郎さんが？　でも、結婚って好きな人同士がするものでしょ？

　健太郎さんは『惹かれている』って言ってくれたけど、それは本当？　一体、私のどこに惹かれたの？

「灯里……？」

　掠れた声で囁かれた。

　その声色が妙に色っぽくて、また心臓が跳ねる。恥ずかしくて、うつむいてしまう。何か言わなくちゃってわかっているのに、言葉が思い浮かばない。

　健太郎さんのこと、嫌いじゃないと思う。一緒にいるだけでドキドキしちゃうし。

　複雑な思いを頭の中で巡らせていると、「じゃあ……」と聞こえてきた声。

　視線を上げれば健太郎さんの顔が、さらに迫ってきていて固まってしまう。

「嫌だったら拒否して」

　ちょっと待って。これって……！

　整った顔がゆっくりと近づいてくる。

　急な展開に頭がついていけない。瞬きすることもできず、近づいてくる健太郎さんの顔を凝視するばかり。

　どうしたらいいの？　私……このままじゃ、健太郎さんとキスしちゃう。

『嫌だったら拒否して』

　テンパる状況の中、健太郎さんの色っぽい声が、頭の中でこだまする。

　拒めばいいだけだ。そうわかっているのに、どうして〝嫌です〟って言えないの？顔を背けることができないの？

　その間にも近づいてくる健太郎さんの唇。

　私、嫌じゃないんだ……健太郎さんにキスされるの。嫌だって思えない――。

　あと少しで唇が触れてしまいそうなところで、思わずギュッと目をつぶった。

　まさかこんなシチュエーションで、ファーストキスを経験するなんて夢にも思わなかったけれど、相手が健太郎さんならいいのかもしれない。私、きっと彼に惹かれているから。曖昧だった気持ちが、こんな状況に陥って初めて、確信へと変わるなんて。

　覚悟を決めて、瞼まぶたを閉じたままジッと待つものの、その瞬間は一向に訪れない。

　あっ、あれ……？

　不思議に思い、瞼を開けようとしたそのとき――。

　額に大きな手が触れて、前髪を上げられた瞬間、柔らかくて温かな感触がして……すぐに離れていった。

　目を開ければ、微笑んでいる健太郎さんと目が合う。

「今日はこれで許す。どうやら灯里も、俺と結婚してもいいと思ってくれているようだしな」

「なっ……！」

　満足げに笑うと、健太郎さんは運転席に戻っていく。

「だから、今日はデコチューで勘弁してやるよ」

　再び伸びてきた大きな手が、私の髪を乱暴に乱した。

「何するんですか！」

「何って、愛情表現だけど？」

「愛情表現って……！」

　慌てて髪の乱れを直す。

「これからいくらでも時間はあるしな。ゆっくりでいいから、俺のことを好きになってよ。俺も愛情たっぷり注いでやるから」

　ダメだ、もう。完全に健太郎さんのペースだ。〝ゆっくり〟じゃなさそう。

「まずは本気の笑顔を見せてもらわないとな」

「本気の笑顔？」

「あぁ。だって灯里、まだ一度も俺の前で笑ってくれたことないだろ？　嫁の笑顔を見ないことには何もできねぇよ」

　そんなこと言われたら、さっきの言葉を本気にしてしまいそう。健太郎さんは、本当に私に惹かれてくれているんだって。

　トクントクンと胸が高鳴りだす。

「健太郎さんは、本当に私と結婚したいと思ってくれているんですか？」

　もう一度、彼の口からちゃんと聞きたかった。

　すると彼は一瞬驚いた表情を見せたものの、すぐにとびっきり甘い顔で囁いた。

「あぁ、俺は灯里と結婚したい」って――。

　ドキドキしすぎて何も言えなくなってしまった私を、健太郎さんは自宅まで送り届けてくれた。

　さっきのように、極上の笑顔で「おやすみ」とひと言残して。




　いまだに悲鳴をあげている胸を押さえながら部屋に上がると、スマホに届いた一通のメール。

　案の定、差出人は健太郎さんだった。

　件名に書かれていたのは、【嫁になるための十ヶ条】。

【第四条　常に俺の隣を歩くこと】

「これって……」

　思い出されるのは、お寿司屋さんから駐車場に向かうときに言われた言葉。

　私はスマホを手にしたまま、着替えることなくそのままベッドに仰向けになった。そして、スマホの画面をジッと見つめてしまう。

「〝常に〟ってことは、この先もずっと……ってことですか？」

　スマホ越しにいる彼に、問いかけずにはいられなかった。

　私、どうかしちゃっている。

　大きなため息をつき、スマホを胸に当てて両手でギュッと握りしめた。

　最初は絶対好きにならないって思っていた。なのに気持ちを大きく揺さぶられてしまった。

　きっかけは、あの言葉――。

『俺、〝なんか〟っていうヤツ、一番嫌いなんだけど』

『自分で自分の価値を下げるようなことをしたらダメだ』

　ただこのセリフが、胸の奥深くに突き刺さった。

　この人は、本当に私に必要な言葉を与えてくれる。大事なことに、気づかせてくれる。単純だけど、きっとあのとき、健太郎さんを見る目が変わったんだ。

　今日のデートだって、普通に過ごしているだけなのに、ずっと彼のことが気になって仕方なかった。それに私の好きな食べ物をリサーチしてくれていたり、食事中、常に私のことを気にかけてくれていた。

　何より、彼の前で笑っていない……ただそれだけのことにも気づいてくれていたなんて。

　一度意識してしまうと、惹かれていくのはあっという間だ。

　健太郎さんと別れて、しばらく経った今でも、胸の高鳴りがやまないなんて。

　健太郎さんの気持ちは本当のところ、どうなのかな？　こんな平凡な私に、健太郎さんに好きになってもらえるような魅力なんてある？

　そう不安にさせられるほど、私は健太郎さんに惹かれている。

「もう私から断るなんて、無理」

　芽生えてしまったこの気持ちは、そう簡単に消えてくれないだろう。

　目をつぶると一気に睡魔に襲われる。

　私はスマホを握ったまま、健太郎さんのことを想いながら眠りについた。










第五条　浮気は絶対にしないこと




「……普通だ」

　翌朝。

　昨夜、あのまま寝てしまったことを激しく後悔し、慌ててシャワーを浴びて、支度していると、届いた一通のメール。

　そこにはたった四文字【おはよう】と書かれていた。

　昨日のことがまるで幻だったかのように、いつも通りの内容でガッカリしてしまう。私ひとりだけ意識しているみたい。

　シャワーを浴びているときから、健太郎さんからいつメールが届くんだろう、ってソワソワしちゃって、朝からどっと疲れてしまった。

　大きく息を吐き、メイクを済ませてバッグを手に部屋を出ると、一階からコーヒーの芳こうばしい香りが漂ってくる。

　その香りに誘われるようにダイニングキッチンへ向かうと、朝食の準備を進めるお母さんと、優雅に新聞を読みながら、コーヒーを飲むお兄ちゃんの姿があった。

「おはよう」

　挨拶をすると、お母さんも「おはよう」と返してくれる。けれど……。

「灯里ー！　昨日はごめんな！」

「おっ、お兄ちゃん……」

　彼だけは違う。私の姿を見るなり、すぐさまコーヒーを置き、新聞も投げ捨てて、いきなり抱きついてきたのだから。

「もー和臣ったら、朝から何やっているの？」

「いいだろ？　可愛い妹とのスキンシップなんだから」

「はいはい、わかったから早く食べなさい。迎えが来ちゃうわよ」

　お馴染みの光景に、お母さんは動じることなく呆れ返っている。

「灯里、今日は一緒に出勤しよう」

「え……いや、いいよ！　いつも通り電車で行くから」

　お兄ちゃんは毎日、秘書の田中さんに、自宅まで迎えに来てもらっている。

　やっと身体を解放されたと思ったら、急にそんなことを言いだしたものだから、慌てて首を振って断った。

　これまでにも何度か誘われたことはあるけど、妹だからって優遇されるわけにはいかないから、毎回拒んでいた。

「ダメだ！　昨日灯里と過ごせなかった時間を少しでもとり戻したいし。灯里不足で仕事に集中できなくなる」

　きっぱり言い切ったお兄ちゃんに、呆れ返ってしまう。

　恋人じゃあるまいし……もはや兄が妹に言うようなセリフじゃない。

「頭が痛いわ……」

　お母さんも同じことを思ったのか、頭を抱えてしまった。

「なんだ母さん、大丈夫か？　横になるといい。灯里！　さっさと食べていくぞ！」

「うっ、うん……」

　お母さんの頭痛の原因は、明らかにお兄ちゃんなんだけど……そんなことは言えない。この雰囲気、どうやら一緒に行くしかなさそうだ。それに、断ることでお兄ちゃんが不機嫌になって、会社の人に火の粉が飛んだら申し訳ないし。

　そして何よりも、お兄ちゃんに聞きたいことがある。だから今日だけは一緒に通勤しよう。

「いただきます」

　そう決め、お母さんがソファで休んでいる中、お兄ちゃんとともに朝食を食べた。

「ご機嫌ですね、代表」

「当たり前だろ？　灯里が隣にいるんだから」

　時間通りに、黒のセダンで迎えに来てくれた秘書の田中さん。お兄ちゃんとは大学時代からの付き合いで、年齢はお兄ちゃんよりひとつ下の三十三歳。

　身長百七十センチで、細身のスタイル。うらやましくなるくらいサラサラでツヤのある黒髪は、いつも耳の上辺りでキレイに切り揃えられている。

　黒く細いフレームの眼鏡の奥には切れ長の瞳があり、そのクールな眼まな差ざしを向けられると、少し怖じ気づいてしまう。

　そして彼は、社内の誰よりも仕事がデキる。

「すみません、私まで……」

　ミラー越しに田中さんと目が合い、怯みそうになる。

　するとすぐに「気になさらないでください」と言われ、身体が強張ってしまう。

「そうだぞ、灯里！　遠慮しなくていいからな！」

　お兄ちゃんはそう言うけれど……素直に頷くことができない。

　人見知りの私は、家族以外の人には気を遣ってしまって、うまく話せない。田中さんは私が高校生の頃から、お兄ちゃんを迎えに毎日うちに来ていたから面識はあるのに、いまだに緊張する。

　昔から、家族以外の男の人とは、ほとんど関わってこなかったから。特に、田中さんは無口であまり表情を見せないし、男の人だから、なおさら苦手に感じるのかもしれない。

　多分……自然に話せる男性なんて、健太郎さんだけだ。

　そんなことを考えながら、ふと隣に座るお兄ちゃんを見れば、田中さんの言う通り、意気揚々と書類に目を通している。

　そういえば肝心なことを忘れていた。いつもは乗らないはずの車に乗ってまで、お兄ちゃんに聞きたいことがあったんだ。

「あのさ、お兄ちゃん」

「んー？　なんだ」

　書類の文字を目で追うお兄ちゃんに、思い切って聞いてみた。

「昨日はだいぶ遅かったけど、その……千和さんとはどうだったの？」

　私が家に帰ったとき、お兄ちゃんはまだ家にいなかった。

　ってことは、そんなに遅い時間まで、千和さんと一緒だったってことでしょ？

　となると、やっぱり気になってしまう。ふたりに何か、大きな進展があったんじゃないかって。

　期待で胸が膨らみ、妙にソワソワしてしまう。

　するとお兄ちゃんは書類を持つ手を休め、目を白黒させた。

「灯里、お前……もしかしてヤキモチ焼いてるのか？」

「……は？」

　予想外な言葉に、目が点になる。

「なんだよ、この！　可愛いヤツめ！」

「ちょっ、ちょっと、お兄ちゃん!?」

　お兄ちゃんは、私が妬やいていると勝手に勘違いして、抱きついてきた。

「悪かったな、灯里より大川さんを優先して」

　ギュッギュッと、苦しいくらいに抱きしめられて声が出せない。

　これじゃあ〝違う〟とは言えないし、これ以上、千和さんとのことを聞くのは無理そうだ。

「今度、絶対埋うめ合わせするからな！」

「うっ、うん……」

　結局会社に着くまでの約十五分間、嬉しさを噛みしめるお兄ちゃんに、抱きしめられ続けていた。




「どうぞ」

　田中さんにドアを開けてもらい、お兄ちゃんに続いて車から降りる。

「悪い、灯里。急いでいるから、また。田中、車頼むな」

　車の中で充分スキンシップをしたからか、お兄ちゃんは上機嫌で足早にオフィスへと向かっていく。

「ありがとうございました」

　お兄ちゃんの背中を見ながら、田中さんにお礼を言い、オフィスへと向かおうとしたとき。

「灯里さん、ちょっとよろしいでしょうか？」

「え？」

　振り返ると、彼は真顔で私を見つめていた。

　眼鏡をかけているから、余計に何を考えているのかわからなくて、変に緊張してしまう。

　田中さんはジッと私の目を見たまま、業務報告をするようにスラスラと話しだした。

「先ほどのお話ですが、残念ながら昨夜は、灯里さんが期待していた展開には至らなかったと思われます」

「えっ……えっ!?」

　ちょっと待って。どうして田中さんは私が聞きたかったことを知っているの？

　混乱する私をよそに、田中さんは淡々と述べていく。

「お話はだいぶ弾んでいるようでしたが、大川さんと代表の関係は何も変わっていないでしょう」

「そっ、そうでしたか……」

　生ツバを飲み込み、なんとか言葉を返す。

「それと、ご存知のように代表にとって灯里さんは、可愛くて仕方のない存在です。なので、はっきりしたことが決まるまでは、お見合いのことは代表の耳に入らないよう、細心の注意をお願いします」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす私を気にとめることなく、「失礼します」とキレイに一礼して颯さっ爽そうと車に乗り込む田中さん。

　ほぼ毎日、お兄ちゃんの送迎で家に来ている彼は、ある程度我が家の家庭事情を知っているし、優秀な人だとは重々承知していたけれど……観察力といい、情報収集能力といい、本当に申し分ない。田中さんにだけはどんな嘘も通用しない気がする。

　しばし立ち尽くしてしまうも、ハッと我に返り、慌ててオフィスへと向かった。




　その日の昼休み。

　いつもはビル一階のレストランで食事することが多いけれど、今日は千和さんの提案で外に出ることにした。というのも、互いに昨日の報告をするためだ。

　やってきたのは徒歩十分ほどの距離にある、千和さんオススメの和食バイキングの店。

　たっぷり取ってきた料理を口に運び、空腹を満たしていく。

「で？　本題に入るけど、例の彼と何があったの？」

「あったというかなんというか……」

　千和さんは私にとって頼りになるお姉さん的存在。包み隠さず自分の気持ちも含めてすべて話した。

「きゃー、やったじゃない！　ついに灯里ちゃんにも恋の季節が来たわけね！」

「いや、まぁ……はい。そう、なのかもしれません」

　素直に認めると、千和さんは目を輝かせて喜びを噛みしめている。

「そうよ、灯里ちゃんは今が恋愛適齢期なんだから、どんどん恋しなくちゃダメよ！恋愛経験を積むってすごく大切なことなんだから」

　経験……か。

「そうですよね。私の年齢だったら、それなりの恋愛経験を積んでいて当たり前ですよね」

　ぽろりとグチッてしまい、箸はしを持つ手を休めた。

「あー……なるほど。灯里ちゃんはあれか。代表が昔からあんなだったから、まともな恋愛ができなかったってわけね」

「さすが千和さん。まったくその通りです」

「……見ていなくても、その光景が目に浮かぶわよ」

　千和さんは苦笑いした。

「それにしても、どうしてもわからないんです。……彼は初めて会ったときから私に惹かれているって言ってくれたけど、どこがよかったのか不思議で……」

　気に入っているところをはっきり言ってくれなかったのは、どうしてなんだろう。詳しく言おうとしないのは、それが嘘だから？

　やっぱり不安になってしまう。

　悩みを打ち明けたというのに、千和さんは頬を緩ませた。

「もー、すっかり恋しちゃっているじゃない」

「そう、なのでしょうか……」

　ごにょごにょと言葉を濁にごしてしまう。それはまだ〝健太郎さんに恋している〟という実感が薄いからかもしれない。

　すると千和さんは言葉を選ぶように、ゆっくりと話してくれた。

「わからなくて当たり前だと思うよ。灯里ちゃんと彼はまだ出会ったばかりの他人なんだから。……これから知っていって、相手にも自分のことを知ってもらうのが、恋愛なんじゃないかな？」

　優しい口調に何も答えられず、瞬きするのも忘れてしまう。

「だから、とことん悩んで不安になりなさい。そして彼に気持ちをちゃんと打ち明けないと。でないと何も始まらないわよ」

　千和さんの言葉が胸に響く。

　そうだよね、恋愛に悩みはつきものだし、それをきちんと相手にぶつけないと。言わないことには健太郎さんに、何も伝わらないよね。

「ありがとうございます」

　笑顔でお礼を言えば、千和さんは白い歯を見せた。

「大切にしないとね、灯里ちゃんの気持ち。そのためにも代表にはバレないようにね」

「はい、それはもう絶対ですね」

　私の話がひと段落したら、今度は千和さんの番だ。

「あっあの、千和さん！　それでその、千和さんこそ、昨日どうだったんですか!?」

　お兄ちゃんに聞いても何もわからなかったし、田中さんも進展はなかったって言っていたけれど、本当なのかな？

　気になって、逸はやる気持ちを抑えながら問いかけると、千和さんは少しだけ困ったように笑った。

「残念なことに、灯里ちゃんみたいな報告はできないかな？　……代表ってば仕事をするうえでの些細な不安に対しても、真剣に話を聞いてくれてさ。期待するような甘い雰囲気になんて全然ならなかった」

「そう、だったんですか」

　社員を大切に思うお兄ちゃんらしいって言えば、それまでだけど……。

　わかっていても、ちょっぴり期待していたぶん、少し残念だ。

「でもね、私はそんな代表が好きだなって、改めて思い知らされちゃったの。だから悪いけど、そう簡単に諦めないから！　応援よろしくね」

「それはもちろんです」

　咄嗟に拳を握りしめると、千和さんはふわりと笑い「ありがとう」と囁いた。

　千和さんが義理のお姉さんになってくれたら、どんなに嬉しいことか。今だって本当のお姉さんみたいな存在だし。……いつか千和さんの気持ちがお兄ちゃんに届いてくれるといいな。




　それから私と健太郎さんは相変わらずメールで連絡をとり合いつつ、互いに仕事に精を出していた。

　健太郎さんは仕事が忙しいらしく、メールの回数もまちまちだ。

　せっかく時間がとれても、そのときは私が仕事だったりで、会えない状態が続いていた。

　そして、二週間が過ぎる頃には、季節はすっかり夏の陽気となる七月を迎えていた。




「暑い……」

　休日の土曜日。

　一週間の疲れをとるべく、今日はゆっくり起きようと決めていたけど、朝から気温がぐんぐん上がり、室内はムワッとした空気に包まれていた。

　寝ていたくても暑くて眠れず、時間を確認すると、まだ朝の七時過ぎだった。

　今日は特に予定もないし、早く起きる必要なんてなかったんだけどな。

　それでも一度目が覚めてしまうと、なかなか寝つけない性分で、ベッドから渋々起き上がる。

　カーテンを開けると、眩まぶしい朝日に一瞬目をつぶってしまった。

「いい天気」

　気持ちのいい一日となりそうだ。こんな日はどこかへ出かけたくなる。

「……といっても友達、少ないしな」

　朝からネガティブになる。

　お兄ちゃんのことは好きだ。だけど、モテモテのお兄ちゃんが昔から私にべったりだったおかげで、女子の多くから反感を買ってしまったのだ。

　もちろん私自身にも問題があった。自分から進んで人に声をかけることができないし、皆の輪の中に入る勇気もなかった。おかげで当たり障りのない話をする程度の友達しかおらず、親友と呼べる人はいない。

　今一番心を許せる存在といったら、千和さんだけだし。

　せっかくの休日の朝なのに、気持ちが沈んでいく中、ドアをノックする音が響く。

　そしてドア越しに聞こえてきたのは、お兄ちゃんの声。

「灯里ー！　起きてるか？」

「お兄ちゃん？　……うん！　起きてるよ」

　朝から部屋に来るなんて珍しい。それに、お兄ちゃんは今日から明日まで、出張だった気がするんだけど。

　そんなことを考えながらドアを開けると、そこには私服姿でニコニコしているお兄ちゃんの姿があった。

「おはよう、灯里！」

「おっ、おはよう」

　とびきり笑顔のお兄ちゃんに戸惑いながらも、挨拶を返す。

　すると、お兄ちゃんは声高に話しだした。

「見たか!?　今日は朝から絶好のレジャー日び和よりだ！　だから、デートしよう！」

「えっ！　でっ、でもお兄ちゃん、今日から出張じゃなかった？」

「それが先方の都合でキャンセルになったんだ。だから明日まで久々のオフだ」

　無邪気に目を輝かせるその姿は、申し訳ないけれど、とても一企業のトップの顔には見えない。

「灯里も早く準備して」

「えっ？」

　よほど嬉しいのか、お兄ちゃんはさっさとドアを閉めてしまった。

　ちょっと待って！　私、まだひと言も一緒に出かけるなんて言ってないのに……！

　階段を下りる足音とともに、お兄ちゃんの声が聞こえてくる。

「下で待ってるから、思いっ切りオシャレしてこいよ」

　ダメだ。たとえ私に予定が入っていたとしても、私と一緒に過ごすことは、すでに決定事項らしい。

　一度言いだしたら聞かないし、どの道私には誰かと遊ぶ予定もない。それにお兄ちゃんと一緒に出かけるのは、本当に久しぶりだ。

　そう思うと、急に今日一日が楽しみになってくるから、私って単純だと思う。




　こうして始まった、お兄ちゃん曰いわく〝デート〟。

　子供の頃によく連れていってもらった水族館に行き、お兄ちゃんオススメのカフェでランチを済ませ、ショッピングモールで買い物中なんだけど……。

「お兄ちゃん、もう充分だよ」

　買い物を始めて二時間近く経つけれど、着回しパターンが何十種類もできるほどたくさんの夏物の洋服やバッグ、サンダルなどを買ってもらった。

　それなのにまだ買い足りないと言うお兄ちゃんを、必死に止めに入っていると、お兄ちゃんのスマホが鳴りだした。

「ちっ、誰だ？　こんなときに」

　舌打ちをし、不機嫌そうに相手を確認するお兄ちゃん。

　どうやら相手は田中さんだったようで、「悪い」とひと言残し、電話に出るため人が少ない場所へと行ってしまった。

「大変だな、いつも」

　人混みに消えていくお兄ちゃんの姿をぼーっと見送る。

　休日とか関係なく仕事の電話が入ったりするもの。一日しっかり休める日は限りなく少ないし。

　このままここで立ち尽くしていても仕方ないと思い、近くの休憩用に設けられたソファに腰かけた。

　休日ということもあって、ショッピングモール内は賑やかだ。

　騒がしい場所にひとりでいると空しくなる。寂しさを紛らわすようにスマホを見ると、【新着メールあり】の文字が映し出されていた。

「もしかして……」

　少しだけ緊張しながら確認すると、予想した通り、差出人は健太郎さんだった。

　本文を開くと【こんにちは】から始まり、【今日は接待ゴルフと食事】と書かれていた。

「お医者さんにも接待ゴルフとかあるんだ」

　偉い先生と一緒に行くってことなのかな？　健太郎さんもお兄ちゃんと同じくらい忙しそう。休日でも急患があれば、病院に行くって言ってたし。

【お疲れ様です。頑張ってきてください】と無難な内容を送ると、すぐに返事が来た。

【灯里の今日の予定は？】

「家族と買い物です」

　口に出した言葉をそのまま送信すると、【わかった】とお決まりの素っ気ないひと言が返ってきた。

　それでも、この何げないやり取りを、最近では心地よく感じてしまうから不思議だ。

　余よ韻いんに浸るように少しだけスマホを握りしめ、お兄ちゃんが戻ってくるのを待った。




　買い物のあと、夕食にとやってきたのは、和食が美味しい老し舗にせ料理店。

　完全個室で他人の目を気にすることなく、お兄ちゃんと美味しい料理を堪能することができた。

「今日はごめんね。たくさんお金使わせちゃったよね」

　一日中、お兄ちゃんのお金で過ごしてしまった。

「何言ってるんだ。俺は灯里の兄なんだから、そんなこと気にするな。それより、お腹が膨れたし、少しだけ散歩しよう」

　お兄ちゃんの提案で、料理店の敷地内にある庭園を散策することにした。

　職人によって作り出された見事な日本庭園は、ライトアップされており、その幻想的な光景をお兄ちゃんとふたり、しばし足を止めて眺める。

　夜風に乗って、料理店の個室からそれぞれ賑やかな声が流れてくる。

「ちょっと肌寒いね」

　日中は暑かったのに、夜になると半袖では肌寒くて腕をさすってしまう。

「ほら」

　お兄ちゃんは、自分が着ていたシャツをそっと私の肩にかけてくれた。

「え……でもお兄ちゃんも寒いでしょ？」

「俺はいいから。灯里に風邪ひかれたら困るし」

　目を細めて微笑む顔が眩しい。

　お兄ちゃんの優しさは素直に嬉しいけど、私のせいで風邪ひいちゃったら困る。

　肩にかけてもらったシャツを取り、お兄ちゃんに差し出した。

「私だってお兄ちゃんに風邪をひかれちゃったら嫌だよ。寒くなってきたし、そろそろ帰ろう。せっかくの休日だったのに、付き合ってくれて本当にありがとう。すごく楽しかった」

「灯里……」

　笑顔で感謝の気持ちを伝えたけれど、お兄ちゃんはシャツを受け取ろうとはせず、私を凝視したまま固まっている。

「……お兄ちゃん？」

　どうしたのかな？と思って声をかけた瞬間、大きく両手を広げたお兄ちゃんの腕の中に収まってしまった。

「あーもう!!　どうしてこんなに可愛いんだ！」

　苦しいくらい抱きしめてくるものだから、声を出すこともままならない。

「また今度デートしような！　灯里の行きたい所なら、世界中どこへだって連れていってやるから」

　こうなったら、どうしようもない。お兄ちゃんが落ち着くまで待とう。

　長年の経験上そう判断し、お兄ちゃんに抱きしめられること数十秒――。

「灯里？」

　背後から聞こえてきた異様に怒りのこもった声に、身体がビクッと反応してしまった。聞き覚えのある声に、急激に胸が高鳴りだす。

「誰だ、お前は」

　そして頭上から聞こえてきたのは、威圧感のあるお兄ちゃんの声。

　警戒するように私を抱きしめたまま、相手から隠そうとする。

「『誰』って、それはこっちが聞きたいんだけど」

　依然として怒気をはらんだ声に、ピリリとした緊張感に襲われる。

　相手の顔は見えないからわからないけれど、声だけで誰なのかは明白だ。

「『可愛い』とか『デート』とか聞こえてきたけど、そういう関係なのか？」

「そうだが、他人のあんたには関係ないだろ？」

　おっ、お兄ちゃんってば、何言っているのよ！　それよりもどうしよう……絶対に会わせたくなかったのに！

　あれほど肌寒かったというのに、今は緊張と恐怖から汗が噴き出しそうだ。

　健太郎さんが勘違いしていることは、彼の声色からわかる。まずはその誤解を解かなければと思い、慌てて声をあげた。

「健太郎さん、違うんです！」

「健太郎さん？」

「灯里？」

　ふたりの声がハモる。

　お兄ちゃんの腕の力が弱まった隙に、素早く離れ、声の主を確認すると――。

　案の定、正面に立っていたのは、目を丸くさせている健太郎さんだった。

「メールで言ったじゃないですか！　今日は家族と出かけてるって」

　誤解を解かなくては、という思いから、早口でまくし立ててしまう。

「家族って……は？　こいつが？」

　健太郎さんは、眉をひそめてお兄ちゃんを〝こいつ〟呼ばわりし、指差した。

　それがお兄ちゃんの逆げき鱗りんに触れてしまったようで、お兄ちゃんは片眉を上げ、表情を歪ませた。

「おい、誰が〝こいつ〟だ。初対面の人間に向かって失礼なヤツだな」

「おっ、お兄ちゃん、落ち着いて」

　健太郎さんに今にも殴りかかりそうな勢いのお兄ちゃんを慌てて宥なだめると、健太郎さんは瞬きを繰り返した。

「お兄ちゃん!?　こいつ……いや、この人が灯里の？」

　健太郎さんは信じられないようで、何度も私とお兄ちゃんを交互に見てくる。

　健太郎さんが先ほどの一部始終を見ていたのなら、その理由も頷けるけど……。あんなの普通、兄妹でするような言動じゃないよね。

「〝灯里〟だと？　何様だ、お前は！　なぜ呼び捨てで呼んでいる！」

　怒りを爆発させるお兄ちゃんとは対照的に、健太郎さんは落ち着いた様子で淡々と、とんでもないことを言いだした。

「なんでって……灯里は俺の嫁ですから」

「嫁ぇ!?」

「まだ、なっていませんから！」

　ギョッとし、咄嗟に叫んでしまった。

「おい、灯里！　〝嫁〟ってなんだ!?　〝まだ〟ってどういう意味だ!!」

　矛先が私に向いてしまい、興奮したお兄ちゃんに激しく肩を揺さぶられる。

「おっ、お兄ちゃん……落ち着いて……」

「落ち着いていられるかー!!」

　日本庭園にはお兄ちゃんの絶叫が響き渡った。




「……で？　こいつが俺に内緒で見合いをした相手の、佐々木健太郎か？」

「……はい」

　あれから料亭の女将おかみさんが、お兄ちゃんの叫び声を聞きつけてやってきた。彼女の計らいで、空いていた個室を借りて事の経緯を説明し、健太郎さんを紹介したものの。

　お兄ちゃんの機嫌は非常に悪い。その証拠に額には青筋がくっきりと浮かんでいる。

　お兄ちゃんの隣には私。机を挟んで目の前には健太郎さんが正座している状態だ。

　健太郎さんはここでの会食を最後に接待を終えていたそうで、帰りがけに庭園内を散歩していたらしい。お兄ちゃんを前に、健太郎さんは困ったように、目を泳がせるばかり。

　私も気まずいし、どうしたらいいのか見当もつかない。

　お兄ちゃんに知られたらこうなることは目に見えていたけれど……夢にも思わないじゃない？　偶然にもこんな所で、しかもお兄ちゃんと一緒にいるときに鉢合わせるなんて。

　健太郎さんも私に兄がいることは知っていたけど、想像もしていなかっただろうな。こんなお兄ちゃんだなんて。

「ご挨拶が遅れてしまい、申し訳ありません。初めまして、佐々木健太郎と申します」

　笑顔をとりつくろって自己紹介するものの、お兄ちゃんの額の青筋はピクピク痙けい攣れんしている。

　健太郎さんが抱えていた誤解は無事に解けたけど、問題はお兄ちゃんだ。

　お見合いしたことも知らせていなかったのに、いきなりその相手が現れてしまったんだもの。本当にこれ、どうしたらいいの？

　お兄ちゃんの隣で途方に暮れるも、このままでは埒らちが明かない。今の状態を打破できるのは、私しかいないよね。

　自分を奮い立たせ、お兄ちゃんのほうへゆっくりと顔を向けた。

　お兄ちゃんの身体中から、怒りがヒシヒシと伝わってくるけれど、ここで怯むわけにはいかない。

「あの……お兄ちゃん、黙っていてごめんなさい。でも悪気があったわけじゃ――」

「そんなの知ってるに決まっているだろ!?　灯里のことは誰よりもわかっている。こいつよりもな」

　さっきの仕返しとばかりに、健太郎さんに睨みを利かせる。

「おい、お前！」

「あっ、はい！」

　さすがの健太郎さんも、お兄ちゃんには見合いの席のときのような、爽やかキャラで接している。いや、むしろ緊張している？

　その姿に新鮮さを感じながらも、お兄ちゃんが健太郎さんに何を言うつもりなのか気になって仕方ない。うまく仲裁に入れる自信がなくて、ハラハラしながらふたりのやり取りを見守った。

「灯里の相手は俺が認めた男って決めているんだ。だから今後、みっちりと見極めさせてもらう。お前と一緒になって、灯里が幸せになれるかどうか」

　お兄ちゃん、それってもしかして……？

「灯里、帰るぞ！」

「え？　わっ!?」

　咄嗟にお兄ちゃんに腕を引かれ、無理やり立たされてしまった。

　健太郎さんは、その様子をポカンとしたまま見上げている。

「それと、もうひとつ。今後、灯里と会うときは、その前に必ず俺に報告するように。結婚前に灯里がキズモノになったら大変だからな」

「ちょっ、ちょっと、お兄ちゃんっ！」

　健太郎さんの前でなんてことをっ……！

「わかりました。お兄さんに認めてもらえるよう、全力を尽くします。そのためにもお約束は必ず守らせていただきます」

　いつの間にか健太郎さんも立ち上がっていて、宣戦布告を受けるように力強い眼差しをお兄ちゃんに送っていた。

　その表情が気に食わないのか、お兄ちゃんは顔を強張らせた。

「じゃあ、お手並み拝見といこうじゃないか。……まぁ、俺以上に灯里を愛している男なんて、この世にいないと思うけどな」

　バカにするように発せられた言葉に、健太郎さんの表情が一瞬歪むものの、両親の前で見せるような眩しい笑顔をお兄ちゃんに向けた。

「自分も思います。僕以上に灯里のことを想っている男は、この世にいないと」

　心臓がドキッと跳ねる。

　ヤバい、何それ。そんなこと言われて、ときめかないはずがないじゃない。

　熱くなる顔を見られないよう必死にうつむきながら、チラッと隣を見れば、さすがのお兄ちゃんも口をあんぐりさせている。

「どうぞお気をつけてお帰りください」

　そんな私たちふたりに、勝ち誇ったように丁寧に頭を下げる健太郎さん。

　お兄ちゃんは悔しそうに唇を噛みしめながら、「帰るぞ」と呟くと、強引に私の腕を引っ張っていく。

　部屋を出る前に振り返ると、健太郎さんとバッチリ目が合った。

　彼は『またな』と言うように、にこやかに手を振っていた。

　もし、お兄ちゃんがこの場にいなかったら、間違いなく彼に聞いていた。

『僕以上に灯里のことを想っている男は、この世にいない』

　この言葉は本当ですか？　本音ですか？って――。

　帰りの車内で、お兄ちゃんは健太郎さんに対する文句を言い続けていた。

　だけどお兄ちゃんは健太郎さんのことを〝見極める〟って言った。その意味が知りたくて問いかけると、意外な言葉が返ってきたんだ。

「見合いをして一ヵ月も経つ。それなのにいまだに関係を続けているってことは、灯里にとってあいつは特別な存在なんだろ？　父さんや母さんはもちろん、灯里も認めた男ならそれなりのヤツなんだろう。……だから俺が独自に見極めてやる」って――。

　お兄ちゃんは昔から、私が男の子と少しでも仲良くしていると、すぐに割って入って引き離そうとしてきた。

　なのに、今回は見極めると言っている。こんなことは初めてで、ほかの男性に比べたら健太郎さんの評価は高かったということだろう。

　そしてお兄ちゃんを目の前にして、逃げずに言い返してくれたのも、健太郎さんが初めてだった。




「あ、メールが来てる」

　自宅に到着し、部屋でひと息ついたあと、何げなくスマホを見ると、新着メールが一件届いていた。

　件名には、すっかり見慣れてしまった言葉が映し出されている。

【嫁になるための十ヶ条】と――。

　文面は、【第五条　浮気は絶対にしないこと】。

「何これ！」

　私は絶対に浮気なんてしない。するとしたら、むしろ健太郎さんのほうだと思うんだけど。

「モテてるんだろうな」

　その様子が、いとも簡単に想像できてしまう。

　容姿端麗で人当たりもよくて、お父さん曰く、仕事もできる将来有望な人だ。器用に、人によって態度を変えられるから、女性の扱いもうまいのだろう。彼の病院での様子は知らないけど、そのほうがいいのかもしれない。考えるだけで面白くないもの。

「あーもう。この気持ち、厄介すぎる」

　恋愛感情そのものに罪はない。厄介なのは、恋心を抱いた相手だ。

　その相手に第五条を簡単に破られてしまうとは、このときの私は知る由よしもなかった。










第六条　嫉しっ妬とすること




　お兄ちゃんと健太郎さんが鉢合わせてしまった日から、一週間――。

　今日もまた夏らしい、蒸し暑い朝を迎えている。

　なるべく足音を立てぬよう、そっと部屋を出て、まるで泥棒のように周囲を見回す。

　よし、お兄ちゃんの姿はない。

　隣のお兄ちゃんの部屋からも、物音ひとつしない。

　今日は朝一で会議だとリサーチ済みだったものの、もしかしたら待ちかまえているかも……と少し疑っていた。でも、そんな心配は無用だったようだ。

　お兄ちゃんには、有能な秘書の田中さんがついている。いつも通り、お兄ちゃんを会社に連れていってくれたはず。

　そう考えると緊張が解けていき、足取り軽く階段を下りていく。

　あの日からお兄ちゃんは、今まで以上に過保護になった。通勤は必ず一緒だし、時間が合えば休憩も一緒。帰宅時間だってお兄ちゃんに合わさなければいけなくなった。

　おかげでここ最近、〝田中さんのお手伝い〟という名の残業続きで、毎日ヘトヘト。

　帰宅後は、食事とお風呂を済ませたら睡魔に襲われ、健太郎さんとのメールは朝と日中だけのやり取りになってしまっている。

　もしかしたらお兄ちゃんってば、そこまで計算しているのかもしれない。

　あれからお父さんとお母さんは、お見合いのことを黙っていたことについて、お兄ちゃんに相当責められたらしい。

　そして、これは田中さんがこっそり教えてくれたことで定かではないけれど、お兄ちゃんは日々、健太郎さんのことを調べているそうだ。

　もちろん私と健太郎さんが、メールのやり取りをしていることも知っている。

　だからスマホをいじると、すぐに『あいつか!?』と聞かれてしまう。おかげでお兄ちゃんの前では、気楽にスマホを使うこともできない。

「あっ、メールが来てる」

　食事中にマナーがなっていないとわかっているけど、パンを頬張りながら健太郎さんからのメールをチェックする。

　すると、お父さんが何か言いたそうにわざとらしく咳せき払いをした。

「灯里、どうなんだ？　その……交際のほうは」

　いつものように素っ気ない【おはよう】メールに、返信を打つ手が止まってしまった。

　スマホからお父さんへと視線を向ければ、彼は気まずそうに新聞を読んでいた。

「いや、な。ほら、和臣に知られてしまっただろう？　……だから心配でな」

「フフフ、お父さんも私も、佐々木さんがお気に入りだから、気になってるのよ」

　すかさずフォローに入ったお母さんに、お父さんはまた大げさなくらい咳払いをした。

「まぁ、あれだ。和臣が何かしてくるようなら、すぐに言いなさい。……応援しているから」

　照れているのか新聞を大きく広げ、顔を隠されてしまった。

　そんなお父さんの後ろで、お母さんはこらえ切れずクスクス笑っている。

　最初、お見合い話を聞いたときは、両親に腹が立った。だけど、今はまんまとふたりの思惑通りに進んでいる気がする。

　お父さんもお母さんも、最初からこうなることを予想していたのかな？　私が健太郎さんに惹かれてしまうことを。

「いってきます」

「気をつけてね」

　食事を済ませ、ふたりに見送られてリビングを出る。

　そういえば、電車で通勤するのは一週間ぶり。あの満員電車は嫌だったけれど、今となっては懐かしくて、早く乗りたい気分だ。

　というのも、田中さんが運転する車でお兄ちゃんと通勤、って予想以上にきついのだ。社内の女性社員たちにはうらやましがられるけど、お兄ちゃんは健太郎さんの悪口ばかり言ってくるし、田中さんはちょっと怖いし……。

　だから、満員電車に揺られていたほうがマシだ。

　少しだけ高いヒールを履き、颯爽と玄関のドアを開けた。

「やっぱり今日も暑くなりそう」

　強い日差しに目を細めるも、雲ひとつない青空が広がっていると気分がいい。

　もう一度、家の中にいるふたりに「いってきます」と伝え、一歩足を踏み出したとき。

「おはようございます」

　前方から聞こえてきた声に、足が止まる。

「え……田中、さん？」

　玄関前には、いつもお兄ちゃんが通勤に使っているセダンが停車してあって、その前で田中さんが深々と頭を下げていた。

　いるはずのない人物を前に目をパチクリさせていると、田中さんはゆっくりと顔を上げた。

「代表もお待ちですので、お早めに乗車していただけると幸いです」

「代表って……お兄ちゃんが!?」

　慌てて車へと駆け寄ると、田中さんの言う通り、後部座席には書類に目を通しているお兄ちゃんの姿があった。

　よほど集中しているのか、私の存在には気づいていない様子。

「今日って、朝一で会議でしたよね？」

　興奮を抑えられず、お兄ちゃんと田中さんを交互に見つめてしまう。

　間違いない。この情報は昨日、田中さんから聞いたのだから。

「はい、朝一の会議にはきちんと参加されました」

　田中さんは無表情のまま話しだした。

「よほど灯里さんのことが心配だったようで、自ら進行役を買って出て、素早く終わらせたのです」

「おっ、終わらせたって……」

　顔が引きつる。

「ですが次の予定が詰まっております。なのでご理解いただけましたら、ご乗車願います」

　そう言われてしまっては、もう『電車で行きます』とは言えない。

「すみません、よろしくお願いします」

　それにしてもお兄ちゃんってば、どこまで過保護というか心配症なのだろうか。

　軽く頭を下げて後部座席のドアを開けると、やっと私の存在に気づいたお兄ちゃんは書類を見る手を休め、得意げに笑った。

「驚いただろう？」

「……うん」

　その顔は、まるでいたずらに成功した子供のようだ。

　田中さんはいつの間にか運転席に乗り込んでいて、素早く車を発進させた。

「灯里と一緒に過ごしたい一心で、会議をさっさと済ませたさ」

「……おかげでこちらは大迷惑ですが」

　ボソッと運転席から聞こえてきた声に、身体がビクッと反応する。

「何か言ったか？」

「いいえ、独り言です」

　お兄ちゃんには聞こえなかったようだけど、私の耳にはしっかり届きましたよ。

　ここ一週間、お兄ちゃんと通勤するようになって気づいたことがある。

　田中さんはたまに……いや、結構な頻度でさっきのように毒を吐く。しかも、聞こえるか聞こえないか、ギリギリの声量で。

　耳に入ると、気まずいこと、この上ない。

「ところで灯里、今日の予定は？　まさか今日こそ、あいつとこっそり会うつもりじゃないだろうな？」

「そっ、そんな予定、ないよ！」

　始まってしまった。毎朝恒例の会話が。

「本当か？　嘘ついていないよな？」

　いつもだったらこれで終わるのに、今日はなぜか引かないお兄ちゃん。

「今日の俺の予定、田中から聞いているんだろ？　俺が忙しいのをいいことに、ふたりで会ったりしたら許さないからな！」

「だから会わないってば」

　あれから一度も誘われてないし、忙しくて連絡だってまともにとれていない状態なんだから。

　強い口調で言うと、やっと信じてくれた様子。だけど今度はなぜか眉間にシワを寄せてうなりだした。

「しかしアレだな。俺に啖たん呵か切っておいて、全然アクションを起こしてこないとは、積極性に欠けるヤツだ。こっちはヤツとの交戦に備えて準備を進めているんだが……張り合いがないな」

　お兄ちゃんは、座席の背もたれに体重を預けた。

　お兄ちゃんの言う通りだ。忙しいのかもしれないけれど、私もちょっと肩透かしを食らった気分だ。

『僕以上に灯里を想っている男は、この世にいない』と言っていたのに。

　あれから一週間も経つけど、健太郎さんはいつも通り素っ気ないメールを送ってくるだけ。『あれは冗談だったのかな？』って疑ってしまうよ。

　私もお兄ちゃんと同じく、背もたれに倒れようとしたとき。

「まさかあいつ……！　灯里と結婚したいと言っておいて、浮気とか二股しているんじゃないだろうな!?」

　勢いよく身体を起こしたお兄ちゃんに、ガッチリと肩をつかまれてしまった。

「外見からして女には困らなそうなヤツだとは思っていたが、あいつは遊び人なのか!?」

「いや、それは……」

「どうなんだ、灯里!!」

　激しく肩を揺さぶられていては、おしゃべりができないって、お兄ちゃんはわからないのだろうか。

「代表、会社に到着しましたので、大至急降りてください。もう時間がありません」

「グッ……！」

　気づけば車は会社の前に到着しており、田中さんは急かすように後部座席のドアを開けた。

「灯里！　今日もひとりで帰るなよ。俺の仕事が終わるまで残業だ！」

　本当に時間がないようで、車を降り、叫びながらオフィスへと向かうお兄ちゃんを、ただ呆然と見つめてしまう。

「仕事が終わるまでって……勘弁してよ」

　遅くまで会社に残っているほど、つらいことはない。ましてや一緒に残業をする相手は千和さんではなく、田中さんなのだから。

　まだ一日が始まっていないというのに、ため息が漏れてしまう。

「今日は仕事が終わったら、お早めにお帰りください」

　突然聞こえてきた声に、ハッと我に返る。

「ここのところ、毎日残業でお疲れのはずです」

「あっ、いえ……！」

　しまった。

　田中さんがいるのにため息をつくなんて。気を悪くさせてしまったかもしれない。

　この一週間、田中さんとともに残業してきたけれど、彼は頭が下がるほど大量の仕事をしているんだもの。しかもそれが毎日なんだから、たかが一週間で音ねをあげようとしている私に、腹を立てても仕方ない。

　ただでさえクールな田中さんは接しづらいのに……。これ以上、気まずくなるのはごめんだ。

　そう思って、すぐに謝ろうとしたとき――。

「それに、そろそろ佐々木様にもお会いしたい頃でしょう？」

『お会いしたい』って……。

　言葉を失う私に、田中さんは珍しく少しだけ頬を緩ませた。

「代表のことはお任せを。せっかくのご縁です。佐々木様に愛想を尽かされないように、お気をつけください」

　有能な人だとは思っていたけど、改めて彼の洞察力はすごい。……これはもしや、いや確実に、田中さんは私の気持ちなどお見通しのようだ。

　一気に顔が熱くなり、「ありがとうございます」とひと言残し、逃げるように車から降りた。

「今日は通常業務終了後、退社していただいてかまいません。その頃代表はオフィスに不在なので、ご安心してお帰りください」

「はっ、はい」

「では車を移動させてきますので、失礼します」

　田中さんはキレイに頭を下げ、運転席に乗り込むと、すぐに地下駐車場へと行ってしまった。

　さすがお兄ちゃんの秘書を務められるだけある。彼だけは絶対、敵に回したくないタイプだ。

「私も早く行かないと」

　立ち尽くしている場合じゃなかった！

　慌ててオフィスへと向かった。




「うっわ、田中さんってば、一体何者!?」

「やっぱりそう思いますよね」

　昼休みに千和さんとやってきたのは、ビル一階にある和食系レストラン。

　今朝の出来事を話すと、さっきの反応が返ってきた。

「まぁ、そんな田中さんだからこそ、代表も信頼しているのかもしれないね」

「そうですね」

　それはあるかもしれない。以前、お兄ちゃんが言っていたもの。『あいつがいるから俺は安心して仕事に集中できるんだ』って。

「あっ！　今日残業ナシなら、久しぶりにご飯食べに行かない!?」

「いいですね！」

　身を乗り出して言われた嬉しいお誘いに、顔がほころぶ。

　長らく、千和さんとは会社帰りに食事に行っていない。お見合いしてからは特に。

「久しぶりに語ろうか」

「はい！」

　朝は、『今日も一日気が重い』って思っていたけれど、一気にテンションが上がった。

　ここは田中さんの言葉に甘えて、定時で上がらせてもらおう。

「ちょっとコンビニに行ってくるから、先に戻ってて」

「わかりました」

　レストランを出ると千和さんにそう言われ、ひとりオフィスへと向かう。

「あっ、そういえば……！」

　ふと、朝の健太郎さんからのメールに返信していないことに気づく。廊下の端で足を止め、慌ててスマホを取り出した。

　すると、もう一通、健太郎さんからメールが来ていた。

【第二条を忘れたか？】

　確か第二条って、『連絡はこまめにすること』だっけ？

　何よ、健太郎さんのほうこそ、あまりマメに連絡してくれないじゃない。ちょっと朝のメールを返信し忘れただけなのに。

【健太郎さんって心が狭いんですね】

　ムッとして、可愛げのないメールを送ってしまった。だけど、すぐに後悔の波が押し寄せる。

「何やっているんだろう、私」

　心の声が言葉として漏れてしまう。

　本当は嬉しかったのに。朝の日課を忘れていたことに、すぐに反応してくれたことが。〝おはよう〟〝おはようございます〟たったこれだけのやり取りを、健太郎さんも大切にしてくれていたのかなって思えたから。

　なのに『心が狭いですね』なんて。どうして素直になれないのかな。思ったことをただ伝えればいいだけなのに、たったそれだけのことができない。

　がっくり肩を落とし、トボトボと歩いていった。




「やっぱり返事、来ていない、か」

　あれから午後の勤務を終え、千和さんと早々に会社をあとにした。

　会社から徒歩十五分の所にある、和食系の居酒屋へ行くことになったのだけど……。向かう途中、千和さんに電話が入り、千和さんは人ひと気けの少ない路地で電話中だ。

　私は歩道の隅に身を寄せて、スマホをいじりながら彼女の電話が終わるのを待っているわけだけど……。

　お昼休みに送ったのに、健太郎さんからいまだに返事が来ていない。送った内容が内容なだけに、変な焦りを感じる。

　もしかしたら怒らせてしまったのかな……。

　メールのやり取りを始めてから、朝だけは必ずおはようのメールを送り合ってきた。それなのに、忘れてしまった私が悪いよね。なのに謝ろうともせず、【心が狭い】とか送っちゃったし。

　彼の職業柄、なかなか返事が来ないなんて日常茶さ飯はん事じだったけど、今回ばかりは気になってしまう。時間がないからじゃなくて、意図的に返さないだけかも……と変に勘ぐってしまう。

「考えても仕方ないよね」

　ため息と同時に、そっとスマホをバッグにしまった。

　送ってしまったものはどうしようもないし、ただ単に仕事が忙しくて返せないだけなのかもしれない。それに今から食事に行くというのに、こんな気分のままでは千和さんに失礼だよね。

　気持ちを入れ直し、千和さんの様子を見ようと視線を動かしたとき。

「あれ……？」

　ある一点に視線が釘付けになってしまう。

　左斜めにある有名ブランドのジュエリーショップ。そこに見覚えのある人影が見えたから。まるで吸い寄せられるように足が進んでいく。

　でも、まさかそんなはずはない。だって……。

　心の中で何度も自分に言い聞かせながらも、動揺してしまう。

　人の姿がはっきり見える位置まで来たとき、足が止まってしまった。

「嘘……」

　声が震えてしまう。

　そこにいたのは健太郎さんで、見知らぬ女性と仲睦むつまじそうに笑顔で話している。

　女性は、遠目で見てもわかるくらいキレイな人だった。健太郎さんの隣に立っていても、私のように不釣り合いじゃない。

「やだ……何？　これ」

　胸がギューっと締めつけられて痛い。もう見たくないのに、視線を動かすことさえできない。

　ふたりは相談し合うように顔を近づけて話しながら、商品を手に取って見ていた。

「指……輪？」

　健太郎さんの隣にいる女性が手にしているのは、間違いなく指輪だった。

　混乱する頭で、その意味を探ろうとするも、心が拒否してしまう。

　答えなんて出したくない。だって考えるまでもないじゃない。最初から不思議で仕方なかった。どうして健太郎さんのような人が、私なんかとお見合いしたのか。きっと、断れない理由があったんだよ……。

　ますます胸が痛む。もう最悪だ。

　皮肉なことに、こんな状況でしっかり自覚してしまった。今までは淡い感情だったけど、ひどく胸が痛むのは、健太郎さんに完全に恋しているからだと――。好きだから、悲しくて苦しいんだ。

　健太郎さんがほかの女の人と一緒にいるところを見ただけで、胸が痛んでしまうなんて。いつの間に、こんなに好きになっちゃったんだろう。

「灯里ちゃん、ごめん！　待たせちゃって……って、どうしたの!?」

　電話を終えて私の所にやってきた千和さんは、私の顔を見るなり仰天した。そして慌てた様子で、バッグの中にあったハンカチを私に差し出してくれた。

「そんなに泣いちゃって、何があったの？」

「泣いて、いる……？」

　千和さんに言われ、おもむろに頬に手を触れれば、冷たい感触がした。

　やだ、私ってばいつの間に……？

「何かあった？」

　心配そうに唇を噛みしめ、見つめてくる千和さん。

　自然と視線が向いてしまうのは、ジュエリーショップの中。

　だけど、ふたりがさっきまでいた場所に、彼らの姿はなかった。

　もしかして、もう買い物が終わって外に出てくる？

「すみません、ちょっと気分が悪くなってしまって。今日はここで失礼します」

「え、あっ！　ちょっと灯里ちゃん!?」

　一方的に告げて、その場から勢いよく走りだした。

　あのふたりと鉢合わせるのなんて、絶対に嫌！

　千和さんに申し訳ないと思いながら、逃げるように最寄り駅へと向かう。その間も涙は止まらず溢れ続ける。

　最悪すぎる。何？　この結末。嫌々お見合いして、その相手はとんだ二重人格で。

　そんな人に私は恋をしてしまった。健太郎さんには、一緒にジュエリーショップに行くような人がいるとも知らずに。ひとり勝手に盛り上がってバカみたいだ。

　健太郎さんみたいな人が、なんの取り柄もない私のことを本気で相手にするはずはない。冷静に考えれば、簡単にわかるはずだったのに。

　駅に着き、ちょうどホームに停車していた電車に飛び乗った。

　走ったせいか、車内はエアコンが効いていて涼しいはずなのに、汗が止まらない。汗とともに、いまだに溢れる涙を拭ぬぐいながら、電車に揺られていった。




　その晩、健太郎さんからメールの返信が届いた。

【おやすみ】

　たったひと言だけのメールが。

　これにはもちろん、その後、送られてくるメールに私が返信することはなかった。




「灯里ー！　帰るぞー」

　いつものように残業していると、お兄ちゃんに声をかけられた。

　健太郎さんにメールを返さなくなって一週間。それでもメールは毎日送られてくるし、電話も度々かかってくる。

　無視し続けていたけど、着信音が鳴るたび、心が痛んだ。

　本気じゃないなら連絡なんかしなくていい、って啖呵を切れたらいいのに、それができない。

　だって言ってしまったら、健太郎さんとの関係が完全に終わってしまうもの。

　目の前で見た現実をなかなか受け入れることができないし、まだ心の整理も覚悟もできていない。こんな状況ではメールも返せないし、電話にも出られるはずがない。

「まだ十八時半過ぎか。母さんに連絡して、久しぶりにみんなで食事にでも行くか？」

「え？　……あっ、うん。そうだね」

　エレベーターの中でお兄ちゃんに言われ、慌てて笑顔をとりつくろった。

「最近、お兄ちゃん、忙しかったもんね」

　定時は過ぎているけれど、今日はまだ早く終わったほうだ。

「いや、まぁ、それもそうだが……」

　そう言うと、なぜかお兄ちゃんは言葉を濁し、わざとらしく咳払いをした。

「灯里、一週間くらい前から元気ないだろ？　言いたくなければ、無理には聞かないが……あいつと何かあったのか？」

　探るように見つめてくるお兄ちゃん。

　その瞬間、あの日の情景が頭をよぎった。

　田中さんの言葉に甘えて、お兄ちゃんがいない間に退社してしまったあの日。お兄ちゃんは、私と健太郎さんが会っていたと信じて疑わなかった。

　帰宅後、健太郎さんに文句の電話をかけると言いだしたものだから、必死に止めた。そんな私を見て何か察したのか、それ以上何も言わなかったし、健太郎さんと連絡をとる様子も見られなかった。

「ずっと聞かずに我慢してたけど、もう限界だ。悪いけど、俺に強がりは通用しないぞ。灯里のことなら、どんなに些細な変化でも見逃さない」

「お兄ちゃん……」

　ちょうどエレベーターが一階に着き、ドアが開いた。

「あいつのとこ、行くぞ」

　お兄ちゃんは私の腕をつかみ、エレベーターから降りると、大股で歩いていく。

〝あいつのとこ〟って、間違いなく健太郎さんの所だよね？

「お兄ちゃん、待って！」

「待たない！　大事な妹がずっと落ち込んでるっていうのに、兄として何も言わずにいられるかっ！　文句言って、ぶん殴ってやる」

　絶句してしまう。

　ダメだ。お兄ちゃん、完全にキレてる。

　もつれそうになる足を踏ん張り、どうにかお兄ちゃんの足を止めようと奮闘する。

「お願いだから待って！　私の話もちゃんと聞いて！」

　このまま健太郎さんの所に連れていかれては困る。本当、無理。健太郎さんの顔を見ちゃったら、泣いちゃいそうだもの。

「お兄ちゃんの気持ちは嬉しいけど、今は無理なの。健太郎さんに会いたくないの」

　お兄ちゃんはビルを出た所で足を止め、つかんでいた私の腕をゆっくりと離した。

　あの日から一週間も過ぎているのに、鮮明に思い出せるの。健太郎さんと女性がふたりでいたあの場面を。そのたびに胸が痛んで仕方ないの。

　こんな状態じゃ健太郎さんと会えないよ。まだ、事実を受け入れる時間が足りない。

「何が無理なんだよ」

　突然、背後から聞こえた声に、すぐさま振り返る。

「どうして会いたくないわけ？　理由を聞かせてほしいんだけど」

　嘘……どうしてここに？

「ちゃんと聞かせろよ、灯里」

「健太郎さん……」

　突然目の前に現れた健太郎さんに、血の気が引いていく。

　お兄ちゃんも声を失い、固まっていた。

「メールの返信はしない、電話にも出ない。それで俺には会いたくない？　理解できないんだけど」

　一歩、また一歩と、私との距離を縮めてくる。

　近づくほど鮮明に見えてくる彼の表情に、目を疑ってしまう。

　悲しげに、顔を歪ませているのだから。

「この一週間、俺がどんな思いでいたか、お前にはわかるか？」

　一気に距離を詰められ、腕を引かれたと思ったら抱きしめられてしまった。一瞬にして包み込まれた健太郎さんの温もりに、身体中が熱くなる。

「けっ、健太郎さっ……」

「黙れ」

　冷たい言葉とは裏腹に、私を抱きしめる腕は優しくて、何度も背中や頭を撫で続ける。まるで私の存在を確かめるように。

　勘違いしてしまいそうになる。この手の温もりを信じたくなってしまうよ。

　でも次の瞬間、一週間前の情景が頭をよぎる。

　ダメだよ、この温もりを信じていいのは私じゃないんだ。あの人なんだ。

　このままではいけないと思い、健太郎さんから離れようとしたとき。

「黙って見ていれば……っ！　いつまで灯里を抱きしめているつもりだっ！」

　自分で離れるより早く、お兄ちゃんによって健太郎さんから引き離された。そして今度は、お兄ちゃんに抱きしめられてしまう。

「しかもなんだ、その言い方は！　灯里に対して冷たすぎるだろう！」

　さっきの健太郎さんのセリフを思い出す。

　そういえばお兄ちゃんが一緒にいるのに、健太郎さんは猫を被かぶっていなかった。

「まさかお前……っ！　それが本性なのか!?」

　お兄ちゃんがわなわなと身体を震わせながら指差すと、健太郎さんは呆れたように大きく息を吐いた。

「そうですよ、これが素の俺です。灯里を返してくれませんか？　まだ話は終わっていないので」

　涼しい顔であっさり認めた健太郎さんに、お兄ちゃんの怒りは増すばかり。

　さらに強い力で抱きしめられてしまった。

「何を開き直っている！　そう言われて灯里を渡すわけがないだろうが！　……第一ここ一週間、灯里を悲しませていたのはお前だろ？　お前のせいで灯里がつらそうにしていたのに、どの面下げてここに来たんだ」

「え……？」

「ちょっ、ちょっと、お兄ちゃん！」

　本当のことだけど、それを健太郎さんに伝えられてしまったら困る。

　健太郎さんは知らないから。私の気持ちも、健太郎さんと女性が一緒にいるところを見てしまったことも。

「灯里、それどういう意味？」

　問いかけてくる健太郎さんに、返す言葉が見つからない。

　どう言えばいいの？　正直に話せばいいの？　私に本気じゃない人に『好きになりました』『ほかの人と一緒にいるところを見てしまい、落ち込んでいました』って？

「……っ、もう無理」

　健太郎さんの苦しそうな呟き声が聞こえたと同時に、腕が強引に引かれる。

　一瞬のことにお兄ちゃんも私の身体を離したため、健太郎さんの腕の中に戻ってしまった。

「おいっ、お前っ……！」

「すみませんが、これは俺と灯里の問題なので、お兄さんは引っ込んでいてもらえませんか？　つーか、口出ししないでください」

「なっ……！」

　しれっとした顔で冷静に言われ、お兄ちゃんは口をパクパクさせている。

「行くぞ」

　そんなお兄ちゃんには目もくれず、健太郎さんは私の背中と膝ひざ裏に手を当てると、軽々と私の身体を抱き上げた。

「けっ、健太郎さん!?」

　身体は宙に浮き、健太郎さんの顔が目と鼻の先にあって、頭の中はパニック状態。

　こんなの恥ずかしすぎる！

　世間一般で言う〝お姫様抱っこ〟に、通り過ぎる人たちが振り返って見ていく。

　それがさらに、私の羞しゅう恥ち心しんを煽あおった。

「自分で歩けますから下ろしてください！」

「ダメだ。ちゃんと話してくれるまで、離さねぇから」

　健太郎さんは私の話になど聞く耳持たず、呆気にとられているお兄ちゃんを残して、スタスタと歩きだす。

「ちゃんとつかまれ」

　相変わらず周囲の視線が突き刺さる。

　……でも、今はそれよりも、もっと気になるものがある。

「早く」

　いつまで経っても彼につかまろうとしない私に、健太郎さんがしびれを切らして促す。

　彼はどうしてこんなことをしているんだろう。理解に苦しみ、しばらく躊ちゅう躇ちょしていたけれど、もうそんなのどうでもいいや。

　思い切って健太郎さんの首元に両腕を回し、ギュッとしがみついた。

　私はこの人が好き。今はただ、彼の温もりを感じていたいって思うから。

　すると健太郎さんの足は止まり、私の耳元でそっと囁いた。

「いい子だ」

　もう本当に嫌だ。囁かれた耳元が熱くてたまらない。

　なのに健太郎さんは何事もなかったように、また歩を進める。

　こんなの健太郎さんにとっては平気なことなんだ。私の心臓は今にも爆発してしまいそうで、胸が苦しくて仕方ないのに……。

　少し歩いた所で、また健太郎さんの足が止まる。

　顔を上げて周囲を見回せば、そこは有料駐車場ですぐ近くには見慣れた車が停まっていた。

　健太郎さんは私を抱き抱えたまま器用にポケットから鍵を取り出し、ボタンを押してロックを解除した。

「よっと」

　そして助手席のドアを開けて、私をそっと下ろした。

「シートベルト締めておいて」

　そう言うとクシャッと私の髪を撫で、ドアを閉めると、支払いを済ませて運転席に乗り込む。

「とりあえずお兄さんが追ってきそうで怖いから、移動する」

　すぐに車を走らせ、国道を突き進んでいく。

　車内は陽気な音楽が流れているだけで、私も健太郎さんもお互い口を開くことはなかった。

　これからどうすればいいのか、そのことで頭がいっぱいになってしまう。

「ここでいいか？」

　十分ほど経った頃、健太郎さんが車を停めたのは、大きな公園の駐車場だった。

　真っ暗で灯りの乏しい夜の公園にわざわざ訪れる人などいるはずはなく、健太郎さんの車以外、停まっていなかった。

　エンジンが切られると、静寂に包まれ、緊張感が増していく。健太郎さんがシートベルトを外した音が異様に響き、身体がビクリと反応してしまった。

「びっくりしすぎ。何にそんなに怯おびえているわけ？」

　健太郎さんが少しだけ距離を縮めてきて、座席がギシッと響く。それだけで心臓は破裂してしまいそうだった。

「どうしてメールも電話も無視していたのか、早速、理由を聞かせてもらおうか」

　私の様子を窺うように顔を覗き込んできた彼の瞳は、「早く答えてほしい」と訴えかけてくる。

　どんな理由があって、健太郎さんが私との結婚を望んでいるのかわからない。

　でも、ひとつだけ確かなことがある――。

　健太郎さんには、ほかに相手がいるってこと。一緒に指輪を選んじゃうような彼女がいる。

　それなのに私が〝好き〟って言ったら、迷惑でしょ？　ヤキモチ焼かれても困るだけだよね。

　フラれるとわかっているのに、言えるわけないじゃない。まだ現実を受け入れる覚悟もできてないし、惨めになるだけだもの。

　押し黙ってしまうと、健太郎さんは怒りを含んだ声で言った。

「灯里、ちゃんと言え。これから結婚するのに、何かあるたびにお前は俺から逃げ続けるのか？」

　何それ、私のことなんか、好きじゃないくせに。

　カッと頭に血が上り、思わず吐き捨てるように言ってしまった。

「私のことなんて、放っといてください！」

「……は？」

　こうやってかまってくるのは、もうやめてほしい。

「何それ、意味がわかんねぇんだけど」

　私の言葉に健太郎さんは顔をしかめ、棘のある言い方で返す。

「そのままの意味です！　もうこうやってかまわないでください」

　それでも気持ちは昂ったままで、止めることができない。

「健太郎さんは私と本気で結婚したいなんて、思ってないんでしょ？」

「おい、あまりふざけてると怒るぞ」

　いつもとは違う声色に一瞬怯みそうになる。

　だけどここで押し黙ってはダメ。真実を知ってしまった以上、このまま流されるように健太郎さんと一緒にいるわけにはいかないもの。

「私はふざけてなんていません！　面白がっているのは、健太郎さんのほうです」

「俺も全然面白がってなんかないけど」

　自信満々に返ってきた言葉に、カチンときた。

「嘘つかないでください！　ちゃんと付き合っている人がいるくせに、どうして私とお見合いなんかしたんですか!?」

「は？　何それ」

　身に覚えがないというように顔色を変えた健太郎さんに、ハッと我に返る。

　やだ……私ってば何を言った？

　健太郎さんは感情を抑え、探るように私を見ている。

　どうしよう、なんであんなこと言っちゃったのよ。

　ただうつむき、拳を握りしめることしかできない。

　シンと静まり返る車内。狭い密室空間に、健太郎さんの声がやけに響いた。

「なぁ、それってどういう意味？」

　顔を上げた瞬間、逃がさないと言わんばかりに強い力で腕をつかまれてしまう。

「どうして俺に彼女がいると思ったわけ？　それに、なんで灯里は怒ってるんだ？」

「それっ、は……っ」

「目を逸そらすな」

　また視線を下げようとした瞬間、咎とがめるように言われ、ビクッと肩が跳ね上がった。

　けれど健太郎さんは腕をつかむ力をますます強め、真剣な瞳を私に向けてくる。

「俺の目を見てちゃんと言え」

　目を見たらダメ……でも、身体はそれに逆らえない。

　言われるがまま健太郎さんの瞳を見つめれば、吸い込まれそうになる。

　ダメ……もう無理。この人を前にして嘘をつけるほど、私のスキルは高くないよ。

　金縛りにあったように微動だにできず、目を合わせたまま話しだした。

「見ちゃったんです、私。一週間前、健太郎さんがキレイな女の人と、一緒に指輪を選んでいるところ」

　とうとう言ってしまった。

　すると、健太郎さんは何かを思い出したように「あぁ！」と大きな声をあげた。

「もしかして、あのときか」

「あのとき……？」

　相手がいるってこと、認めちゃってるの？　だとしたらあまりに堂々としすぎていて、こっちもどうしたらいいのか対応に困る。

　すると健太郎さんはつかんでいた私の腕を離し、後部座席に向かって手を伸ばした。

「それってさ、この店にいたときのことだろ？」

　そう言って差し出してきたのは、この前見た店のロゴが入った紙袋だった。

「……は、い」

　あの人へのプレゼントだよね？　こんなの見せられちゃったら、現実を受け入れるしかなくなっちゃうじゃない。

　覚悟を決めるように拳をギュッと握りしめるも、健太郎さんは予想外なことを言ってきた。

「何やってるんだよ、早く受け取れ」

「……え？」

　受け取れ？　……って、もしかしてこれを？

　思ってもみない話に、差し出された紙袋と健太郎さんを交互に眺めてしまう。

　健太郎さんは照れ臭そうに頭をかきだした。

「言っただろ？　灯里を嫁にするって。そのためのアイテムだよ」

　そのためのアイテムって、もしかして……。

　急に胸が騒ぎだす。

「ほら、わかったら受け取れって」

　少し乱暴に渡された紙袋。

　健太郎さんは「早く開けろ」と急かしてくる。

　促されるまま紙袋の中を覗くと、そこには可愛くラッピングされた小さな箱が入っていた。

　どうしよう、手が震えちゃう。

　それでもなんとか取り出し、リボンを外してケースを開けると、光り輝くダイヤモンドがあしらわれた、シルバーの指輪が入っていた。サイズもピッタリだ。

「流は行やりとかわからないからさ、職場で詳しそうな子に買い物に付き合ってもらったんだ。せっかくの婚約指輪だし、灯里が喜ぶ物をあげたかったから」

　その言葉に、さっきまで冷え切っていた心が温もりで満たされていく。

　まさか、婚約指輪をもらえるなんて……。これって夢じゃないのかな？　こんな展開、幸せすぎて怖い。

　けれど、今も照れ臭そうに目を泳がせている健太郎さんを見ていると、少しずつ夢じゃないんだって実感できる。

　ずっと不安だった。

　勘違いから勝手に絶望して、諦める準備までして……。

　だけど違ったんだ、この指輪は私のために選んでくれていたんだ。

「っ、おい！　なんで泣いているんだよ」

「だって……！」

　気持ちは昂るばかりで、気づけば涙が溢れていた。

　そんな私に健太郎さんはギョッとし、慌てているけど、どうやってもこの涙は止められそうにないよ。

「健太郎さんは、あの人と付き合っているんだとばかり思っていました」

「どうしてそうなる」

　健太郎さんは困ったように、眉を八の字に曲げた。

「お似合いだったし、健太郎さんが私と結婚したい理由もわからないし」

　すると彼は、呆れたように大きく息を吐いた。

「そんなのいくらでも教えてやる」

　健太郎さんの優しい瞳に息を呑むと、彼はゆっくり話しだした。

「灯里は少し意地っ張りだけど、純粋で優しい心を持ってるだろ？　それに表情がコロコロ変わったり、ちょっとドジだったり……そういうところ、可愛いって思ってる。いつも人のことを優先して、自分は我慢してたりするから……俺の前でくらい素直に甘えてほしいと思う、この先もずっと。心底愛いとしい。好きだから結婚したいんだよ、お前と」

　心が震えた。

　初めてだ、健太郎さんが私への気持ちを語ってくれたのは。それに「好き」って言葉も――。

　やっと聞かせてくれた、彼の本音。嘘じゃないんだよね？　素直に信じちゃってもいいんだよね？

「聞いてるのか？」

　不満そうに問いながらも、頬を伝う涙を拭ってくれる手は優しい。

　私、信じたい。この手の温もりは偽物なんかじゃないって。

「じゃあ私、このままずっと健太郎さんのことを、好きでいてもいいんですか？」

「え？」

　信じたい一心で出た言葉に、健太郎さんの手は止まり、食い入るように私を見つめてくる。

「好きなんです、健太郎さんのことが。だから一週間前、ほかの人と一緒にいるところを見てショックでした。健太郎さんのことを諦めなきゃって。それで連絡も無視しちゃって……」

　一度溢れてしまった気持ちは止まらなくて、すべて吐き出されていく。

　健太郎さんのことが好きだから、とってしまった態度だった。それも全部健太郎さんに知ってほしかった。

　一方的に伝えると、健太郎さんは唖然とした様子で、瞬きもせず私を凝視したまま。

「あの……健太郎さん？」

　不安になり名前を呼ぶと、健太郎さんはハッとして目をパチクリさせ、顔をみるみるうちに真っ赤に染めていった。

「っとに……言うのが遅いんだよ」

「えっ？　キャッ！」

　背後に回ってきた腕によって、勢いよく健太郎さんに抱き寄せられてしまった。

　私の身体が彼の腕の中にすっぽりと収まると、健太郎さんは苦しいくらいきつく抱きしめてきた。

「なんだよ、それ。いつの間にヤキモチ焼くほど俺のこと好きになったわけ？」

「そっ、それは……！」

　事実ながらストレートに聞かれてしまっては、どう答えたらいいのかわからなくなる。

「好きでいていいに決まってるだろ？　むしろ、もっと俺のこと好きになってくれよ」

　胸の奥からギューッと締めつけられる。

　大好きな人の腕の中にいるのは、想像以上に幸せで、ずっとこのままでいたい。

「灯里……」

　こうやって名前を呼ばれただけで、ドキドキしてしまう。

　さっきまできつく抱きしめられていた身体が、徐々に解放されていく。

　けれど健太郎さんとの距離は吐息を感じられるほど近くて、戸惑いを隠せない。

「健太郎さん……」

　名前を呼ぶのがやっとだ。それ以上の言葉なんて出てきてくれない。

「目、閉じて」

　掠れた声に、漏れる吐息。

　心臓は壊れてしまいそうなほど、激しく動いている。

　でも、どんなに緊張していたって健太郎さんを拒否することなんて、もはやできない。

　言われるがままゆっくりと瞼を閉じたそのとき――けたたましいクラクションの音とともに、真正面から照らされるハイビーム。

「っ、なんだよ、一体！」

　さっきまでの甘いムードは消え失せ、窓を開けなくても聞こえてきた声に耳を疑った。

「灯里ー!!　無事かー!?」

　え……嘘、この声って……！

「お兄ちゃん……？」

「マジかよ」

　落胆した声をあげながら、ゆっくりと離れていく健太郎さん。

　寂しさを感じるも、今はそれどころじゃない。

　乱暴にドアが閉まる音が聞こえてくると、すぐに私が乗っている助手席のドアが開かれた。

「灯里っ！　大丈夫だったか!?」

　ドアを開けたお兄ちゃんの、いつになく切羽詰まった表情に、目が釘付けになる。

　私を確認すると、お兄ちゃんの表情はすぐに険しさを増していき、鋭い視線が健太郎さんに向けられた。

「おい貴様！　よくも俺の目の前で、灯里を連れ去ってくれたな！」

〝お前〟から〝貴様〟に変わっていて、相当ご立腹なのが見てとれる。

「おっ、お兄ちゃん、落ち着いて。それに悪いのは私――」

「灯里は黙っていなさい！」

　お兄ちゃんは私の言葉を遮り、健太郎さんをますます睨みつけた。

「灯里は連れて帰るからな」

　お兄ちゃんは乱暴に助手席のシートベルトを外し、私を無理やり車から降ろした。

　そして、これでもかというくらい、私の肩をきつく抱いた。

　健太郎さんを見れば、嵐のようにやってきたお兄ちゃんに、呆気にとられている。だけど私と目が合うと、目を細めて微笑んだ。

　甘い視線に、一瞬でまた心を持っていかれてしまう。この笑顔、反則だ。

「おいこら。俺がいるのに、目で合図を送り合うな！」

「えっ！　べっ、別に合図なんて……」

「当たり前じゃないですか。僕と灯里は愛し合っているんですから」

　否定する私とは違い、肯定を通り越した大胆な物言いに、お兄ちゃんは身体をわなわなと震わせた。

　そんなお兄ちゃんに、健太郎さんは顔をほころばせて、あっけらかんと言い放った。

「俺たちを邪魔しているのはお兄さんですよ？」

「なっ、なんだとっ!?」

「ですが、お兄さんに殴られそうなので、今日はおとなしく灯里を引き渡します。灯里、また連絡する。さっきの続きはそのときな？」

　怒り狂うお兄ちゃんには目もくれず、意味深な言葉を残し、ウインクする健太郎さん。

〝さっきの続き〟って、もしかして……。

　言葉の意味がわかってしまい、身体が急激に熱を帯びていく。

「……っ！　灯里、帰るぞ！」

「えっ……あっ！」

　強引に私の肩を抱いたまま歩きだしたお兄ちゃんに、連れていかれるがままの私。

　それでも去り際に振り返って見れば、健太郎さんが目尻にシワを作り、ふわっと微笑みながら手を振っていた。

　夢じゃなくて、健太郎さんも私と同じ気持ちでいてくれてるんだよね？

　そう思うと、こんな状況にもかかわらず、心が弾んでしまう。

　そのまま田中さんが運転する車に乗せられる。自宅に向かう途中もお兄ちゃんは散々健太郎さんの悪口を言ってきたけれど、ひとつも耳に響いてこない。

　それくらい、健太郎さんのことばかり考えてしまっていた。




　その夜、健太郎さんから例のメールが届いた。

【第六条　嫉妬すること】

〝すること〟も何も、もう嫉妬しちゃったんだけど、な。

　クスリと笑みを漏らし、【わかりました】と送った。










第七条　ひとりで泣かないこと




「灯里、今なら行っても大丈夫よ」

「本当？」

　自宅だというのに、お母さんとふたり、まるで泥棒のようにリビングの様子を盗み見ていた。

　そのリビングでは、お父さんとお兄ちゃんが会話に華を咲かせている。

「あの子、経営に関する話をすると止まらなくなるの。盛り上がっているから気づかれないわ」

「わかった。じゃあ行ってくるね」

　覚悟を決め、ギュッとバッグを握りしめると、お母さんは少しだけ乱れてしまった私の髪を整えてくれた。

「デート、楽しんでいらっしゃい」

「……はーい」

　照れ臭さを感じながら、お兄ちゃんにバレないようにと物音をできるだけ立てずに、玄関を抜けて家を出た。




【今日って今から会えるか？】

　こんなメールが来たのは、休日である今日の十六時半過ぎだった。

　思わず声が出てしまいそうになったくらい、一気にテンションが上がった。

　というのも、あの日から健太郎さんとは会えないまま二週間が過ぎていたから。健太郎さんの仕事が忙しいっていうのもあったけど、一番の原因はお兄ちゃんだった。

　あれ以来、今まで以上に、監視の目が厳しくなってしまった。

　健太郎さんは何度か仕事の合間を縫ぬって家まで訪ねてきてくれたのに、お兄ちゃんに門前払いされていた。

　電話もお兄ちゃんにバレないようにしようとすると、なかなかタイミングが合わず、こっそりメールのやり取りをするのが精一杯だ。

　最初は健太郎さんのことが嫌いでたまらなかったのに、彼への想いが溢れてしまったあの日から、会えないのが寂しくてたまらなかった。そして会えないぶん、気持ちが大きく膨らむばかりだった。




「脱出成功」

　無事に家を抜け出せて、ホッと胸を撫で下ろす。

　健太郎さんとは、家の近くにある公園で待ち合わせをしている。

　彼は、お兄ちゃんには正攻法でいってもダメだと判断したらしく、もし週末に時間がとれたら、内緒でデートしようということになった。それがつい三日前。

　いよいよ会えるかもしれないと思ったら、単純な私は舞い上がっちゃって、唯一事情を知る千和さんにすべてを打ち明けた。そのうえ、日程も決まっていないというのに、買い物にまで付き合ってもらい、デートにふさわしい洋服をコーディネートしてもらったのだ。

　その洋服に腕を通し、健太郎さんとの待ち合わせ場所へと急ぐ。

　彼はもう来ているだろうか？

　期待を胸に、息をあげて走ってきたものの、残念ながら健太郎さんの車は見当たらない。

「まだ来ていない、か」

　スマホで確認すると時刻は十七時四十分。まだ約束の二十分前だった。

　さすがに早すぎるよね。

　そう自分に言い聞かせても、少しガッカリしてしまう。ここに来ればすぐに健太郎さんに会えると思っていたから。

　がっくりうなだれた直後、車のエンジン音が聞こえてきて、心臓が飛び跳ねた。

　駐車場に入ってきたのは、見覚えのある車。

　すぐにエンジンが切られ、中から現れたのは、ずっと会いたかった彼だった。

「健太郎さん……」

　ドアが閉まると同時に、漏れてしまった声。

　黒のスーツに身を包んだ健太郎さんは、私の姿を目で捕らえると、ゆっくりと歩み寄ってきた。

　徐々に鮮明に見えてくる彼の表情。とびきり甘い目で私を見み据すえている。

「灯里、早すぎ。そんなに俺に会いたかった？」

「そんなわけじゃっ……！　ただ、お兄ちゃんに見つからないよう、早く来ただけです！」

　あぁ、もう。どうして素直になれないのだろう。本当は彼の言う通りなのに。可愛げないことを口走って、そっぽ向いちゃうとかひどすぎる。

　でも私の心情なんてすべてお見通しなのか、健太郎さんはクククッと笑いをこらえた。

「そうなのか？　それは残念。俺が約束の時間よりもだいぶ前に来ちゃったのは、灯里に早く会いたかったからなんだけど」

　とびっきり甘いセリフを恥ずかしがる様子もなく、サラッと言ってのける彼に言葉を返せない。

　やっぱり彼は女慣れしている、と思わざるを得ないけど――。

「時間がもったいない。行くぞ」

　そう言って、自然と差し出された手。

「……はい」

　抵抗することなく、素直にその手を取って歩きだす。

　車まで向かう途中、健太郎さんを見れば、少しだけ口角を上げて笑っていた。

　その横顔に胸が締めつけられる。

　健太郎さんが女慣れしていようと、二重人格だろうと、私は彼が好きなのだ。横顔ひとつで、こんなにときめいてしまうくらいに。




「ここ、ですか？」

　あれから健太郎さんが運転する車に揺られること数十分。

　辿り着いた先は、近くのショッピングモールだった。

　車から降り、意外な場所にポカンとしていると、施せ錠じょうを済ませた健太郎さんが隣に立った。

「灯里がすげえ可愛い服着ているから、みんなに見せびらかそうと思って」

「なっ……！」

　囁かれた殺し文句に、体温が一気に上昇してしまう。

「それ、俺のために着てきてくれたんだろ？」

「それはっ……！」

　言葉に詰まる。恥ずかしくて、『そうです』のひと言が言えない。

　千和さんに相談しながら、散々悩んだ末に買った服。花柄のタイトスカートに、ホワイトのフリルがついたノースリーブ。

　少しでも健太郎さんに似合う女性になりたくて選んだのに、気づいてくれて嬉しいのに……なんで言えないんだろう。

「行くぞ」

　だけど健太郎さんはそれ以上何も聞かず、『全部わかってる』という顔で微笑み、私の手を取った。

　たまに感じるときがある。健太郎さんとは出会ってからまだ数ヵ月しか経っていないのに、私のことをすごく理解してくれているって。

　性格も行動パターンも、長所も短所も。そう感じてしまうのは、気のせい……なのかな？




「灯里、これも似合うんじゃないか？」

　差し出されたのは、可愛いフリルがあしらわれたワンピース。

「そう、でしょうか？」

　先ほどから次から次へと渡される服をあてがっては、鏡で全身をチェックするものの……。健太郎さんが私に似合うと差し出す服は、どれもお兄ちゃんと好みが似ていて、戸惑いを隠せない。

　しかも、今日ここに来てから、健太郎さんはたくさんの服を『プレゼントだ』と言い、買ってくれている。

　お兄ちゃんは健太郎さんのことを毛嫌いしているし、健太郎さんもお兄ちゃんのことを苦手に思っているはず。なのに、よく買い与えてくれるところも服の好みも一緒だなんて、ちょっと面白い。

「何ニヤついているんだ？」

「えっ!?」

　ハッと我に返ると、健太郎さんが笑顔で私を見つめていた。

「ニヤつくほど嬉しいのか？　俺に服を選んでもらえることが」

「べっ、別にそういうわけじゃっ……！　それよりも健太郎さん！　もうすでにたくさん買っていただいたので、充分です」

　気持ちは嬉しいけど、健太郎さんにお金を使わせてしまうことが申し訳ない。

　その思いから、渡されていたワンピースを戻したものの、健太郎さんは不満そうに顔をしかめた。

「別にたいして買ってないだろ？　遠慮するなよ」

「遠慮なんてしていませんし、だいぶ買いましたから」

　ピシャリと言うと、納得いかないのか「可愛げのねぇヤツ」なんて呟きながら、ほかの洋服を見に行ってしまった。

　私、間違ったことなんて言ってないよね？　それとも何？　健太郎さんが今まで付き合ってきた女性は、みんな物を買い与えたら喜ぶ人ばかりだったの？　だから私も喜ぶと思った？

　健太郎さんの過去に嫉妬するなんてみっともない。

　だけど、自分の思いをわかってほしくて健太郎さんのもとへと駆け寄った。

「あのっ――」

「悪い、病院からだ」

　健太郎さんの表情が、一気に引きしまる。

「はい、佐々木です」

　完全に仕事モードだ。真剣な面持ちで電話をしながら店を出て、人混みの少ない場所へと行ってしまった。

　こういうこと、しょっちゅうなのかな？　これでは、休日でもゆっくり身体を休められなそう。それなのに、早く上がれたからって私と会ってくれたんだよね。

　そう思うと、胸がチクリと痛む。

「私……何やってるんだろ」

　好きって騒いでいるだけで、健太郎さんのことを何もわかっていない。労ねぎらうことも心配することも、知ろうとすることもしないで、恋する気持ちだけでいっぱいで。

「ねぇねぇ、さっきの人カッコよくなかった？」

　ふと聞こえてきたヒソヒソ話に、過剰に反応してしまう。バレないよう辺りを見回すと、私と同い年くらいの女性客ふたり組だった。向こうは私に聞かれているとは気づいていないようで、話を続けた。

「うんうん、すごいイケメンだった！」

「あんな人が彼氏だったら、もう最高だよね」

　キャッキャッと騒いでいる声は、もろに私の耳に届いてくる。それでも気づかないフリをして、近くにあったトップスを手に取って眺める。

　ここで店を出るのも、なんか気まずいよね。それに健太郎さんは電話中だし、戻ってくるまでここにいたほうがいいだろう。

　そう判断し、素知らぬフリをして洋服に手を伸ばす。だけどその手も、彼女たちの視線を感じつつ聞こえた次の声で、止まってしまった。

「もしかして、あの人、さっきの人の彼女かな？」

　心臓がドキッと鳴り、咄嗟に振り返りそうになったものの、グッとこらえる。

　ダメダメ。ここは気づかないフリ。

「えーそうなの？」

「さっき、あの人と一緒にいたよ」

　どんな会話をしようと勝手だけど、本人に聞こえるような言い方はやめてほしい。いたたまれない気持ちになり、身を小さくしてしまう。

　すると聞こえてきたのは、人をバカにするような乾いた笑い声だった。

「えー、あの人が？　全然釣り合ってないんだけど」

「確かに。あの人がＯＫなら、うちらだっていけるんじゃない？」

　クスクスと笑いをこらえる声に、身体がカッと熱くなる。服をつかむ手の力が強まってしまう。

　どうして見ず知らずの人に、そんなこと言われなくちゃいけないんだろう。健太郎さんと不釣り合いなのは、ちゃんと自覚している。だからこそ、少し背伸びした服を着てきたのだから。

「あっ、ヤバい、戻ってきた」

「向こうのお店に行こ」

　その声に顔を上げれば、遠くから駆け足でこちらに向かってくる健太郎さんを、視界が捕らえる。

　逃げたってことは……さっきのセリフ、私に聞こえるように言ってたんだ。

　だったら聞こえないフリなんてしなければよかった。さっさと立ち去っていたら、嫌な気持ちになることもなかったのに。

「灯里、お待たせ」

　だけどせっかくのデートだもの。気を落としたまま過ごすなんてもったいないよね。

「仕事、大丈夫なんですか？」

　だから努めて笑顔で聞いたけれど、健太郎さんの表情はみるみるうちに曇くもっていき、困ったように眉を下げられた。

　その瞬間、何を言いたいのかわかってしまった。

「灯里、悪いけど、今日のデートはここまででいいか？　急患続きで、人手が足りないらしくてな。……だから行かないと」

「そう、ですか」

　予感的中。

　けれど、ここで素直な気持ちを顔に出すわけにはいかない。もっと一緒にいたいだなんてワガママ言って、健太郎さんを困らせたくないし、仕事の邪魔をしたくないもの。何より健太郎さんの隣を歩いても、恥ずかしくない存在になりたいから。

「わかりました。私でしたらここで大丈夫なので、すぐに病院へ行ってください」

　負担になりたくなくてそう言ったけれど、健太郎さんは私の鼻を摘つまんだ。

「バカ。ひとりで帰すわけないだろ？　ちゃんと送っていくから」

　そんな風に優しく微笑まれてしまったら、ときめかないわけがない。

「……すみません」

　胸が苦しくなって、なぜか泣きそうになる。

　好きだから？　さっきのことがあったから？

　理由はわからないけど、少しでも気を緩めると、涙がこぼれてしまいそうだ。

「また今度、リベンジな」

　その言葉とともに頭に置かれたのは、彼の大きな手。

　子供をあやすように二回ポンポンと触れられただけで、心臓が飛び出しそうだ。

　健太郎さんが好き……。好きだからこそ不安になる。嫉妬してしまう。

　悪循環なこの感情を、どうにかすることはできるの？

　それから健太郎さんは私を自宅まで送り届けると、急いで病院へと戻っていった。




「朝からずっと聞きたかったんだけど、昨日のデートはどうだったの？」

「え？」

　翌日の昼休みのことだった。

　いつものように千和さんとビル一階のレストランで食事していると、興味津しん々しんな様子で切り出された。

「あの洋服、どうだった？　彼、ちゃんと気づいてくれた？」

「あっ……はい。気づいてくれました」

　そうだった。健太郎さんとの待ち合わせ場所に向かう途中、興奮してすぐに千和さんにメールしたんだった。それなのに、報告するのを忘れていた。

「すみません、すぐに報告しないで」

「えー、別にいいよ。最初から昼休みに聞こうと思ってたし。だけどさ、灯里ちゃん、昨日デートしたわりには、朝からずっと浮かない顔してるけど……何かあった？」

　千和さんの勘の鋭さに、動揺してしまう。職場では気持ちを切り替えて、普通に振る舞っているつもりだったから。

「あっ！　もしかして、また代表の邪魔が入っちゃったとか!?」

　ハッと声を潜めて聞いてきた千和さんに、笑みがこぼれてしまった。

「いいえ、お兄ちゃんにはバレずに出かけることができました」

「そうなの？　……じゃあ何かあった？」

　心配そうに揺れる瞳に、心が温まる。

　家族以外で、これほど私のことを心配してくれる人は今までいただろうか？

「実は……」

　千和さん相手だからこそ、会社の人も多く利用している店内にもかかわらず、すべてを打ち明けてしまった。




「なるほどね。そんなことがあったんだ」

「……はい」

　お互い、食事のペースが自然と遅くなる。

「わかるな、灯里ちゃんの気持ち」

　感慨深そうにしみじみと話す千和さんに、首を傾げてしまう。

「私の気持ち、ですか？」

「うん」

　千和さんはまた食べ進めながら、ゆっくりと話し始めた。

「好きな人のことになると、誰だって不安になって当たり前。どうしようもないことにまで嫉妬したりしちゃうもの。それに泣きたくなる気持ち、痛いほどわかる。好きだから不安で苦しくて、泣けちゃうんだよね。……私も何度涙を流したことか」

「え、千和さんもですか？」

　声を張ってしまうと、千和さんは噴き出した。

「当たり前だよー！　私だって恋する乙女なんだから。代表を好きになってから、何度も泣いてきたわ」

　嘘……千和さんが？

　にわかには信じがたいセリフに、箸を持つ手がすっかり止まってしまった。

「好きになったばかりの頃は、『私なんて相手にされない』とか『釣り合ってない』とか、そんなことばかり考えちゃってた。……でもどんなにマイナスなことを並べても、好き以外の感情なんて生まれてこなかったの。だったらいっそのこと、私が代表に釣り合う女になればいいんだって思い立って、そこから無我夢中で仕事にとり組んだわ」

　そうだったんだ……。でも私も千和さんの気持ちがわかる。どんなにつらくても好きなんだよね、健太郎さんのことが。

　初めて聞く千和さんの話に頷きながら、引き続き耳を傾ける。

「それに私、灯里ちゃんに嫉妬しまくってたんだけど……気づかなかった？」

「私にですか？　千和さんがっ!?」

　予想外なことに自分自身を指差すと、千和さんは口元を押さえて笑いだした。

「その様子じゃ気づいてなかったんだね。灯里ちゃんが入社してきたときから、ずっと嫉妬していたのよ？　だって〝代表の妹〟なんて、最高にうらやましいポジションじゃない。しかもあの溺愛っぷりだし」

「アハハ……」

　それに関しては、もう笑うしかない。

「灯里ちゃんはすごくいい子で頑張り屋さんで……そんな灯里ちゃんが大好きだけど、嫉妬もしまくりなの。ごめんね、こんな先輩で」

　困ったように目尻を下げる千和さんに、慌てて首を振った。

「いいえ、そんなっ！　むしろ私のほうこそすみません、なんか……」

　私ごときがうらやましがられるなんて、申し訳ない。

「なんで謝るの？　灯里ちゃんは、全然悪くないじゃない」

「そう、ですけど……」

　心苦しいのは、会社の人たちと同じように、千和さんにも私とお兄ちゃんの関係を秘密にしているからかもしれない。

　私とお兄ちゃんは、本当は血が繋がっていないってことを。

　言葉に詰まっていると、千和さんは私の隣の席に移動してきて、私にしか聞こえないように囁いた。

「あのね、灯里ちゃん。実はこの前、代表と食事したときに聞いちゃったの……ふたりに血の繋がりがないってこと」

　嘘……ちょっと待って。千和さん、今なんて言った？

　気が動転してしまい、瞬きすることさえ忘れてしまっている私に、千和さんはバツが悪そうに言った。

「代表がね、私になら話しても大丈夫だろう、って言ってくれて。それで全部聞いちゃった」

「そう、だったんですか」

　うまく舌が回らない。千和さんに黙っていたことがバレてしまい、なんだか後ろめたい。

　どう思ったのかな？　ずっと一緒に働いていて、千和さんの気持ちも知っていたのに、肝心なことを言わずに内緒にしていたんだから……怒ってる？

　不安が一気に押し寄せてきたけれど、千和さんはなぜか穏やかに微笑んでいる。

「正直、最初聞いたときは焦った。血の繋がりがないってことは、結婚できちゃうってことでしょ？　あの溺愛っぷりを考えると、代表は間違いなく灯里ちゃんに男として好意を抱いている、って瞬時に思っちゃったの」

「千和さん、それはっ――」

「でも違ったんだよね」

　私の声を遮るように発せられた言葉。

「代表はさ、血の繋がりとか関係ないって言ったの。『俺にとって灯里は可愛い妹で、一生大切な存在だ』って言っていた」

「お兄ちゃんが？」

「うん。灯里ちゃんがお嫁に行くまで、自分は絶対に恋愛なんてしない、って宣言されちゃった」

　お兄ちゃんってば、千和さんにまでそんな話をしちゃってたんだ。

　でも嬉しい。お兄ちゃんがそんな風に言ってくれてたなんて。私にとってもお兄ちゃんは大切な存在で、それは一生変わらないから。

「それを聞いて、自分が情けなくなっちゃってさ。灯里ちゃんに嫉妬するなんて、バカみたいに思えちゃったの。……人の気持ちなんてその人にしかわからないし、感じ方もそれぞれ違うでしょ？　なのに、私はふたりの間に血の繋がりがないって聞いただけで、変なこと考えちゃってさ。つくづく恥ずかしくて、反省しちゃったよ」

　そう言いながら舌を出す千和さんに、胸が締めつけられる。

　千和さんのように想像してしまうのは、当たり前だと思う。なのに、そのことを恥じて反省する千和さんは素敵だなって素直に感じた。そして同時に、これほど素敵な人がお兄ちゃんを好きでいてくれて、妹として嬉しい。

「だからね、灯里ちゃん。周りの意見なんて気にすることないと思うよ。周囲がなんて言おうが、彼は灯里ちゃんと結婚したいって言っているんだから。素直に彼の言葉を信じるべきよ。それに灯里ちゃんは、あの代表が溺愛しちゃうくらい魅力的なのよ？もっと自信を持っていいと思う！　でないと、私の気持ちが報われないわ」

「千和さん……」

「もー、そんな泣きそうな顔しないの！」

　千和さんは「元気出して！」と言いながら、励ますように何度も背中をさすってくれた。

　そんなことをされたら、ますます涙が出てしまいそうだ。千和さんの手があまりに温かいんだもの。

「灯里ちゃんが幸せになってくれないと、私も幸せになれそうにないんだから、頑張ってよ。……本当、応援しているから」

「はい」

「それとね、初めから自分に自信がある人なんて、そうそういないはずよ。自分なんて努力でいくらでも磨けるものなんだから、あまり考え込まないこと！」

「……はい！」

　私も千和さんを見習って、もっと自分を磨こう。外見的にももっとキレイになりたいし、仕事だって頑張って、いつでもキラキラ輝いていたい。

　元気よく返事をすると、千和さんは「よし！」と言いながら笑い、私の頭をわしゃわしゃと撫でてくれた。

「もー千和さんってば、髪がボサボサになっちゃったじゃないですか！」

「元気が出るようにやったのよ」

　そう言って、また声をあげて笑う千和さんにつられて、私まで笑顔になる。

　いつの日か、千和さんと本当の姉妹になれる日が来るといいな。

　そう、強く願ってしまった。




「灯里！　俺がクライアントとの交渉を終えるまで、ぜーったいに帰るなよ!?」

「わかったってば」

「田中！　灯里のこと、ちゃんと拘束しておけよな」

「何度もそう約束しております」

　午後十八時前。

　今日の業務を終えて帰り支度をしていると、お兄ちゃんに確保され、そのまま代表室まで連れてこられてしまった。

　お兄ちゃんは私と田中さんに何度も念を押し、クライアントとの待ち合わせ場所である一階のレストランへと向かっていった。

　その姿が見えなくなると、田中さんと同時にため息をこぼしてしまい、隣を見れば彼とバッチリ目が合ってしまった。

　一瞬『しまった』と思うも、すぐに笑顔をとりつくろう。

「あんな兄で申し訳ないです……」

　慌てて貼りつけた笑顔はぎこちない。苦手な田中さんとしばしふたりきりで過ごすかと思うと、胃が痛くなりそうだ。

　きっと、無表情のまま『えぇ、本当に』とか『まったくです』というひと言で会話が終わり、気まずい空気に包まれてしまうんだろうな。

　ところが……田中さんは予想に反して、少しだけ口角を上げて微笑んだ。

「まったく、本当ですね。代表という立場よりも、灯里さんの兄としての立場を優先させるのですから」

　視線が彼に釘付けになってしまう。だっていつもの田中さんじゃないんだもの。

　この表情に、この言い方。これって『憎めない人だな』って言っているみたいだし、言葉の端々に愛情みたいなものを感じてしまう。

「灯里さん、非常に居心地が悪いのですが」

「えっ……あっ！　すみません!!」

　あまりに長い時間、ジッと見てしまった。

　さすがに気づかれてしまい、田中さんが少しだけ顔をしかめたものだから、慌てて視線を落とした。

　でも、こればっかりは田中さんのせいだ。あんな表情、今まで見せてくれたことなかったもの。

　完全に自分に非があるくせに、理由を並べて田中さんのせいにしてしまう。

　それでもバツが悪くて、必死に田中さんに頼まれた書類を整理していると、急にポケットに入れておいたスマホが鳴りだした。

　しまった。もう退社できると思って、マナーモードを解除したままだった。

「すみません」

　慌ててスマホを取り出し、電源を落とそうとしたけれど、その手は画面を見た途端、止まってしまった。なぜなら電話の相手は健太郎さんだったのだから。

「灯里さん？」

　田中さんの声と同時に電話は切れてしまい、我に返る。

「すっ、すみませんでした」

　再度謝るも、動揺を隠せない。

　健太郎さんから電話がかかってくることなんて滅多にない。もしかしたら昨日のように、『早く終わったから会おう』っていう用件だったかもしれない。

　健太郎さんに電話をかけ直したい衝動に駆られるけれど、『今は仕事中』と心を落ち着かせる。

　お父さんが言っていた。健太郎さんは腕の立つ外科医だから、彼しかできないオペもあるらしく、急に呼び出されることも多いって。そして誰よりも自分の仕事に誇りを持っている人だって。

　だから、健太郎さんに釣り合う女性になりたいと思うなら、ここで仕事を放り出して会いに行くわけにはいかない。

　長押しし、電源を落としていると、田中さんが「もしかして……」と呟いた。

「例の彼からですか？」

　電源が切れたスマホから田中さんへと視線を移すと、彼はいつの間にか仕事をする手を休め、私をまっすぐ見据えていた。

「どうなんですか？」

　黙ったままの私に、若干イライラした口調で聞いてきたものだから、咄嗟に「そうです」と答えてしまった。

　だけどすぐに『しまった』と口元を両手で覆う。

　どうして仕事中に、プライベートな事情を話してしまったのだろうか。田中さんは耳にタコができてしまうほど、お兄ちゃんから健太郎さんのことを聞いているはず。

　なのにそんな彼から電話があったと、素直に伝えるなんてアホすぎる。

　同じことを思ったのか、田中さんに「灯里さんは正直すぎて、ある意味バカですね」なんて言われてしまった。

　だけどその表情は、やっぱりさっきと同じように、愛情を感じられるもので……。

　再び視線が釘付けになる。

「素直な灯里さんに免じて、代わりに代表に怒られておきますので、どうぞ行ってください。きっとデートのお誘いでしょう」

「え……？」

　意味がわからず聞き返すと、彼は不快そうに顔を歪めた。

「ですから『どうぞ会いに行ってください』と言っているんです。代表が戻ってきたら、せっかくのチャンスを逃してしまいますよ？」

　単調な声で書類に目を通しながら話す田中さんに、開いた口が塞がらない。

「え、でも……あの、本当にいいんですか？」

　私が去ったら、田中さんに迷惑がかかることくらい、充分理解している。

　お兄ちゃん、すごく怒るだろうから。

「ですから、さっきから〝いい〟と言っているでしょう？　早くしないと代表が戻ってきてしまいますよ」

「田中さん……」

　ずっとこの人のことが苦手で、一緒にいると居心地が悪くて仕方なかったけれど、本当は私が思っているような人ではないのかもしれない。以前、定時で帰してくれたときもそうだった。田中さんは私の気持ちを汲くんでくれていた。

「聞こえませんでしたか？」

　彼のしびれを切らしたような声に、慌てて立ち上がる。

「すみません、ではお言葉に甘えてしまいます」

　ここで『気遣い無用です』と言おうものなら、田中さんをますます怒らせてしまいそうだ。素直に好意に甘えることにし、慌てて書類をまとめて彼に差し出した。

「中途半端で申し訳ないのですが……」

「かまいませんよ、これくらいすぐに終わりますから」

　本人にまったく悪意はないと見てとれるけど、言葉が軽く胸に突き刺さる。

　でも以前ほど嫌な気持ちにならないのは、田中さんがどんな人なのか、少しだけわかってきたからかもしれない。

「すみません、お先に失礼します」

　頭を大きく下げ、さっさと退散しようと回れ右したとき。

「灯里さんは、もっと自分に自信を持つべきですよ」

　突然かけられた声に足が止まり、また田中さんのほうを向いてしまう。

　けれど彼は先ほど同様、書類に目を通したまま話を続けた。

「すみませんが、昼休み、レストランでの会話が聞こえてしまいました」

「聞こえたって……えぇっ!?」

　あの恥ずかしい会話を聞かれていたってこと!?

　田中さんはおたおたしている私にかまうことなく、また事務的に話し続ける。

「好きな女性が自分を卑ひ下げしていたら、男としては悲しいです。悩んでいるのなら、その素直な気持ちをぶつけるべきですよ」

　励ましてくれている……のかな？　思いがけないセリフに声が出ない。

「ご理解されたら、早く退社されることをオススメします」

「はっ、はい！」

　急に厳しい口調に変わったものだから、背筋がピンと伸びてしまった。

「お疲れ様でした。お気をつけて」

「ありがとうございます」

　今度こそ回れ右をし、オフィスをあとにする。

　それにしてもびっくりした。

　田中さんが仕事や挨拶以外で話しかけてくれたのも初めてだったのに、こうやってお兄ちゃんの言いつけを破り、帰らせてくれて、アドバイスまでしてくれるなんて。

「『素直な気持ちをぶつけるべき』……か」

　エレベーターに乗り込み、スマホを見ると十八時半を回っていた。

　そのまま電話履歴を確認すると、さっきの健太郎さんからの着信が表示されている。

　昨夜いろいろ考えてしまった。私は健太郎さんに釣り合っていないとか、私は健太郎さんのことを何もわかっていないとか。

　でも健太郎さんから電話がかかってきたとき、そんな考えは全部どこかに行っちゃったんだよね。ただ素直に会いたいって思った。

　一階でエレベーターを降り、エントランスに向かう途中、健太郎さんに電話をかけた。ドキドキしながら待つことワンコール。

『なんで電話に出ないんだよ』

　すぐに聞こえてきたのは、健太郎さんの不機嫌そうな声だった。

　さっきまで会いたいって思っていたのに、彼の横柄な態度にさすがにムッとしてしまう。

「仕方ないじゃないですか、仕事だったんです！」

『知ってる。悪い……その反応が見たくてちょっとからかっただけだ』

「え？」

　予想に反した答えに、足が止まってしまう。

『一か八か、来て正解』

「嘘……」

　スマホを耳に当てていた手は、ゆっくりと下がっていく。五メートル先のドアの向こうには健太郎さんが立っていたのだから。

　そして私に向かって目を細め、手招きしている。『おいで』と口を動かして。

　その姿を見た瞬間、止まっていた足が動きだす。瞳は健太郎さんの姿を捕らえたまま。エントランスを抜けて健太郎さんのもとまで行くと、心臓がバクバク騒ぎだす。

　健太郎さんは得意げに口を開いた。

「なんとなく、まだ会社かなって思ったんだ。……昨日ぶりだな、灯里」

「健太郎さん……」

　あぁ、もうダメだな。

　どうして私はこの人をこんなに好きになってしまったのだろうか。こうやって会いに来てくれただけで嬉しくて、泣きそうになる。

「またお兄さんに見つかったら大変だし、行こうか」

「あっ、はい」

　健太郎さんと手を繋ぎ、車を停めているパーキングへと向かう。

「今日は仕事、早く終わったんですか？」

　二日連続で早く上がれるなんて、健太郎さんにしてみたら珍しい。

「あぁ。つーか早く終わらせてきた。灯里、昨日少し様子がおかしかったし。だから心配で会いに来たんだ」

　元気がなかったことに気づいてくれていたなんて……。ダメだ、もう涙腺が崩壊しちゃう。

「妙に浮かない顔してただろ？　だから心配でさ……って、おい！　どうして泣くんだよ!?」

「だって……っ！」

　突然目を潤うるませた私に、健太郎さんは慌てだした。

　お互いの足が止まり、繋いでいた手も自然と離れていく。

　涙がこぼれ、簡単には止まってくれそうにない。気持ちが溢れてやまないから。

「私……健太郎さんにふさわしい女性になりたいです」

「は？」

　抑え切れない感情を言葉として出してしまうと、健太郎さんはずいぶんとマヌケな声をあげた。

「だって全然釣り合ってないじゃないですか。それに健太郎さん、女性経験豊富そうだし、なんかそれ、嫌だし」

「ちょっと待て、灯里。どうしてそんなこと気にするんだよ」

　少し怒りをはらんだ声にためらうも、脳裏を掠めたのは千和さんと田中さんの言葉。

　素直な気持ちを伝えるんだ。自分の口から。

　昂る感情を落ち着かせようと深呼吸をし、健太郎さんをまっすぐ見据えた。

「昨日、いつもと服装が違うことに気づいてくれて嬉しかったです。……本当は私も健太郎さんに早く会いたいから、待ち合わせ時間よりだいぶ早く行っちゃったんです」

「灯里……」

　大きく目を見開く健太郎さん。

　その姿に恥ずかしさが一気に襲ってくる。だけど、ここで伝えるのをやめるわけにはいかない。

「女慣れしているのを感じると嫉妬しちゃうし、周囲の目も気になっちゃうし。それに私、健太郎さんのことを全然知らないんです。なのに知る努力もしなかったし、仕事が大変なのに会いに来てくれた健太郎さんを、労うこともしなかった。……そんな自分が情けなくて」

　途中から自分でも何を伝えたいのか、わからなくなってしまった。けれど夢中で、思ったことを口にしていく。

「でも、どんなに悩んで自分に自信がなくなっても、健太郎さんのことが好きなんです」

　話している間も、涙は止まらない。それでも、ちゃんと伝えたかった。

　だけど、いざ言い終えると一気に羞恥心が湧いてしまい、慌てて視線を落とす。

　どうしよう……このあとが続かない。健太郎さんは何も言わずに聞いてくれたけど、もしかして引かれちゃった？

　そんな不安に包まれ、涙を拭いながら鼻を啜すすっていると、急に腕を引かれて健太郎さんに抱き寄せられてしまった。

　彼の温もりに、頭の中が真っ白になる。

「なぁ、灯里が可愛すぎて仕方ないんだけど、どうしたらいい？」

　私の存在を確かめるように、苦しいくらい抱きしめてくる。

　その行為に、やっと今の状況を把握して、身体中が熱くなってしまった。

「けっ、健太郎さん……!?」

　慌てふためくも、健太郎さんは私の身体を包み込んだまま。

　体温とか匂いとか、逞たくましい胸板とか腕の力とか……。五感すべてで健太郎さんを感じられて、心臓が壊れそうなくらい激しく鳴っている。

　壊れてもいい。今はただ、健太郎さんの温もりを感じていたいって思えるよ。

　ここが路上で周りに人がいるとか、そんなこと気にする余裕もなくなっていく。

　両腕をゆっくりと健太郎さんの背中に回すと、彼の身体が一瞬驚いたように動いた。そして健太郎さんは「灯里」と声を漏らし、慈しむように私の髪を撫でてくれた。

　緊張や照れよりも嬉しさが込み上げてくる。

　どれくらいの時間、健太郎さんと抱き合っていただろうか。髪に触れていた彼の手が離れていき、ゆっくりと身体は解放されていった。

　そしていつになく真剣な瞳が私の目を捕らえて離さない。まっすぐ伸びてきた手は、さっきまで涙を流していた目元をそっと撫でる。

　そのくすぐったさに、一瞬目を閉じてしまう。

「嫁になるための十ヶ条。第七条」

　健太郎さんは言葉を続けた。

「ひとりで泣かないこと」

「……え？」

　目元に触れていた心地よい手の動きが止まり、今度は頬をそっと撫でてくる。

「あのさ、釣り合うとか釣り合わないとか、それって一体誰が決めんの？」

「それは……」

　通りすがりの人だとは、とても言えそうにない。

　言葉に詰まっていると、健太郎さんが続けた。

「いいか、灯里。それは誰かが決めることじゃない。お互いが想い合っていれば充分だと俺は思うけど？」

「健太郎さん……」

「ん？」

　彼は眉をハの字に下げ、困ったように微笑みながら『そうだろ？』と目で訴えてくる。

「さっきみたいに、思ったことはなんでも俺に話すこと。絶対にひとりで泣かないこと。灯里がひとりで悲しんでいるかと思うと、俺もつらくなるから」

　健太郎さん……っ！

　一度止まったはずの涙が、また溢れてきてしまった。

「おいこら。人が『泣くな』って言ってるそばから泣くか？」

　健太郎さんは眉尻を下げ、少しだけ困惑したようにはにかんだ。

「だって健太郎さんが泣かせること言うからっ！　……それにいいじゃないですか、今はひとりで泣いていません」

　反論すると、健太郎さんは面食らった顔をしつつも、すぐにその表情をクシャッと崩した。

「そうだな、今はいいか。俺が一緒だし」

　健太郎さんは声を押し殺して笑うと、また溢れる涙を親指でそっと拭ってくれた。

「俺が嫁にしたいって思うのは灯里だけだよ。この先もずっと。だから不安にならないでほしいし、何かあったら俺にこうやって話してほしい。それに俺と灯里は、すっげぇお似合いだから」

　惚れ惚れしちゃうくらいの眩しい笑顔に胸がときめく。

　そして何も言わない私に、再度健太郎さんは囁いた。

「好きだよ」と――。

　そのまま近づく距離に、ゆっくりと瞼を閉じていく。

　初めてのキスは触れるだけの優しいキスで、頭の芯まで甘くとろけてしまいそうになる。気づけば、ここは路上で、周囲からは冷やかす声が聞こえてきたけど、今は健太郎さんのことで頭がいっぱいだ。

　離れていく唇。そのスピードに合わせるように瞼を開ければ、極上の甘い顔をした健太郎さんと目が合う。その瞬間、また唇を奪われてしまった。今度は目をつぶる暇さえ与えられず、またギュッと抱きしめられた。

「あー……ヤバい、このまま灯里を帰したくないんだけど」

　吐息交じりの声に、頬がほんのり熱くなる。経験がなくたって、その言葉の意味くらい充分理解できる。

「なんて、な。さて、せっかく会えたし、どこかで飯でも食っていこう」

　明るくそう言いながら、健太郎さんが離れていくから、咄嗟にその腕をつかんでしまった。

「……灯里？」

　自らの行動に、自分自身が驚いている。

　だけど思ってしまったの。彼と同じように、今日はこのまま帰りたくない。もっと健太郎さんと一緒にいたいって。

「……私も」

「え？」

　本音を伝えた声は小さくて、健太郎さんの耳には届かなかった。

　今度はしっかり届くよう、けれど健太郎さんにしか聞こえないよう呟いた。

「私もこのまま帰りたくない、です。……もっと健太郎さんのそばにいさせてください」

　彼の目を見て絞り出すように言うと、健太郎さんは瞬きするのを忘れたように、私を凝視してくる。

　大胆なことを言っているのはわかってる。でも、嘘はないから。このままご飯を食べてさよならなんて、したくない。

　気持ちを伝えるように、腕をつかむ手の力をギュッと強めると、健太郎さんの瞳は大きく揺れ、ためらいがちに聞いてきた。

「じゃあ、さ。……俺の家、来る？」

　健太郎さんの家……。

　その先に何があるのか承知している。でも、きっと健太郎さんも私と同じ気持ちのはず。だから恐る恐る聞いてきたんだよね？

　そう思うと、すぐに頷く自分がいた。

　すると健太郎さんは、目を見開いたあと、頬を緩めて「あとからナシとか無理だからな」と呟いた。そして私の手を取って足早に歩きだす。

　これからのことを想像しちゃうと恥ずかしいし、ちょっぴり怖いし不安。でもそれよりも、健太郎さんとの時間を大切にしたい、って気持ちのほうが勝っているの。

　パーキングに着き、車に乗り込むと、すぐに出発した。車内ではお互い口を開くことなく、静かに音楽が流れているだけ。

　車は二十分ほどで、ある高層マンションの地下駐車場へと入っていった。

　健太郎さんは車を停めると、早速車から降り、助手席のドアを開けて手を差し伸べてくれた。

「あのさ、まだ引き返せるけど、どうする？」

　ここまで来ていながら、健太郎さんは不安げな顔をしている。

「灯里が嫌なら全然いいから。……無理はさせたくない」

　そして、またこうやって胸を苦しくさせることを言ってくる。

　健太郎さんはわかっていないのかな？　こういうセリフが、私をときめかせているってことに。

　目を泳がせて困ったように頭をかく姿さえも、好きって思えてしまうの。なのに、ここまで来て『嫌』だなんて言うはずがないじゃない。

　差し出されたままの手をそっと取ると、健太郎さんは身体を震わせた。

「全然嫌じゃありませんから」

　力強く伝えると、そのまま車から降りた。

　健太郎さんはホッとした様子で、少しだけ口角を上げた。

「じゃあ、もう聞かないから。……こっち」

　ドアを閉め、私の腕を引っ張っていく。

　気が逸っているのか、健太郎さんの歩くスピードが速くて、途中何度も足がもつれそうになる。いつになく余裕がないように見えるのは、気のせい？

　そして、エレベーターに乗り込み、降りたのは二十階のフロア。

　廊下を進み、角部屋のドアの鍵が乱暴に開けられると、腕を引かれてそのまま中に押し込められた。

「……んっ！」

　ドアが閉まる音とともに塞がれた唇。さっきのキスとは比べ物にならないくらいの深い口付けに、思わず声が漏れてしまう。

　それでも健太郎さんはキスをやめてくれなくて、息苦しさを覚えていく。

　暗くら闇やみの中で交わすキスは、お互いの吐息だけしか聞こえなくて、羞恥心を煽られる。

「ごめん。俺、余裕ない」

　キスの合間に漏れた、吐息交じりの声が妙に色っぽくて、キュンとする。緊張でいっぱいだったのに、食べられてしまいそうな甘いキスに溺れる。

　そのまま乱暴に靴を脱がされ、抱き上げられると、真っ暗な室内を奥へと進んでいく。その途中も何度もキスをされ続け、何も考えられない。

　健太郎さんが好き。それだけしか頭になかった。

　健太郎さんは、私を抱えたまま、ある部屋のドアを器用に開け、ひとりで寝るには広すぎるベッドに私を下ろした。

　そのまま健太郎さんが覆いかぶさってくる頃には暗闇にも慣れてきて、彼の表情が窺えた。

「灯里……」

　余裕なく切なげに発せられた声に、胸が高鳴る。ネクタイを緩めながらキスをしてくる彼に、感情がますます昂っていく。

　それからは、もう夢中だった。健太郎さんに与えられる温もりだけを、ただただ感じていた。そして願ってしまったの。

　このままずっと、健太郎さんとこうしていられたらいいのに、って――。










第八条　一番に夫を頼ること




　心地よい温もりと、肌触りのいいかけ布ぶ団とん。

　そして大好きな人の腕に抱かれて寝た夜――。

　懐かしい夢を見た。

　それはまだ幼い頃の、断片的な記憶。

　毎日が楽しくて、本当のお父さんとお母さんと過ごす日々が幸せでいつも笑って過ごしていた。なのにそんな日常が突然奪われてしまって、毎日が苦痛で悲しいものに変わった。

　ふたりが目の前から消える夢を、何度見ただろうか。次第に夜、眠るのが怖くなった。

　けれど、そんな恐怖はある日を境に、消えてなくなってしまったんだ――。




「んっ……」

　頬に触れるくすぐったい感覚に重い瞼を開ける。すぐに目に飛び込んできたのは、互いの鼻が触れてしまいそうなほどの至近距離で、私を見つめる健太郎さんの甘い顔。

　目をパチクリさせ、固まったままの私を見て、彼は私の頬に触れていた手を離して朝から豪快に笑いだす。

「びっくりした？　起きて俺が隣にいて」

「は……い」

　そうだった。昨日私、健太郎さんと……。

　一瞬で昨夜のことが頭に浮かんでしまい、恥ずかしくて頭から布団をすっぽり被ってしまった。

　しかも、いつの間に寝てしまったのか、何も身にまとっていない状態に、ますます赤面するばかり。

　そんな私をからかうように、健太郎さんは抱きしめてきた。

「おいこら、何恥ずかしがってるんだよ。今さらだろ？」

　意地悪そうな声に、羞恥心は増すばかり。

「そっ、それはそうかもしれませんけど……！」

　次第に息苦しさを感じ、我慢できずに布団からゆっくりと顔を出せば、甘ったるい瞳の健太郎さんに迎えられる。

「おはよう、灯里」

「健太郎さ――」

　言葉が続かなかった。すぐに唇を塞がれてしまったから――。

　わざとリップ音を鳴らして離された唇。

　恥ずかしくて死にそうだ。けれど、これほど幸せを感じながら目覚めたのは、生まれて初めてかもしれない。

「……おはようございます」

　ワンテンポ遅れて挨拶すれば、健太郎さんはプッと噴き出した。

　笑われているのに、心は幸福感で埋め尽くされている。恋って不思議なものだなって改めて思い知らされた。

　隣でひたすら笑う彼の姿にときめいてしまっていると、健太郎さんは心を落ち着かせるように、大きく息を吐いた。

「あー……幸せ。こうやって灯里と一緒に朝を迎えられるとか。……なんかいいな」

　もう本当に勘弁してほしい。朝から人をキュン死させるつもりですか？

　今日も仕事だし、出勤前に一度家に帰らないといけない。そうわかっていても、このままずっと、ベッドの上で過ごしていたいと思ってしまう。

「そういえば、灯里が寝ている間に家には連絡入れておいたから」

「……あっ！」

　すっかり忘れていた、家に連絡を入れること。……あれ？　でも私、健太郎さんに自宅の電話番号、教えたかな？

　不思議に思っていると、健太郎さんは私の髪を撫でながら話してくれた。

「上司に連絡先を聞いたんだ。無断外泊はマズいだろ？　特にお兄さんにバレるのは。ご両親の提案で、職場の先輩の千和さんって人の家に泊まったことになってるから。だから、お兄さんに聞かれてもそれに合わせろよ？」

　なるほど、さすがはお兄ちゃんのシスコンぶりを把握している両親だ。

　私がいつも慕っている千和さんの家に泊まったことになっているのなら、問題はない。……だけど、家に帰るの恥ずかしいな。だって、昨日私が健太郎さんの家に泊まったことを、もう知られているのだから。

「こんなに仕事に行きたくないって思ったの、初めてだ」

　健太郎さんはポツリと呟くと、私の身体を抱き寄せる。直に感じる健太郎さんの温もりに、身体が熱くなっていく。

「灯里とずっとこうしていたい」

　そんなの私だって同じ。

　なのにうまく言葉にすることができなくて、代わりに彼の背中をギュッと抱きしめ、意思表示をした。

　すると、頭上からクスクスと笑い声が漏れてきた。

「通じたよ、灯里も同じだって」

　あぁ、やっぱり健太郎さんには、私の気持ちがすべてお見通しなんだ。言葉にしなくても、ちゃんと伝わるのだから。

　時間ギリギリまで、健太郎さんとお互いの存在を確かめ合うように抱き合っていた。




「えぇっ!?　ついにヤッ――」

「千和さん!!」

　際どいワードに慌てて声を張り上げると、千和さんは〝しまった〟と苦笑いしながら、小声で「ごめん」と謝ってきた。

　昼休み。

　昨夜のアリバイ工作ではないけれど、万が一に備えて千和さんにも事情を話しておこうと思い、やってきたのは会社近くにある定食屋。

　広い店内のほとんどは座敷席で、メニューも豊富でリーズナブル。しかも料理はどれも絶品。

　だから私も千和さんもお気に入りの店で、会社の人たちに聞かれたくないような話をするときは、よくここを訪れていた。

「それにしてもびっくりした。まさか昨日そんなことが起きていたなんて。……でも勇気を出して、ちゃんと自分の気持ちを言えてよかったね」

「はい、千和さんのおかげです」

　彼女がいつも話を聞いてくれて、アドバイスしてくれるから。だから私はそのたびに一歩進めるんだ。

「やだな、私はただ自分が嫉妬深い人間だって打ち明けただけで、何もしてないよ？頑張ったのは灯里ちゃんなんだから、自信を持たなくちゃ」

　笑いながらご飯を頬張る姿に、顔がほころぶ。

　飾らなくて、恩着せがましくもない、いつも自然体な千和さんが私は大好きだ。

「それで話は戻るけど、昨日灯里ちゃんは、うちに泊まったってことにすればいいのね」

「あっ、はい。すみません、ご迷惑おかけしてしまって」

　好きな人であるお兄ちゃんに嘘をつかせてしまうのだから。

　けれど千和さんは声をあげて笑いだした。

「何言ってるのよ！　全然迷惑じゃないからね。可愛い後輩の頼みだもの、そんなの朝飯前よ。……でも、いずれは代表に嘘をつかずに済むようになるといいね」

「……はい」

　和やかムードから、一気にしんみりしてしまう。

「健太郎さんのことを知ってくれれば、お兄ちゃんも好きになってくれると思うんですけどね」

「大丈夫、いつかきっとそんな日が来るわよ。灯里ちゃんが信じなくちゃ」

「そうですね」

　お兄ちゃんは健太郎さんのことを毛嫌いしているけど、ふたりは似ているから。雰囲気とか考え方とか、仕事に打ち込む姿も……。そのことをお互い知ったら、今の関係は間違いなく変わるはず。むしろ意気投合しちゃうんじゃないかな？

　本当に、そんな未来が来るといいな。

　それから他愛ない話をしながら食事を楽しみ、昼休みが終わる前に会社に戻った。




「さて、と。今日もそろそろ終わりね」

「はい」

　時計を見れば、就業時間終了まで残すところ五分ほど。受付カウンターの中を整理整せい頓とんしたり、パソコンの電源を落としたりしていると、五分なんてあっという間に過ぎてしまった。

「お疲れ様！　……といっても灯里ちゃんは、まだ上がれないんだっけ？」

「はい、残念ながら」

　今朝、家の近くまで健太郎さんに送ってもらって帰宅すると、玄関の前でお兄ちゃんが待ちかまえていた。

　健太郎さんは家の前まで送ると言ってくれたけど、無理やり近くで降りて正解だった。でなかったら、お兄ちゃんと鉢合わせていたところだもの。

　健太郎さんの言う通り、両親がうまくごまかしてくれていたけれど、お兄ちゃんはひどくご立腹だった。

　あれほど釘を刺されたのに、無断で退社してしまったのだから。当分の間は逆らえなさそうだ。

　これからのことを思うと、気が重くなる。そのせいか、なんだかさっきからお腹が痛い。ダメだ、お兄ちゃんのことは考えないようにしよう。

「千和さんは、気にせず先に上がってくださいね」

　痛む場所を少しだけさすりながら、明るい声をあげた。

「そう？　ごめんね、いつも」

　申し訳なさそうに謝る千和さんに、慌てて首を振った。

「何言っているんですか。業務時間は終わったんですから、遠慮は無用です。お疲れ様でした」

　笑顔でそう伝えると、千和さんは後ろ髪を引かれるように何度も振り返りながら、「お疲れ」と言ってオフィスへと消えていった。

「千和さんってば、気にしすぎ」

　そこが千和さんらしいところなのかもしれないけど。

　そんなことを思いながら私もオフィスに戻り、田中さんのもとへ行こうとしたとき。ドアが開くと同時に、お兄ちゃんが勢いよく飛び出してきた。

「灯里！　ちゃんといるか!?」

　げっ、お兄ちゃん!?

　勢いのままに、私に抱きつくお兄ちゃん。

　ドアは開いたままで、働いている社員たちの視線をヒシヒシと感じてしまう。

「だっ、代表、ちょっと離れていただいてもよろしいですか？」

　ここは会社だというのに、毎回毎回お兄ちゃんは……！

　呆れぎみに言っても離してくれるどころか、さらに強い力で私の身体を抱き寄せてきた。

「ダメだ！　ちょっとでも目を離すと、また勝手に帰るだろ!?　今日は俺もあと少しで仕事が終わるから、そばにいろ」

「え、ちょっと!?」

　身体を離されたかと思えば、強引に腕を取られてオフィスへと連れられていく。

　まだ残業している社員たちは〝またか〟とか〝始まった〟という目で私たちを見ていた。毎度のことだけど、それでもお兄ちゃんはいろいろなプロジェクトを成功させて業績を伸ばしているから、みんなからの信頼を損ねない。

　社員たちに頭を下げながらも、お兄ちゃんに引っ張られてやってきたのは、代表室。腕を引かれたまま部屋に入ると、そこには田中さんがいた。

「灯里さん、お疲れ様です」

　彼はいつものように無表情のまま淡々と声を発すると、頭を下げてきた。

「あ……お疲れ様です」

　昨日のことについて、すぐにお礼を言いそうになってしまったのを慌ててこらえる。

　ここで言ってしまったら、せっかくみんなに口裏を合わせてもらったのが、水の泡になってしまう。

「田中、灯里に簡単な書類のチェックをやらせておけ。でないとまた脱走されかねないからな。俺はその間、仕事に集中してさっさと終わらせるから。今度こそ逃がすなよ」

「わかりました」

　深く頷いた田中さんを見るとお兄ちゃんは安心したのか、自分のデスクに腰を下ろし、書類に目を通し始めた。

『脱走』って……。たった一日でお兄ちゃんからの信用が、ガタ落ちしてしまったようだ。

　応接の椅子に腰かけ、田中さんに渡された書類に誤字脱字がないかチェックする中、ふとお兄ちゃんを見れば、完全に仕事モードに入っている。その姿は、妹の私から見てもカッコいいと思えてしまう。

　……私の恋愛に関して、もっと寛容になってくれるといいんだけどな。

　しばしお兄ちゃんを見ていると、背後から数回肩を叩かれた。

　振り返れば、田中さんが鼻の前で人差し指を立てていた。そして、私にしか聞こえないくらい小さな声で聞いてきた。

「代表は集中していますので、お静かに。……よろしかったら、紅茶でもお飲みになりますか？」

「すみません、あっでも……！」

「遠慮は無用です。代表のぶんを淹れるついでですので」

　そう言うと、足音をほとんど立てることなく部屋を出ていった。もちろんドアを閉める音も立てずに。

　一連のスムーズな流れに感心してしまう。

　さすがは田中さんだ。彼なら、忍者にでもなれるんじゃないだろうか。

　そんなバカげたことを思いつつも、田中さんに昨日のお礼を言いそびれてしまったことに気づく。

　感謝の気持ちを伝えないと。田中さんが帰してくれなかったら、昨夜のような幸せな時間を過ごすことなどできなかったのだから。

　そう意気込んでいると、田中さんはあっという間に戻ってきた。彼が持つトレイの上からは紅茶のいい香りが漂っている。

　すぐに立ち上がり、彼を見習って静かに駆け寄った。

「手伝います。……昨日のお礼です」

　お兄ちゃんに聞こえないよう小声で囁くと、田中さんは一瞬目を見開き、すぐにいつもの無表情に戻った。けれど、微かすかに目が笑っているような気がする。

「ではお言葉に甘えて、こちらを代表に出していただいてもよろしいですか？　きっと灯里さんのほうが、代表の士気も上がると思いますので」

「はい！　本当、昨日はありがとうございました」

　再度、小声で感謝の言葉を述べ、田中さんからトレイを受け取る。そして書類に目を通しているお兄ちゃんのもとに、運んでいると――。

　急に今まで感じたことのない腹痛と強烈な吐き気に襲われた。

「痛っ……」

　立っていられないほどの激痛に、手にしていたトレイは激しい音を立てて床に激突する。と同時に、私の身体もくずおれた。

「……灯里!?　……おい、どうした！」

「灯里さん！」

　ふたりの叫び声は耳に届いていたけれど、あまりの痛さに床に倒れ込んだまま、返事をすることもままならない。

　何？　これ……。

　意識は次第に朦もう朧ろうとしていく。

　少しずつ遠くなっていくふたりの声。慌てて救急車を呼び、心配そうに私を見守るお兄ちゃん。そうしている間にも視界は徐々にぼやけていき、ついに意識を手放した。




「んっ……」

　重い瞼をゆっくりと開けると、真っ先に目に飛び込んできたのは、真っ白な天井。そして鼻につく消毒液のにおいと、激しい腹痛。

　息苦しさに気づいて自分の状況を確認すると、酸素マスクがつけられていて、左腕には点滴が繋がれている。どうやら病院の個室にいるらしい。

　あれ……私……。

　おぼろげな記憶を辿っていく。

　確かお兄ちゃんに紅茶を出そうとして、そうしたら急にお腹に痛みを感じて……。

　ダメだ、そこから先がうまく思い出せない。

　痛みに耐えながら大きく呼吸していると、ずっと付き添っていてくれたのか、私が目を覚ましたことに気づいた両親が、心配そうに顔を覗き込んできた。

　窓のほうを見れば、すっかり日が暮れていた。

　お兄ちゃんの姿が見えないけれど、仕事に戻ったのだろうか。

　痛みに耐えながらそんなことを考えていると、お母さんが声を震わせた。

「灯里、大丈夫？　痛む？」

　今にも泣きだしてしまいそうなお母さん。

　彼女を支えるようにお父さんが横に立って、事の経緯を話してくれた。

「仕事中、倒れたのを覚えているか？」

　その問いかけに小さく頷くと、お父さんは安心したのかホッと胸を撫で下ろし、話を続けた。

「急きゅう性せい虫ちゅう垂すい炎えんだ。すぐに緊急オペをしてもらったから、もう大丈夫だ。倒れたとき、近くに和臣がいてくれてよかったよ」

『急性虫垂炎』……？　それって、確か『盲腸』だよね？

　そっか、盲腸だったんだ。昔友達がなって、『すっごく痛かった』って聞いてたけど、まさかあんなに激痛だとは思わなかった。手術が終わった今でも痛いし。

「普通より少しひどかったみたいだが、酸素マスクは明日には取れるだろうと言っていた。だけど、点滴とかは状態を見てからだ。……つらいだろう？　まだ熱は下がっていないらしい」

　一気に説明されたけれど、痛みのせいでうまく理解できない。

「それにしてもよかったわ。たまたま搬送された所が佐々木さんの病院で」

　……え？　健太郎さんの病院？

　耳を疑い、お母さんを凝視すると、それに気づいた彼女は声を弾ませながら話してくれた。

「執刀してくれたのも、佐々木さんだったのよ？」

　思いがけない事実に、ただ目を丸くするばかり。

　だけど、そっか。ここ、健太郎さんが働いている病院なんだ。

「そうだ、和臣にも灯里が目を覚ましたことを知らせなくちゃ。あの子ったら泣く泣く会社に戻ったのよ。まったく、困ったお兄ちゃんよね」

　口ではそう言いつつも、お母さんはどこか嬉しそうだ。電話するべく、いそいそと病室を出ていった。

「父さんも、今後のことを先生と話してくる。ゆっくり休みなさい」

　頷くとお父さんは口角を上げ、静かに病室を出ていった。

　それにしても、まさか健太郎さんにオペをしてもらってたなんて。

　お兄ちゃんは健太郎さんの病院を知らなかっただろうから、偶然だよね。

「灯里……？」

　お父さんが出ていって少ししてから、数回ノックする音が聞こえ、ドアが開かれた。そして聞こえてきたのは大好きな人の声。

　顔だけドアのほうに向けると、白衣をまとった健太郎さんが立っていた。

「大丈夫か？」

　私が目を覚ましていることを確認すると、すぐにベッド際まで来てくれて、目線を合わせるようにしゃがみ込んだ。

「痛むか？」

　頷くと、健太郎さんの表情は歪む。

　健太郎さんの今にも泣きだしそうな顔に、目が点になってしまった。健太郎さんのこんな顔……初めて見た。

「救急で運ばれてくる患者の情報を聞いたとき、耳を疑ったよ。まさか灯里だとは、夢にも思わなかったから」

　心配してくれたんだってことが、ヒシヒシと伝わってくる。

「でもよかった。ちょうど今日は宿しゅく直ちょくだったから、俺が執刀することができたし。でなかったら、ほかの男に灯里の身体を傷つけられるところだった」

　相変わらずお腹は痛くて苦しいのに、健太郎さんの冗談めいたセリフに口元が緩む。

「痛みがひどそうだし、鎮痛剤を打とう。それと、まだ熱が高いから、氷枕を敷いてもらえるよう言っておく。……今はとにかくゆっくり休め」

　そう言って頭に触れたのは、大きな手。

　ゆっくり頷くと、健太郎さんは安心したように微笑んだ。

　少しすると看護士さんが病室に入ってきて、健太郎さんが真剣な顔で専門用語を交えてテキパキと指示を出している。その姿が素直にカッコイイと思った。

　まさかこんなかたちで健太郎さんが働く姿を目の当たりにすることになるなんて、ちょっと複雑だけど。

　それから健太郎さんに鎮痛剤を打ってもらい、看護士さんが氷枕を敷いてくれた。

　少しすると痛みも緩和され、気づいたらいつの間にか眠ってしまっていた。




　次の日の午後には無事に酸素マスクを外されたものの、腕には点滴が繋がれたまま。

　それでも痛みはだいぶ楽になっていた。

「失礼します」

　ドアをノックしてから入ってきたのは、二十代後半くらいのキレイな看護士さんだった。

「一之瀬さんを担当させていただきます、看護士の梅うめ沢ざわです」

　彼女のネームプレートには、『梅沢由ゆ美み』と書かれていた。

「よろしくお願いします」

　挨拶を返すと、梅沢さんは「点滴、交換しますね」と言い、手際よく作業していく。

　今まで病院にはあまり縁がなく、入院したのも今回が初めてだけど、看護士さんってキレイな人が多い気がする。

　まじまじと見てしまうと、ふと何かが引っかかった。

　あれ……？　梅沢さんって、どこかで見た気がするんだけど……。

　記憶を辿っていくうちに、ある光景が頭に蘇ってきた。

「あっ！　健太郎さんと一緒にいた……っ!?」

「え？」

　叫んですぐ、後悔の念に襲われる。

　しまった……声に出しちゃった。

　そうだよ、忘れられるわけがない。だって健太郎さんと一緒に、指輪を見ていた人なんだから。

　口走ってしまったものの、どう言葉を続ければいいのかわからない。

　困り果てていると、梅沢さんも気づいたのか「もしかして……」と不安げに聞いてきた。

「佐々木先生の婚約者さん、ですか？」

「え……婚約者？」

　慣れないワードに、咄嗟に聞き返してしまう。

　すると点滴の交換を終えた梅沢さんは、何かを思い出したように頬を緩めた。

「そういえば佐々木先生、ずっと『灯里』『灯里』って言っていたのを思い出したわ。佐々木先生、指輪のカタログを見て悩んでいたので、一緒にお店に行って相談に乗ってあげたんです。フフフ、どうでした？　あの指輪。なかなか、いい物を選んだと思うのですが」

「あ……はい、すごく」

　そうだった、指輪を選んでくれたんだよね。健太郎さんと一緒に。

　事情をわかっているはずなのに、なぜか胸が痛んで仕方ない。

　もらえて嬉しかったけど、お兄ちゃんの手前、指にはめることができず、机の中に大切に保管している。

　それは健太郎さんも了承済みだったけれど、梅沢さんは私の左手を見て首を傾げた。

「どうして指輪されてないんですか？　あっ、もしかしてお気に召しませんでした？」

「いいえ、そういうわけではなくて……」

　本当の理由を説明するのも少し面倒で、言葉を濁してしまう。

「佐々木先生からプレゼントされた指輪、私なら毎日肌身離さずつけますけど、やはり婚約者ともなると、気持ちにも余裕が生まれるんですね」

　予想外のセリフに、驚いてしまう。

　それでも梅沢さんは、ニコニコ笑ったまま続けた。

「ご存知ありませんか？　佐々木先生、病院でも大変人気があるんですよ。私だったら不安で、指輪をつけないなんて無理だなと思いまして。……気を悪くさせてしまったならごめんなさい」

「……いえ」

　ひと言呟くだけで、精一杯だった。

「では失礼します。何かあったらナースコールのボタンを押してください」

　梅沢さんは病室から颯爽と出ていった。

　シンと静まり返った病室で、ギュッと拳を握りしめてしまう。

　余裕なんてあるわけないじゃない。健太郎さんが病院で人気があるってことくらい、容易に想像できるから。

「やだな、担当だなんて」

　ニコニコ笑っていたけれど、遠回しに嫌味を言われたのはわかっている。それに、なんとなく感じ取ってしまった。梅沢さんも、健太郎さんに好意を寄せているんだって。

　どこか勝ち誇ったように指輪の話をしていたし、所々言葉に棘を感じた。まるで自分のほうが健太郎さんのことを知っていると言いたそうに。

　そんな梅沢さんに退院するまでお世話になるなんて、嫌だな。さっきみたいに私が知らない健太郎さんの話をされるかもしれないし。

　現実から逃避するように布団を被り、ギュッと目をつぶる。

　嫌なことは考えたくない。そう思っているのに、脳裏に浮かぶのは以前見かけた、ふたりの仲睦まじい様子。

　梅沢さんだけじゃない。この病院にはたくさんの人が働いている。健太郎さんのことを本気で好きな人だっているかもしれない。いや、〝かもしれない〟じゃなくて、〝きっと〟いるよ……。

　ネガティブな考えばかりが、頭の中を駆け巡る。

　なんとか打ち消そうと奮闘していると、急にからかうような声が聞こえてきた。

「こら、何狸たぬき寝入りしているんだ？」

　布団から顔を出すと、目の前に健太郎さんがいた。

　いつの間に部屋に入ってきたのだろうか。物音に全く気づかなかった。

　口を開けたまま健太郎さんをガン見してしまっていると、彼はフッと息を漏らし、顔をほころばせた。

「なんだよ、そのマヌケ面は」

「痛っ」

　頬を軽くつねられてしまい、思わず声が漏れてしまった。

　なのに、健太郎さんはおかしそうに笑うだけ。

「マスク外れてよかったな。どうだ？　調子は。まだ痛むか？」

　急にいつもより優しい口調になったものだから、調子が狂ってしまう。

　それに、昨日は痛みでそれどころじゃなかったけれど、健太郎さんの白衣姿は想像以上にカッコいい。いつもの健太郎さんではない気がして、ドキマギしてしまう。

「ちょっと痛みます」

　複雑な思いが入り交じる中、正直に答えるけど、どうしても健太郎さんの顔が見られなかった。

「そりゃそうだろうな、まだ術後一日しか経っていないんだから。……で？　痛みじゃないとしたら、灯里の元気のない原因はなんなんだ？」

「……え？」

　ギシッと軋きしむベッド。健太郎さんがベッドに腰かけたのだ。

　そのまま前屈かがみになり、顔を私にゆっくりと近づけてくる。

「俺が気づかないとでも思ったのか？　……灯里、昨夜と様子が全然違うから」

　やだな、また泣いてしまいそうだ。

　どうして健太郎さんは、私のことを誰よりもわかってくれるの？　どうしてこうやって、些細な変化にも気づいてくれるの？　……まるで、ずっと昔から一緒にいたみたい。

　答えが聞きたい一心で健太郎さんを見つめてしまうと、彼は優しい顔で「ん？」なんて吐息交じりの甘い声を漏らす。

「あっ、今思いついた」

　そう言うと、健太郎さんは得意げな顔を見せ、私の耳元で囁くように言った。

「嫁になるための第八条。……夫を頼ること。わかったか？」

　そうつけ足すと、大きな手が私の髪を撫でた。

「……健太郎さんは、まだ夫じゃありません」

　嬉しいくせに、こういうところではなかなか素直になれず、つんとした言い方をしてしまう。

　でも、健太郎さんにはそんな強がりは通じないようだ。

「〝まだ〟だけど、近い将来はそうなるだろ？　俺が夫で、灯里が嫁」

　唇が触れてしまいそうな距離で、愛しそうに見つめられながら発せられた言葉に、顔が熱くなる。もう強がりも言えそうにない。

　健太郎さんをただ黙って睨んでいると、彼はクククッと喉元を鳴らした。

「あーあ、本当に灯里は可愛いな。……つまりさ、何が言いたいのかというと、俺は灯里に頼ってほしいだけだよ。両親でもお兄さんでも友達でもなく俺を、誰よりも先に」

　なんて甘い言葉だろうか。

　至近距離でこんな風に囁かれたら、ときめかない人なんていないと思えてしまう。と同時に、先日、健太郎さんの家に泊まったときのことを思い出して、恥ずかしさが込み上げてくる。

「わかったか？」

　健太郎さんは私の額に自分の額をグリグリと押しつけながら、言い聞かせてきた。

「わっ、わかりました！　わかりましたから、離れてください」

　照れながら懇願すると、健太郎さんは笑いながら身体を起こした。

「それならいいんだよ。……で？　灯里の元気のない原因はなんなの？」

　満足したように息を吐いた健太郎さんに、本題を切り出されたものの、答えに困る。

　さっきのひと言で、私の悩みなんて簡単に吹っ切れてしまったのだから。たとえ私と同じように健太郎さんのことを好きな人がいても、私よりお似合いの人がいても、それでもさっきの健太郎さんの言葉を信じたいって思えたから。

「もう、大丈夫になりました」

「は？」

　眉をひそめられてしまうけど、仕方ない。

　それなのにムキになった様子で『そんなわけない』と頑かたくなに言う健太郎さんがおかしくて、笑ってしまった。

「本当にもう心配ありません。……健太郎さんのおかげです。今度から真っ先に健太郎さんを頼りますから」

　笑顔のまま健太郎さんの目をまっすぐ見て、嘘じゃないことを伝える。

　そして気づいた……。自分でもびっくりするくらい素直に気持ちが言えた、と。こんな自分が新鮮だ。自分自身を好きになれそうだ。

　そうさせてくれたのも、全部健太郎さんのおかげ――。

　目を見張る健太郎さんを見つめていると、ハッと我に返ったように大きく咳払いした。

「まぁ、その笑顔には嘘はないようだな。……初めて見たかも、灯里のそんな顔」

　今度はこっちが面食らってしまう。

「心から笑ってただろ？」

「そう、なんでしょうか？」

　自分ではわからない。楽しければ今までだって何度も笑ってきたし、決して無理して笑顔でいたわけじゃないから。

　だけど健太郎さんは「違う」と言う。

「昔に戻ったみたいだ」

「え？　昔？」

　意味がわからず聞き返すと、健太郎さんはなぜか『しまった』と言うように口元を手で押さえる。

「いや、その……ほら、例えるなら子供みたいな笑顔だってことだ」

「はぁ……」

　なんだか腑に落ちないけれど、頷くと、健太郎さんは乱暴に私の頭を撫でた。

「とにかく早く元気になれ！　でないと灯里に何もできないだろ？」

　いたずらっぽく笑う健太郎さんに、〝何もできない〟の意味を瞬時に理解できて、ボッと顔が火照ってしまう。

　頭にあった手はゆっくりと下に落ちていき、下唇に親指で触れてきた。

　そしてそのまま縮まる距離に、心臓が暴れだした。

　最初は『ここは病室！』『健太郎さんは勤務中！』などと思っていたけど、健太郎さんが焦じらすようにゆっくり近づいてくるから、そんなことどうでもよくなってきた。

『キスしてほしい』……いつの間にか、そう願ってしまっている。

　唇を撫でていた手は、優しく私の頬を包み込む。

「灯里……」

　切なげに名前を呼ばれた瞬間、勢いよく病室のドアが開かれた。

「灯里ー！　遅くなって悪い！　大丈夫か!?」

　お兄ちゃんの声が響き渡ると、健太郎さんはパッと私から離れた。そして気まずそうに頭を抱え込んでしまった。

　恐る恐るドアのほうへと視線を向けると、固まって立ち尽くすお兄ちゃんの姿があった。

　どっ、どうしよう……これ。確実にマズいよね？

　誰がどう見たって、キスしようとしていたとしか思えないはず。

　言い訳の言葉が見つからない中、健太郎さんは大きく息を吐き、笑顔をとりつくろった。

「ご無沙汰しております、お兄さん」

　事務的に挨拶をすると、お兄ちゃんの顔はみるみるうちに変化していった。

「『ご無沙汰しております』じゃねぇだろ！　それより貴様に〝お兄さん〟と呼ばれる筋合いはない!!」

　思わず耳を塞いでしまうほどのボリュームに、慌てて口を開く。

「おっ、お兄ちゃん、ここ病院だから」

　落ち着かせようとしたけれど、お兄ちゃんの怒りのボルテージは収まらない。

「灯里は昨日手術をしたばかりなんだぞ!?　なのに貴様ときたら、今何をしようとしていたっ！　それが病人に対して、医者のすることか！」

　興奮するお兄ちゃんとは違い、健太郎さんは至って冷静だった。

「医者である前に、灯里の恋人ですから。当然の行為だと思いますが？」

　ケロリと言ってのける健太郎さんに、お兄ちゃんは怒鳴り声をあげた。

「なんだと!?」

　火に油を注ぐとはまさにこのことだ。

　どうしたらいいかわからずにいると、病室に響いたのは大きな咳払い。

「代表、落ち着いてください。ここは病室です」

　聞こえてきたのは、そっと入ってきた田中さんの声だった。

「いや、しかしっ――」

「それに佐々木さんは、灯里さんのオペを担当してくださったお医者様です。まずは兄として、お礼を言うべきでは？」

「グッ……！」

　正論に、お兄ちゃんはぐうの音も出ない。

　さすがは田中さんだ。怒りで興奮していたお兄ちゃんを、たった数秒で黙らせてしまったのだから。

　するとお兄ちゃんはわざとらしく咳払いをし、そっぽを向いたまま乱暴に言い放った。

「お前のことは大嫌いだが、灯里を救ってくれたことには感謝する！」

　まるで素直になれない子供のような言い方に、私と健太郎さんは同時に噴き出してしまった。

「おいこら！　何を笑ってるんだ！　灯里まで」

「だって……！」

　よく見れば、田中さんも顔を後ろに向けて、肩を揺らしていた。

　少しして落ち着いたのか、健太郎さんは「救うのは当たり前です」と事もなげに言った。

「灯里が倒れたとき、お兄さんがそばにいてくれてよかったです。誰もいないところで、発見が遅れたら大変でした」

　健太郎さんが胸を撫で下ろす姿に、それが本音だと伝わってくる。

「ではこれで失礼します。あとはご家族でごゆっくり」

　お兄ちゃんに向かって一礼をすると、健太郎さんは私に意味深な視線を投げかけてから、そのまま病室をあとにした。

「私も外でお待ちしておりますので、ごゆっくり」

　健太郎さんに続いて田中さんも病室を出ていくと、病室内はシンと静まり返った。

　お兄ちゃんはゆっくりとこちらに歩み寄り、ベッド際の椅子に腰かけて、心配そうな顔を向けてきた。

「身体は大丈夫か？　あのときは焦ったけど、元気そうで安心したよ」

　お兄ちゃんの潤んだ瞳が大きく揺れる。

「ごめんね、心配かけちゃって」

　お兄ちゃんの目の前で倒れちゃったし。逆の立場だったら、私だって相当焦ってたと思う。

「悔しいが、あいつに助けられたのは事実だな。まぁ、ここの跡取り息子ってだけはある。この部屋だってあいつが用意してくれたんだろ？」

「え……〝跡取り息子〟って健太郎さんが!?」

　衝撃の事実に声をあげた瞬間、傷口が疼うずいて顔を歪めてしまう。

「バカ、大声を出すな！　大丈夫か？」

「うん。……でも本当なの？　健太郎さんがここの跡取りだなんて」

　寝耳に水で、もう一度確認すると、お兄ちゃんは目を見張った。

「そうだよ。なんだ、知らなかったのか？」

　とてもじゃないけれど、嘘をついているようには見えない。

　私が入院しているのは、この辺では設備の整った大きな総合病院だ。最先端医療にも力を入れていて、緊急患者も率先して受け入れてくれると聞いたことがある。

　お見合いのとき、健太郎さんのプロフィールを見ていなかったけど、まさか彼がそんなすごい病院の跡取りだったなんて……看護士さんや患者さんが騒ぐ理由が、よりわかった気がする。

「まぁ、あいつのことはどうでもいいとして、とにかく今はゆっくり休んで、早くよくなれよ」

「うん、ありがとう。仕事、ごめんね。一週間くらいで退院できるみたいだから。千和さんにも謝っておいて」

「大丈夫、気にするな！　受付には臨時で誰かつけるから」

　それなら安心だ。千和さんひとりに任せるのは、申し訳ないもの。

「あまり長居すると疲れるだろうし、そろそろ帰るな」

「あっ、うん。忙しいのに来てくれてありがとう」

　立ち上がるお兄ちゃんにそう伝えると、大きな手が乱暴に私の頭を撫でた。

「何、気を遣ってるんだ。家族なんだから当たり前だろ？」

〝家族〟……その言葉に、何度救われてきただろうか。

「じゃあな」そう言いながら、お兄ちゃんは病室を出ていった。

　お兄ちゃんは昔からそうだった。私が家に早く馴染めるように気を配ってくれて、そのたびに『家族なんだから』と笑いかけてくれた。

　そのひと言に何度も救われた。

　さっきまで人が入れ代わり立ち代わり来てくれたからか、ひとりきりになると寂しさを感じてしまう。

　家にはいつもお母さんがいたし、ひとり暮らしもしたことはない。これからしばらくの入院生活を、こうしてひとりで過ごすのかと思うと急に不安になった。

　個室っていうのもよくないのかも。

　大部屋もあるはずだよね？　お兄ちゃんの話だと、この部屋を用意してくれたのは健太郎さんだって言ってたし、今度病室に来てくれたときに、相談してみようかな。

　そんなことを考えていると、廊下の声がよく聞こえてきた。

「……えー、あの噂、やっぱり本当なの？」

「しっ！　聞こえちゃうでしょ？」

　そう言われても、しっかりと聞こえてるんだけどな。

　こちらの様子を見られているわけじゃないけど、なんとなく気まずくて、テレビでも見ようとリモコンに手を伸ばしたとき――。

「ショック！　佐々木先生に婚約者がいるとか」

　盗み聞きはよくないとわかっているものの、健太郎さんの話となると聞かずにはいられない。

　伸ばした手を引っ込め、静かに息を呑みながら話に耳を傾けた。

「由美はショックじゃないの？　だって佐々木先生のこと……」

　え……由美って、もしかして梅沢さん？

　途端に胸の鼓動が速くなる。

「別にショックじゃないかな？」

　聞こえてきたのは梅沢さんの声。そう言うと、彼女は話を続けた。

「実は、親同士が決めた政略結婚らしいよ？」

「聞いた聞いた！　それでお見合いしたんだって？」

「うん。結婚する代わりに、相手から多額のお金をもらうみたい」

　耳を疑う話に、呆然としてしまう。

　ちょっと待って、何その話。頭がついていかない……。政略結婚？　多額のお金？そんなの私、知らない。

　心臓が早鐘を打ち、変な汗が流れてきそうだ。

　梅沢さんたちは私に聞かれているとはつゆ知らず、盛り上がる一方だった。

「だから別に気にしてないの。むしろ既婚者になれば、佐々木先生の魅力がもっと増すと思わない？」

「確かに！　〝不倫〟って響き、ヤバいよね」

　一段と盛り上がる梅沢さんたちと違い、私の頭の中はパニック状態。

　彼女たちの話は真実じゃないよね？　お父さんもお母さんも、そんなことひと言も言っていなかった。健太郎さんだって――。

　でも健太郎さんがここの跡取りってことは間違いなさそうだし、それを私に言わなかったのはなぜ？

　思い返せば、初対面のときから理由もなく〝嫁になれ〟とばかり言ってきて、不自然だと思っていた。

　付き合ってからは、ちゃんと私のことを好きでいてくれてるって思っていたけど、違うの？

　健太郎さんのことを信じようと努めるも、不安の波が押し寄せる。

　ただの噂うわさ……だよね？　健太郎さんは政略結婚だなんて言ってなかった。お父さんとお母さんだって……。

　だったら私は、健太郎さんと両親を信じよう。さっきの話は聞かなかったことにしよう。

　そう心に決め、すべてを忘れるように固く目を閉じた。










第九条　何があっても夫を信じること




「血液検査の結果も問題ないし、傷口の炎症も見られない。そろそろ退院しても大丈夫そうだな」

「そうですか……」

　手術してから五日が過ぎ、退院のめどが立ったようだ。

　術後の経過は良好で痛みもなくなり、歩けるようにもなった。

　今は健太郎さんに「リハビリがてら、外を散歩してこよう」と誘われ、ふたりで肩を並べて病院の敷地内をのんびり歩いている。

「俺に会えなくなるのが寂しい？」

　からかうような聞き方をしてくる健太郎さんを、睨んでしまう。

　私には意地悪なことを言うくせに、すれ違う患者さんにはすぐに態度を一変させ、笑顔を振りまいている。相変わらずの二重人格だけど、健太郎さんは理想のお医者さんだ。

　この五日間で嫌になるほど実感させられた。患者さんや同僚からもすごく慕われているのがよくわかる。回診に来てくれたときも、看護士さんにきびきびと指示を出しながら、あっという間に処置を終わらせちゃったし。

　正直、まだ入院したまま健太郎さんの仕事ぶりを見ていたいと思うほど、彼の働く姿はカッコいい。

「まぁ、灯里に会えるのが毎日じゃなくなるのは、残念だけどな」

「……私は早く退院したいです」

　素直に自分の気持ちを伝えられず、ふて腐れてボソッと言い放つと、健太郎さんは顔をクシャッとさせて笑った。

　梅沢さんたちの話は、忘れようと心に決めた。

　それでも、こうやって健太郎さんと話していると、たまに脳裏に浮かんできてしまう。だけど、ただ浮かぶだけ。

　とてもじゃないけれど、健太郎さんに聞いて確かめる勇気など持てなかった。もし梅沢さんたちの話が本当だったとしたら……？

　それを考えると怖くて何もできない。健太郎さんとの、今の幸せな関係を壊したくないから。

　もの思いにふけっていると、健太郎さんが気遣うように「どうした？　どこか痛むのか？」と尋ねてきた。

「いいえ、大丈夫です」

　すぐに笑顔で返事をするも、健太郎さんの表情は心配そう。

「本当に大丈夫か？　無理するなよな。それと、あさってくらいには退院してもいいだろう。ご両親には俺から連絡しておくから」

『だから安心しろ』と言わんばかりに微笑む健太郎さんに、胸がチクリと痛む。

　健太郎さんは、以前となんら変わりない。優しいし、私のことを一番に考えてくれていると感じられる。

　それなのに、私は健太郎さんのことを、心のどこかで少しだけ疑っているのだから。




「退院が決まってよかったですね」

「ありがとうございます」

　夕方の検診には、いつものように担当の梅沢さんが来てくれた。

　あれからさりげなく大部屋への移動をお願いしてみたけれど、お兄ちゃんの反対にあって望みは叶わなかった。どこまでも過保護なお兄ちゃん曰く、『同じ病室に嫌な人がいたらどうするんだ！』と。頑なに反発されてしまったのだ。

「……はい、血圧は問題ありませんね」

　この五日間、梅沢さんは献身的に私の看護をしてくれていた。

　嫌な態度をとられると思っていた私は、すっかり拍子抜けしてしまっていた。

　梅沢さんは測定結果をパソコンに打ち終えると、話しかけてきた。

「私、明日から二日間連休をいただいているので、一之瀬さんと会えるのは今日が最後なんです」

「そうなんですか。短い間でしたが、お世話になりました」

　どこかホッとするも、それを表面に出さないよう慌てて頭を下げた。

「いいえ、こちらこそお世話になりました。佐々木先生の婚約者さんを担当できて光栄でした」

　笑顔で『婚約者さんを担当できて』のところだけ、異様に強調して話す彼女。

　別に深い意味などないと理解しているけれど、妙に引っかかる言い方に表情が曇ってしまう。

　動揺したらダメ。別に普通のことじゃない。現に私は、健太郎さんの婚約者なんだから。

　そう自分に言い聞かせていると、梅沢さんが意味深な様子で問いかけてきた。

「あの、最後なのでひとつ聞いてもいいですか？」

　彼女はそう前振りをすると、ニコニコと表情を変えぬまま口火を切った。

「政略結婚なんてして、一之瀬さんは幸せですか？」

　あまりにストレートな質問に、頬が強張ってしまう。

　な……にを言っているの？　梅沢さんは。

　頭の中が真っ白になる。

　だけど、彼女は容赦なく話を続ける。

「すみません、こんなこと言いたくないんですけど、あなたとお見合いするまで私と佐々木先生は恋人関係にあったんです。……なのに、あなたとお見合いをするという理由で、フラれてしまいました」

　ちょっと待って。梅沢さんと健太郎さんは付き合ってたの？

　信じがたい話に声を失う。

　そんな私を、彼女は勝ち誇った表情で嘲あざ笑わらう。

「やはりご存知なかったんですね。でも本当の話ですから。ですが勘違いなさらないでください。あなたから佐々木先生を奪おうなんて、考えていません。ただ知っておいていただきたかったんです。私と佐々木先生の、これからもずっと続く関係を」

　廊下から聞こえた、梅沢さんたちの会話が頭をよぎる。

　つまり、今後も男女の関係を続けるってこと？　私のせいで健太郎さんと別れてしまったのだから、それを黙認しろってこと？

「一之瀬さんも大変ですね。家のために犠ぎ牲せいになるなんて」

　違う、そんなんじゃない。

　最初は渋々受けたし、嫌で断りたくてたまらなかった。でも本当の健太郎さんは違ったの。二重人格で強引な人だけど、優しくて誰よりも私のことをわかってくれる。私のことを怒ってくれる人。

　……なのに、声が出ないのはなぜ？

「すみません、しゃべりすぎました。……失礼します」

　私が何も言い返せないでいると、梅沢さんは一礼して病室から出ていった。

　拳を握りしめてしまうのは、聞いているうちに、嫌な感情がどんどん膨れ上がってきたから。

　健太郎さんは女慣れしているし、梅沢さんと一緒にいるところを街で見かけたとき、ふたりの雰囲気は自然体で、お似合いだと思った。

　今になって感じる。もしかしたら私と健太郎さんの結婚には、梅沢さんたちが言っていたような取引があるのかもしれないと。

　だって健太郎さんみたいなハイスペックな人が、写真を見ただけで私と結婚したいと思う？

　そのことはいまだに不思議で仕方ない。あまりに一方的だったし。

　この結婚の裏には金銭の取引があった。跡取りである健太郎さんは、両親に言われて渋々それを受けた。だから梅沢さんにも別れを切り出した……。

　こんなこと信じたくないけれど、そう思えばすべて理屈が合う。

「もうやだっ……」

　入院してからずっと張りつめていた糸が切れてしまい、涙がとめどなく溢れだす。

　何が真実で何が嘘なのかわからない。彼を信じたいのに、信じることもできない。

「私、どうしたらいいんだろ」

　モヤモヤしたまま、健太郎さんとの関係をこれからも続けていけるの？　それで本当に幸せになれるの……？　ううん、そんなの違う。

　このまま知らないフリをして、不安な気持ちをごまかすことなんてできない。それに私、健太郎さんや両親から何も聞いてないじゃない。

　溢れ出た涙を拭う。

　勝手に決めつけちゃうのはよくないよね。泣いてる場合じゃないよ。

　ちゃんと聞こう。両親と、そして健太郎さんに――。




「灯里、退院おめでとう」

「ありがとう」

　それから二日後の午後、無事に退院することができ、夕食の席で早速、私の退院祝いをしてくれていた。

　梅沢さんとはあれきり会うことはなかったけれど、健太郎さんは昨日も、そして今日、退院するときも挨拶に来てくれた。

　今までの健太郎さんの言動を振り返って、やっぱり彼のことを信じたい、そう感じた。彼の私に対する態度が、嘘だとは思えないもの……。

　本当は、すぐにでも彼に確認したかったけれど、まずは両親に聞いてからにしようと決めた。梅沢さんの話が嘘だったら、聞かれた健太郎さんは気を悪くしてしまうだろうから。

　食卓で、お母さんが作ってくれた胃に優しい料理を口に運んでいると、ふたりは私に向けて笑みをこぼした。

「盲腸だとわかっても、手術中は心配で仕方なかったわよね」

「そうだな、家族が手術を受けるなんて、初めてのことだったしな」

「無事に退院できてよかった」と、心底安心したように胸を撫で下ろし、喜ぶふたりに、私も笑みをこぼしてしまう。

「和臣もきっと安心しただろう」

「そうね。あの子、灯里が入院中、ずっと気が気でなかったのよ？　仕事を抜け出して何度も病院に行こうとしてたし」

「そうだったんだ」

　そんなお兄ちゃんを、田中さんは会社まで引きずっていったんだろうな。

　容易に想像できて、笑えてしまう。

　最近お兄ちゃんは忙しいようで、今日もまだ帰宅していない。仕事が終わらないのだろう。

「たまたま佐々木さんの病院でよかったわよね」

「灯里も入院中、何かと心強かっただろ？」

　笑顔で話すふたりに、顔が引きつってしまう。

　どうしよう、食事が終わってからさりげなく切り出そうと思ってたけど、話題が出たし、今サラッと聞いちゃったほうがいいかな？

　逆に改まってだと『私と健太郎さんって政略結婚なの？』『援助の話は本当？』なんてヘビーな話題、切り出せないかもしれない。

　そう考えていたら、自然と箸を持つ手が止まってしまう。

「どうかしたのか？　灯里」

　それに気づいたふたりは、不思議そうに問いかけてきた。

「体調悪いの？」

「ううん、そんなことないよ。ただその……」

　一瞬ためらってしまうけれど、自分を奮い立たせる。聞かないと前には進めないと。手にしていた箸をそっと置き、まっすぐふたりを見据えた。

「あのね、その……お父さんとお母さんに、聞きたいことがあるんだ」

「なぁに？　急に改まっちゃって」

　私が何を話そうとしているのか知る由もないお母さんは、笑顔で問いかけてくる。

　だけどお父さんは、私の思い詰めた様子に何かを察したのか、不思議そうな顔をした。

　やだな、サラッと切り出したかったのに。

「お父さん……こんなこと聞きたくないんだけど、入院中に小耳に挟んじゃったの。私と健太郎さんの結婚には、その……金銭の取引があるって。……本当、なの？」

　声が震えてしまう。

　さっきまで笑っていたお母さんの顔も、一瞬にして強張った。

　そして、明らかに困った様子で顔を見合わせるふたりを前に、わかってしまった。梅沢さんたちが話していたことは、本当なんだって。

　お父さんは困ったように眉を下げ、言いにくそうに話しだした。

「ふたりが結婚すれば、佐々木さんとは親戚になる。せっかくだから提携して、ともに事業拡大をしよう、という話になっているのは確かだが……」

　ズキン、ズキンと胸が痛む。

　このまま自分の部屋に閉じこもりたい。だけど最後まで聞かないと。肝心なことをちゃんと聞かないと。

　気まずそうに目線を落とすお父さんに、意を決して問いかけた。

「健太郎さんもそれを知っていた、の……？」

　これが一番聞きたかったこと。もしかしたら、私のように知らなかっただけかもしれない。ただ親同士の間だけで交わされていた話なのかもしれない。そう信じたかった。

　緊張が増す中、お父さんをジッと見つめ、答えをただ待つ。

　するとお父さんは固く目を閉じたまま、囁くように答えた。

「あぁ、知っていた」

「そう……だったんだ」

　その言葉を聞いた瞬間、健太郎さんと出会ってからの思い出が、音を立てて崩れ始めた。

　健太郎さんも知っていた……それはつまり、健太郎さんは取引のために、私に近づいたってことだよね？

　じゃあ、嘘だったんだ。写真を見ただけで、私と結婚したいと思ったなんて。

「灯里、でもねっ――」

　見かねたお母さんが何か話そうとしたものの、耐え切れなくなって、勢いよく立ち上がり、そのままリビングを飛び出した。

「灯里!?」

　すぐに私を呼び止める声が聞こえてきたけれど、無視して階段を駆け上がる。そして自分の部屋に入ると、乱暴にドアを閉めた。

　バンッと大きな音が響く。ドアに寄りかかったまま動くことができない。

　信じたくない。健太郎さんが最初から知っていたなんて。これじゃ梅沢さんの言っていた通りじゃない。梅沢さんと付き合っていたってことも、本当なの？

　痛む胸を押さえながら、ゆっくりとスマホを手に取る。

　健太郎さんの言葉だったら、ちゃんと信じられるから。……だから安心させてほしい。

　震える手で発信ボタンを押すと、すぐに呼び出し音が聞こえてきた。だけど、どんなに鳴らしても、健太郎さんは電話に出てくれない。

　まだ仕事中……？

　昂った感情は、次第に薄れていく。このままずっと鳴らしていても仕方ないと判断し、電話を切ろうと耳元から離したとき――。

『灯里？』

　健太郎さんの私を呼ぶ声に、心臓がドクンと鳴る。

「健太郎……さん？」

　諦めたところで健太郎さんが出たものだから、声が裏返ってしまった。

　すると、電話越しから笑い声が聞こえてきた。

『そうだよ、俺だよ。……どうした？　何かあったのか？』

　耳をくすぐる健太郎さんの優しい声に、涙が込み上げてくる。

　お願い、健太郎さんの声と言葉で、私を安心させてほしい。信じさせてほしい。

「健太郎さん……は、私のことを好きでいてくれていますか？」

『突然なんだよ』

　電話越しでも、健太郎さんが戸惑っていると明らかにわかる。

「教えてください」

　それでも、ちゃんと彼の口から聞きたくて促すと、彼は押し黙ってしまった。

　けれど、すぐにボソッとひと言、『好きだよ』と囁かれた声が耳を貫く。

　聞きたかったひと言――。

　大丈夫、聞ける。ううん、ちゃんと聞くんだ。さっきのひと言を信じて。

『おい、一体どうしたんだ？　急に電話をかけてきたと思ったら、変なこと言いだして――』

「私、聞いちゃったんです！」

　健太郎さんの声を遮り、叫ぶように声をあげた。

「両親から聞きました。私たちの結婚の裏にある、取引のこと」

『え？』

　一度でも間を置くと、もう聞けなくなってしまいそうで、すぐに言葉を続けた。

「それと、ごめんなさい。梅沢さんから、健太郎さんと彼女の関係を、聞いてしまいました」

『彼女から？　関係って何を言っているんだ？』

　はっきり言ったのに『わからない』と言いたそうにとぼける健太郎さんに、怒りが込み上げてくる。

「もう隠さないでください！　梅沢さんと付き合っていたんですよね。健太郎さんは、私と政略結婚するために彼女と別れた、って聞きました。つまり、私と結婚しようとしたのは、家のためだったんですか？」

『そんなわけないだろ？』

　言い聞かせるように否定してきたけれど、到底納得できない。

「じゃあ梅沢さんの言っていたことは、すべて嘘だったんですか!?」

　いつになく、強い口調になってしまう。

　話しているのが電話でよかった。絶対、私の顔はひどいことになっているもの。本当はこんな風に責めたかったわけじゃない。ただ、健太郎さんの口から〝すべて違う〟と聞いて、安心したかっただけなのに。

　後悔の念に押し潰されそうになりながら、健太郎さんの答えを待つ。

『彼女が言っていたこと、すべてが嘘ってわけじゃない』

　いつになく真剣な声のトーンに、胸が騒ぎだす。

「……え？」

『取引のことは最初から知っていた』

　う、そ……。

　言葉を失ってしまう。

　梅沢さんや両親がなんて言おうと、健太郎さんだけは否定してくれると思っていたのに。

　なら健太郎さんはやっぱり家のために、私と結婚しようとしていたの？　さっきの〝好き〟って言葉も嘘だった？

『提携の話、ちゃんと話さず悪かった。でもこれだけは信じて欲しい。……確かに梅沢さんに告白されたことはある。けれど付き合ったことは一度もないから』

　健太郎さんの言葉は、私の胸に響いてこなかった。梅沢さんが嘘をついているようには見えなかった。それに健太郎さんは取引のことを最初から知っていたんでしょ？

　何が真実で何が嘘なのか理解に苦しむ。健太郎さんの言葉を信じたいけど、素直に信じられない自分もいる。梅沢さんの言っていた話は、すべて辻つじ褄つまが合うから。

「でもおかしいじゃないですか。初対面なのにいきなり結婚しろとか。健太郎さんは最初からおかしかった」

　普通は言わないでしょ？　『嫁になるための十ヶ条』を送りつけてくる意味もわからない。

「梅沢さんは、これからも健太郎さんとの関係を続けていくという風なことも言ってました。本当は付き合っていたんでしょ？　それどころか、私とお見合いしてからも、ずっと関係が続いてたんじゃないですか？　だから指輪だって――」

『頼むから俺の話を聞いてくれ。……今からそっち行くから。そのとき、ちゃんと話すから』

　声を被せてきた健太郎さんの声色は余裕なく、焦っているように聞こえる。

　話すって何を？　梅沢さんとの関係を？　それとも結婚のこと？　最初から私なんて好きじゃなかった、ってこと？

　嫌だ、そんなの聞きたくない。もう健太郎さんの声なんて聞きたくない。……会いたくなんてない！

「来ないでください！　……それよりも、この縁談自体なかったことにしてください」

『……それ、本気で言っているのか？』

　健太郎さんの重く掠れた声に、心臓が跳ねる。

　だけど、ここで怯むわけにはいかない。もう流されてばかりはごめんだ。お見合いなんて、やっぱり最初からしっかり断っていればよかったんだ。そうすれば、こんなに悲しい思いをせずに済んだのに。

「本気です。両親には私から伝えておきます。お願いですから、これ以上私を苦しめないでください。……健太郎さんのこと、嫌いにさせないでっ」

　本音が漏れてしまい、慌てて電話を切ってしまった。

「言っちゃった……」

　スマホを握る手が、小刻みに震えている。

　だけど、後悔はしていない。これ以上苦しい思いをしたくないし、健太郎さんの話なんて、もう聞きたくない。

　少しでも健太郎さんのことを好きなまま、終わりにしたい。

　フラフラとした足取りでベッドサイドに歩み寄り、枕に顔をうずめるように倒れ込んだ。

「うっ……ひっく……」

　涙がとめどなく流れる。一生ぶん泣いたって言えるくらい、ひと晩中泣き続けていた――。




　健太郎さんからの連絡が怖くて、スマホの電源を切ったまま三日が過ぎた。

「灯里、今日はどうだ？」

　いつもの朝。部屋をノックする音とともに聞こえてきたのは、お兄ちゃんの声。

　けだるい身体を起こし、ドアのそばまで行って伝えた。

「ごめん、今日も休ませてもらってもいいかな？」

　ドアを開けることなく伝えると、ドアの向こう側から「わかった」とひと言返ってきた。

　そして次第に遠のいていく足音。階段を下りる音が聞こえなくなっていく。

「本当にごめんなさい」

　お兄ちゃんはすでにドアの向こう側にいないとわかってはいるけれど、思わず言葉が漏れてしまい、そのままベッドに倒れ込んだ。

　退院して三日が過ぎた。

　本当は退院した翌日には職場復帰するつもりでいた。千和さんにも、私の代わりに受付に入ってくれている人にも、これ以上迷惑をかけたくなかったから。

　でも、今の私はとても会社に行けるような状態じゃない。

　ベッドサイドに置きっぱなしのままの手鏡で、自分の顔を映し出すと、あまりのひどさに乾いた笑いがこぼれてしまった。

「痛々しすぎ。……こんな顔で来客を迎えることなんてできないよ」

　自分でも呆れるくらい勝手だなと思う。自ら縁談を断ったくせに、毎日泣いて過ごしているのだから。

　両親には健太郎さんと話した次の日、はっきり伝えた。健太郎さんとの縁談はなかったことにしてほしい、って。一方的だったけれど、健太郎さんにも伝えたから、って。

　泣き腫はらした顔で話したら、すべてを察してくれたのか、ふたりとも『わかった』と言って、それ以上何も聞いてこなかった。

　お兄ちゃんもふたりから事情を聞いたのか、私のひどい顔を見ても詮索してくることなく、いつも通り接してくれている。社会人としてあるまじき行為をしているのに、さっきのように声をかけて、見守ってくれている。

　このままじゃダメだってわかっているのに、どうすることもできない。

　私、こんなに弱い人間だったのかな……？

　そんなことさえ考えてしまう。本当のお父さんとお母さんが亡くなったときと、似ているかもしれない。毎日がただ悲しくてつらい。

　また溢れ出た感情は、涙となって頬を伝う。

　私はこの先一体、どうしたらいいのかな？　自分のことなのに、何もわからないの。誰か教えてほしい――。

　カーテンを閉めっぱなしの部屋でひとり、また涙を流してしまった。




「灯里ー、ちょっといい？」

「んっ……？」

　ドアをノックする音と私を呼ぶお母さんの声に、重い瞼をゆっくりと上げていく。

　いつの間にか部屋の中は真っ暗で、慌てて飛び起き、ベッドサイドにある時計を見ると、すでに十八時を回っていた。

　嘘！　私ってば一体、どれだけ寝ていたの!?

　お兄ちゃんが声をかけてくれて、それからしばらく泣いて……。昼過ぎに遅いランチを食べたけど、それにしたって、結構な時間、寝ていたことになる。

「灯里ー？　寝ているのー？」

　再度私を呼ぶ声に、慌てて返事をした。

「ごめん、何？」

　起き上がって、部屋の電気を点け、ドアのほうへ向かっていく。

　そしてドアノブに手をかけようとしたとき。

「灯里にお客様よ」

　……え？　……お客様？

　そのワードに思わず固まってしまった。

　お客様ってまさか……？　ううん、そんなわけないよね。健太郎さんだったら、お母さんは今の私の状態を知っているのだから、会わせるなんてそんな酷こくなことはしないはず。

　そう自分に言い聞かせつつ、恐る恐るドアを開けた。

「お客様って……？」

　ドアの向こう側の様子を窺うと、お母さんの後ろにいたのは、久しぶりに会う千和さんだった。

「え……千和さん？」

　目をパチクリさせる私を見て、千和さんは少しだけ悲しそうに笑った。

「久しぶり、灯里ちゃん。……お邪魔してもいいかな？」

「あっ、もちろんです」

　慌てて千和さんを部屋へと招き入れた。

　するとお母さんは「紅茶とケーキ、用意してくるわね」と耳打ちし、階段を下りていった。

　ドアを閉めると、千和さんが、興味深そうに部屋中を見回していた。

「さすがは一之瀬邸！　灯里ちゃんの部屋もずいぶん広いのね」

「そう、ですね」

　部屋は十二畳と、ひとりで使うには広すぎるくらいだ。部屋に入って右側にベッド、左側に勉強机やクローゼットがあり、中央にはソファとテーブルが配置されている。

　それでも狭さを感じさせない。

　少ししてノックの音が聞こえ、ドアを開けると、お母さんが紅茶とケーキが乗ったトレイを持って立っていた。

　トレイを受け取り、部屋に戻ると、テーブルに並べていく。

「どうぞ座ってください」

「ありがとう」

　千和さんがソファに座ったのを確認し、その隣に私も腰を下ろした。

　早速千和さんは紅茶をひと口含むと、大きく息を吐いた。

「さて、ひと息ついたところで話してもらおうかな？　どうしてそんなひどい顔になっているのかを」

「それは……」

　いきなり本題に入られては、何も言葉が出てこない。

　だけど千和さんは容赦なく話を続けた。

「入院したって聞いて心配させられて、仕事も預けられて？　お見舞いに行きたかったけど、例の彼の病院だって聞いたら遠慮して行けなくて……。やっと退院したと思ったら出社拒否。それに対して、灯里ちゃんは何も話してくれてないけど、それってどういうことかな？」

　ニッコリ笑っているものの、千和さんが明らかに怒っているのが見てとれる。

　すぐに何か言わなくちゃとわかっているのに、ちょっぴり怖いのと、何から話せばいいのかわからず困惑してしまう。

　すると見かねた千和さんが、「ごめん」と吐息交じりに声を漏らした。

「灯里ちゃんがこんなつらそうにしていながら、頼ってくれなかったことに腹が立っちゃって」

　千和さんは唇を噛みしめたあと、私に言い聞かせるように優しい声色で話しだした。

「忘れちゃった？　私でよかったら、いつでも話を聞くって言ってたのに。こういうときこそ頼ってほしいんだけど」

　千和さんの優しさが心の奥まで浸透していき、視界がぼやけていく。

　千和さんは私に寄り添うように距離を詰めると、そっと背中を撫でてくれた。

「いいよ、いくらでも待つから。ゆっくりでいいから話して。何があったのかを」

　温かい言葉が降ってきた瞬間、また涙がこぼれだす。

　それを拭いながら、入院してからのことを千和さんにゆっくりと打ち明けていった。




「そっか、そんなことがあったんだ……」

　すべてを話し終える頃には涙も落ち着き、テーブルの下にあったティッシュで思いっ切り鼻をかんだ。

「そりゃ、そんなひどい顔にもなっちゃうわね。私が灯里ちゃんの立場だったら、もっと悲惨になってた自信あるわ」

　冗談交じりの声に、少しだけ笑みを浮かべた。

　それを見た千和さんは安心したように表情を緩め、背中をさすってくれたまま、語りだした。

「灯里ちゃんの気持ち、わかるな。好きな人だからこそ、嫌いにならずに終わりにしたいって気持ち。でもね、私は灯里ちゃんじゃないから、第三者目線で言わせてもらうけど……」

　そう言うと優しく背中を撫でてくれていた手は離れ、千和さんは身体ごとこちらに向けてきた。

「好きな人なら、なおさらちゃんと向き合うべきだと思うよ」

　さっきの話を否定するような言葉に、面食らってしまう。

「このまま終わりにしちゃって、本当に前に進めるの？」

「それは……」

　考えても答えは出なかった。

「灯里ちゃんはまだ、彼のことが大好きなんでしょ？　好きなのに向き合わないままでいても、終わりになんてできないよ」

　千和さんの言葉がガツンと心に響く。

　そうなのかもしれない。このまま逃げてたって、何も変わらないよね。

「私はキレイな思い出のまま終われる恋愛なんて、ないと思ってる。たとえつらい現実が待っていたとしても、ちゃんと向き合った末の結果なら悔いはないはず。ずっと目を背けていても人は成長できないし、前にも進めないんだよ」

　力強い瞳が、私に必死に訴えかけてくる。

「だから怖くても苦しくても、ちゃんと向き合って。それに彼は一度話そうって言ってくれたんでしょ？　だったら彼の話も聞かないと。……でないと、いつまでもこうやってグズグズみんなに心配かけて、家に閉じこもっているままだよ？　灯里ちゃんはそれでいいの？」

　このままなんて嫌。みんなに迷惑をかけたままも嫌だ。

　首を左右に大きく振ると、千和さんは安心したように微笑んだ。

「じゃあ、答えは簡単。まっすぐ彼にぶつかってきなさい。もし、それでまた泣きたいくらいつらいことを言われたとしても、灯里ちゃんはきっと前に踏み出せる。強くなれるはずだから」

　ダメだな。もう泣きたくないのに、千和さんの言葉が胸に染みて仕方ない。

　涙をグッとこらえ、「はい」と呟いて何度も頷いたそのとき――。

「灯里、偉いぞ！」

　感極まった叫び声とともに勢いよく開かれたドアの音に、心臓が飛び出してしまいそうになる。

　ドキドキする胸を押さえながらドアのほうを見ると、涙を流しながら仁王立ちしているお兄ちゃんがいた。

「さすが俺の妹だ！　強くなったな！」

　感慨深げに頷くお兄ちゃんの姿に、ハッと我に返る。

「え……やだ、お兄ちゃんてば、もしかして聞いてたの!?」

　最低だ。人の話を盗み聞きするなんて！　しかも内容が内容なだけに恥ずかしい。

「私が会社を出るときは、仕事中だったはずなんだけど」

　コソッと呟いた千和さん。

　私たちの話などお兄ちゃんの耳には入っていないようで、彼は涙を拭いながら部屋の中に入ってきた。そして千和さんの前でしゃがみ込み、彼女の両手をギュッと握りしめる。

「だっ、代表!?」

　ギョッとした千和さんの声が裏返る。

　けれどお兄ちゃんは、そんな千和さんの様子にかまうことなく、彼女に熱い視線を送った。

「大川さんのおかげだ。いつも灯里のことを気にかけてくれてありがとう」

　必要以上に顔を近づけるお兄ちゃんに、千和さんの顔はみるみるうちに真っ赤に染まっていく。

「代表……」

「恩に着る」

「いえ、そんな……」

　近い距離で優しい眼差しを送るお兄ちゃんに、千和さんはノックアウト寸前。

　どうしよう、見ているこっちが照れ臭くなる。千和さんの気持ちを知っているからか、お兄ちゃんの意外な言動にドギマギしてしまう。

　だけどそれは一瞬で、お兄ちゃんは手にしているファイルを私に差し出してきた。

「灯里、これを見るんだ」

「これは……？」

「いいから！」

　強引にファイルを突きつけられてしまった。

　お兄ちゃんの様子を窺いながらファイル名を見ると、そこには〝一之瀬灯里　佐々木健太郎調査結果〟と書かれていた。

「何これ」

　私と健太郎さんの調査結果？　頭の中ではハテナマークがいくつも並ぶ。

「灯里には悪いが、実は独自に探偵を雇ってあいつのことを調べてもらっていたんだ」

　そう言うと私からファイルを奪い、ページを開いて、とある部分を指差しながら渡してきた。

　ファイルには、どうやって調べたのか聞きたくなるほど、細かい情報が載っており、お兄ちゃんが指差したところには、健太郎さんの幼少期の初恋について書かれていた。

「初恋……？」

　声に出すと、お兄ちゃんは意味ありげに口角を上げて笑った。

「そう、あいつの初恋についての調査報告書だ。これを読んで引っかかってさ。それでついでに、灯里が俺たちと家族になるまでのことも調べてもらったんだ」

　説明されても、お兄ちゃんの言いたいことがよくわからない。

　それは千和さんも同じだったようで、ファイルを隣で覗き込みながら首を傾げていた。

「聞かなくてもいいことだと思ってずっと聞いてこなかったけど……お前、本当のご両親が亡くなったときのこと、しっかり覚えているか？」

「え？」

　急に予想外の話を振られ、心臓がドクンと音を立てた。

「記憶にないんじゃないか？」

　探るように見つめられると、何も言えなくなる。お兄ちゃんの言う通りだから。小さかったし、断片的な記憶しかない。

　優しかったふたりの笑顔とか、亡くなったときの苦しみ、悲しさとか。

「なぁ、灯里……認めたくないけどさ、あいつはお前のことを本気で想ってる」

「どうして……？」

　なんでそんなことが言えるの？

「だからそれは、これを読んでみろって。そこに全部書いてある。あいつの想いが」

　思いもよらない話に、お兄ちゃんから目が離せない。

　でもお兄ちゃんは「読めばわかる」と繰り返す。

　このファイルに私が知りたいことがすべて記されているのなら、読まないといけないだろう。

　意を決し、綴られた文字を目で追っていく。

　するとそこに書かれていたのは、信じがたいことばかりで目を見開いた。

　そして最後まで読み終える頃には、いつの間にか涙がポタポタと床にこぼれ落ちていた。

「お兄ちゃん……これは本当、なの？」

　念を押さずにはいられなかった。

　涙を拭うことなく問いかけると、お兄ちゃんは大きく頷いた。

「当たり前だ。高い金を払って調べさせたんだから。……で？　これを読んで灯里はどうしたい？」

『どうしたい？』と聞いているくせに、お兄ちゃんは私の答えなんてお見通しで、早く言うよう促してくる。

「健太郎さんに会いたい」

　素直に出た言葉はお兄ちゃんの予想通りだったようで、彼は満足げに笑うと勢いよく立ち上がった。

「そうと決まれば灯里！　すぐに着替えるんだ。部屋の外で待っているから。大川さん、悪いけど灯里を頼む」

　一方的に言うと、お兄ちゃんは駆け足で部屋を出ていった。

　呆気にとられる私たちに、ドアの前で何度も「まだか？」とか「もう終わったか？」と急かされてしまう。慌てて着替えを済ませ、ドアを開けると、強引に腕をつかまれた。

「よし、行くぞ！　下で田中がスタンバイしてるんだ」

「え、田中さんが？」

　お兄ちゃんは強引に私の腕をつかんで立たせると、そのまま走りだした。

「ちょっ、ちょっと、お兄ちゃん!?」

「善は急げだ！」

　腕を引かれながら部屋を出る前に振り返ると、事情を把握したのか、千和さんが笑顔で手を振っていた。

　一気に階段を駆け下り、お母さんの呼びかけに答える暇もなく外に出ると、見覚えのある車が一台、家の前に横づけされていた。

　勢いのままに後部座席に押し込まれると、運転席に座っていた田中さんを視界に捕らえる。

「お待ちしておりました、灯里さん」

「田中さん……」

　バックミラー越しに目が合うと、田中さんは少しだけ目を細めて微笑んだ。

「よし、田中！　佐々木総合病院へ急げ!!」

「もちろんです」

　いつの間にかお兄ちゃんは反対側へ回り込み、私の隣に座って勢いよくドアを閉める。すると、田中さんは車を発進させた。

　お兄ちゃんは前を見据えたまま、ゆっくりと話しだした。

「灯里、俺はやっぱりあいつのことが気に入らない。妙に攻撃的だし、非の打ちどころがないし、何より、認めたくないが俺と少しだけ似ている」

「少しではなく、大変似ていると思いますが？」

　運転席からすかさずツッコミを入れてきた田中さんに、お兄ちゃんは声を荒らげた。

「バカ野郎！　全然似ていない！」

　さっきと言っていることが真逆だけど……。

　お兄ちゃんらしい言動に和まされる。

　当のお兄ちゃんも矛盾に気づいたのか、『しまった』と言うように顔をしかめながら、わざとらしく大きな咳払いをした。

「とっ、とにかくだ！　あいつは嫌いだが、灯里を想う気持ちだけは認めているんだ。それにあの報告書に嘘はないと思っている。だから、精一杯自分の気持ちをぶつけてこい！　……もうボロボロな灯里を見たくない」

　ぶっきらぼうな言葉だけど、優しさを感じてしまう。

「ありがとう、お兄ちゃん」

「ありがとうって思うなら、早く幸せになれ」

　お兄ちゃんは硬い表情を解くと、私の頭を乱暴に撫でてきた。

「いつも言っているが、灯里が幸せになってくれないと、俺もいつまでも幸せにはなれないから」

「……うん」

　心地よい温もりに、目頭が熱くなる。

　お兄ちゃんだけじゃない。千和さんや、こうやって送ってくれている田中さん、心配してくれているお父さんにお母さん。

　みんなに感謝の気持ちを伝えたい。もう心配かけないから。

　健太郎さんと向き合って、彼の口から聞きたい。健太郎さんの気持ちを。

　そう強く願いながら、田中さんが運転する車で佐々木総合病院を目指した。










第十条　生涯愛すること




「代表、到着しました」

　車はとある公園の駐車場に停まり、視線の先には、先日まで入院していた佐々木総合病院があった。

　車に揺られている間に、一旦落ち着きをとり戻したものの、緊張で鼓動が激しくなってきた。

　でもここまで来たんだもの。もう覚悟を決めるんだ。

　自分を奮い立たせ、大きく深呼吸をする。

「お兄ちゃん、田中さん。本当にありがとうございました」

　あとは私が頑張るだけだ。

　そんな思いを込めて頭を下げ、いざ車から降りようとしたけれど、お兄ちゃんに腕をつかまれてしまった。

「こら灯里、まだ俺の出番は終わってないぜ」

　お兄ちゃんはもう片方の手でポケットからスマホを取り出し、意味ありげな笑みを浮かべている。

「兄として最後の務めを果たさないとな」

　そう言いながら、どこかに電話をかけ始めたお兄ちゃん。

　少しすると相手と繋がったらしく、お兄ちゃんが大きく息を吸い込んだ直後、怒鳴り声が響き渡った。

「この、くそ野郎！　灯里を泣かせやがって!!」

　耳にキーンと響く声に、頭がクラクラする。

　ふと前を見れば田中さんは、素早く両手で両耳を塞いでいた。さすが田中さん。お兄ちゃんの言動なんて容易に想像できていたようだ。

　彼に感心しつつ、気になってしまうのは、お兄ちゃんの電話の相手。

「貴様にはなぁ、言ってやりたいことが山ほどある！　何百発も殴ってやりたい」

　もしかしてお兄ちゃんが電話している相手って……健太郎さん？

　ドキドキと胸が高鳴るも、私にはどうすることもできない。

「……で？　灯里にはどう落とし前をつけるつもりだ？」

「え!?　ちょっとお兄ちゃっ……」

　度肝を抜かれて詰め寄るも、お兄ちゃんは静かにしろとジェスチャーしてくる。

「もちろん、それなりのことを考えているんだろうなぁ？」

　悪い顔で健太郎さんに問いかける姿に、固まってしまう。

　けれど何か答えた彼に、お兄ちゃんの表情は安心したように緩んでいった。

「なら、それをそのまま灯里に伝えてやってくれ。今病院の目の前にいるんだ。一時間だけ時間をやるから」

　そう言うと、お兄ちゃんは私のほうを向いて微笑んだ。

「あぁ、病院の正面にある公園に灯里を降ろしていく。きっちり一時間後に迎えに来るからな！　それと貴様の過去を調べさせてもらった。……あぁ、灯里にも伝えてあるから覚悟して来いよ」

　一方的に電話を切ると、お兄ちゃんは私の背中をグイグイ押して、早く車から降りろと急かしてくる。

「ちょっ、ちょっと待ってよ、お兄ちゃん！」

　慌てて車から降りると、ドアを閉められてしまい、ウインドウが開いた。

「兄ちゃんがしてやれることはここまでだ。さっきの電話聞いてただろ？　もう少ししたらあいつが来るから待っていろ。一時間後に迎えに来るから」

　乱暴に降ろされてしまい、調子が狂ってしまう。

　戸惑っていると、お兄ちゃんは困ったように眉を下げた。

「そんな顔するなよ。妹なら察してくれ。俺が今どんな思いで灯里を送り出しているのかを」

　するとなぜか助手席のウインドウが開き、田中さんが運転席から身を乗り出して顔を覗かせた。

「灯里さん、代表は寂しいんですよ。可愛くて大切な灯里さんを、自らの手でほかの男に差し出すのですから」

「あっ、こら田中！　何を勝手に言っているんだ!!」

「代表に代わり、真実を灯里さんに告げたまでです」

　こんなときでもブレない田中さんに、口元が緩んでしまう。

　でもそっか。お兄ちゃんってば……。

　田中さんに文句を言っているお兄ちゃんに、どうしても伝えたくて、二、三歩近づいた。

「お兄ちゃん」

　お兄ちゃんはすぐに照れ臭そうに目を泳がせながら、「どうした？」とぶっきらぼうに聞いてきた。

「私にとってお兄ちゃんはいつまでも、何歳になっても大好きなお兄ちゃんに変わりないからね」

　出会ったときからずっと私のことを可愛がってくれて、いつもそばにいてくれた。たまに予想以上の愛情をくれちゃうときがあるけど。

「カッコよくて仕事熱心で。そんなお兄ちゃんを尊敬しているし、自慢できるよ。お兄ちゃんが私のお兄ちゃんになってくれて、本当に幸せ」

「灯里……」

　素直な気持ちを伝えていくと、お兄ちゃんは驚き、目を見張った。

「いろいろとありがとう。お兄ちゃんが健太郎さんのことを調べて、こうやって連れてきてくれなかったら、私は今も家に閉じこもってウジウジ悩んでいたもの」

「なっ、何を言っている！　兄として当たり前のことをしたまでだ！」

　口ではそんな強がりを言っているくせに、顔を見れば今にも泣きそうだ。

　涙もろいお兄ちゃんも、大好きだ。

「私、絶対に幸せになるから。だからお兄ちゃんも約束してね。私以上に幸せになるって。そうしたら私も嬉しいから」

　大好きなお兄ちゃんにも、絶対幸せになってほしい。

「じゃあ、行ってきます。……和臣お兄ちゃん」

　前に、名前で呼ばれたがっていたのをふと思い出し、咄嗟に口にしてみたけれど、照れ臭い。

　チラッとお兄ちゃんを見れば、瞬きもせずに固まってしまっている。

　田中さんに視線を移すと、口元に手を当てて必死に笑いをこらえていた。

「えっと、じゃあね！」

　笑っている田中さんを見て、私まで恥ずかしくなり、逃げるように回れ右をしてこの場から去っていく。

　すると、少ししてお兄ちゃんと田中さんの攻防が聞こえてきた。

「まっ、待て、田中！　やっぱりあんな可愛い灯里を、あいつに渡すわけにはいかない！」

「今さら何を言っているんですか」

「うるさい！　とにかく早く灯里を連れ戻――」

「もう出ます」

　ウインドウを閉めたのか、声が聞こえなくなる。まもなくして響いたエンジン音に振り返ると、車はすでに走りだしていた。

「まったく、お兄ちゃんってば……」

　不思議と緊張はしていない。それはお兄ちゃんのおかげだ。

　次第に歩くスピードは速くなる。

　まだ来ていないだろうけど、少しでも早く健太郎さんに会いたくてたまらない。

　夜の公園はちょっと不気味だけど、ライトが多く、それほど暗さを感じない。

　ブランコや滑り台、シーソーといった遊具が設置されている園内。小高い丘の下には芝しば生ふが広がっていて、周囲にはイチョウの木が植えられている。家族で一日中過ごせそうだ。

　そういえば入院中に窓を開けると、よく子供のはしゃぐ声が聞こえていた。

「あの声はここから聞こえていたんだ……」

　園内をゆっくりと散策しつつも、まだ健太郎さんは現れない。

　そうだよね、仕事中に急に抜け出すことなんてできないだろうし。しばらく時間がかかるかも。

　慌てて来たからスマホすら持っておらず、時間を確認することも、誰かと連絡をとることもできない。とりあえず、どこかに座って健太郎さんが来るのを待とうと思い、ベンチを探していたとき。

「灯里っ!?」

　背後から聞こえてきた、叫ぶような声に、足が止まってしまう。

「灯里！」

　再度私を呼ぶ声がした。

　久しぶりに聞く大好きな人の声に、足が少しだけ震えてしまうも、ゆっくりと振り返る。同時に、目の前まで来ていた健太郎さんに、正面から抱きしめられてしまった。

「灯里だ……！」

　彼は私の存在を確かめるように、腕の力をギュッと強めてくる。

　その行為に胸がトクンと鳴った。

「健太郎さん……」

　会ったら言いたいこと、伝えたいことがたくさんあった。

　なのに、どうしてだろうか。今はただ、健太郎さんの温もりを感じていたい。

　感情のおもむくまま彼の背中に腕を回し、ギュッと抱きついた。

「灯里……」

　頭上から降ってきた吐息交じりの声は、どこか嬉しそうで、私の気持ちをより一層煽った。もっともっと、健太郎さんの体温を感じていたいって。

　お互いの名前を呼んだだけで、黙ったまましばらくの間抱き合っていると、健太郎さんが急にハッとしたように、私の身体を勢いよく引き離した。

「悪い！　一時間しかないんだよな！」

「あ……はい。仕事中にすみません」

　その言葉に一気に現実に引き戻されてしまう。

　本当はもっとこのままでいたかった。お兄ちゃんには感謝しているけど、今は少しだけ恨めしい。

「灯里。……本当に悪かった」

「え、ちょっと健太郎さん!?」

　いきなり頭を深々と下げた健太郎さんに、戸惑ってしまう。

「謝らないでください。むしろ悪いのは私のほうです。……健太郎さんとの大切な思い出を、忘れてしまっていたのですから」

　すると健太郎さんはゆっくり頭を上げてくれたものの、困惑ぎみに笑っていた。

「お兄さんの話は本当だったんだな。まさか灯里に知られるとは」

「どうしてお見合いの日に、話してくれなかったんですか？」

「それは……そうだな、とりあえず最初から順を追って説明させてくれるか？　灯里だって、すべてを覚えているわけじゃないだろ？」

　健太郎さんの言う通り、報告書に書かれていたことは、断片的にしか覚えていない。

　深く頷くと「座って話すから」と言われ、近くのベンチに腰かけた。

　少しだけ肩が触れる距離感がくすぐったい。

　妙にソワソワしてしまい、目を泳がせながら隣に座る健太郎さんを見ると、彼は頭上に広がる星空を見上げていた。

　その整った横顔に胸が高鳴る。

　お見合いしたときもそう思ったけれど、健太郎さんは佇まいだけで人を惹きつける魅力がある。

　しばし彼の横顔に見とれていると、健太郎さんは夜空を見上げたまま、思い返すようにゆっくりと語りだした。

「俺と灯里が初めて会ったの、この公園だって知ってた？」

「え……ここですか!?」

　思いがけない話に大声を出してしまい、慌てて手で口を覆った。

「そうだよ」

　微笑しながら健太郎さんは話を続けた。

「灯里は幼少期、この近くの、今はもう、とり壊されてしまったアパートに住んでいたんだ。俺たちが出会ったとき、灯里はまだ四歳で、俺は九歳だった」

　四歳……。それは本当の両親が亡くなった年だ。

　そのときに出会っていたのなら、覚えていないのも頷ける。あの頃は、ただつらく苦しい思い出しか残っていないから。

「小学三年生だった俺は遊び盛りだったのに、両親にやたらと『後継ぎとして勉強しろ』とか言われていてさ、窮屈で仕方なかった。それで、無理やり入会させられた塾をよくサボッて、この公園に来ていたんだ」

「そうだったんですか……」

　初めて聞く健太郎さんの話に、耳を傾ける。

「その頃、灯里と灯里のお母さんもよく来ててさ、何度か顔を合わせているうちに灯里に懐かれて、いつもひとりでいる俺に、灯里のお母さんは心配して声をかけてくれたんだ」

　記憶に残っていない亡くなったお母さんの話に、トクンと心臓が跳ねた。

「灯里のお母さんは親身に俺の話を聞いてくれて、何度か家にも招待してくれた。そして俺がいない所で両親に、それとなく俺の気持ちを伝えてくれたんだ。あとから両親が教えてくれた。……本当、灯里のお母さんのおかげだよ。俺が今、こうして医者として働けているのは。両親に気持ちをわかってもらえずひねくれたままだったら、間違いなく医者になんてなっていなかったと思うから」

　目頭が熱くなってきてしまった。

　両親のことで覚えているのは、優しくて、大好きだったことだけ。ときどき思い描くの。ふたりはどんな人だったんだろうって。

　それが今、少しだけ知ることができて嬉しい。

「それから俺の両親と、灯里の両親が仲良くなるのに時間はかからなかった。俺たちが仲良くなるのも、な」

「私と健太郎さんも、ですか？」

「あぁ」

　夜空に向けられていた健太郎さんの視線が、私を捕らえる。

　すると何かを思い出したように、口元を押さえながら笑いだした。

「灯里が覚えていないのが本当に残念だよ。……言っておくけど、先に求婚してきたのは灯里のほうだからな」

「求婚!?　なっ、なんですか、それ！」

　思ってもみない話に、顔がカッと熱くなる。

　それがまた健太郎さんのツボにハマッてしまったようで、彼の笑いは収まらない。

「当時の灯里は、俺にベタ惚れだったんだぞ？　『ケンちゃん』って呼んでは、まるで金魚のフンの如ごとく、俺のそばから離れなかったし」

　嘘……本当なの？

　記憶にないから、否定することもできない。

　なのに健太郎さんは、さらに信じがたい話を語りだした。

「それとアレもあったな、灯里の『夫になるための三ヶ条』」

　彼はクククッと喉元を鳴らし、必死に笑いをこらえている。

「『夫になるための……三ヶ条』!?」

　オウム返しもしたくなる。いくら幼かったとはいえ、四歳の私ってば、健太郎さんに一体何を言っちゃってくれてたのよ！

『顔から火が出るほど恥ずかしい』とは、まさにこのことだ。もう隣にいる健太郎さんのことを見られず、視線を落とす。

　なのに健太郎さんってば、その三ヶ条とやらを宣言するかのように口に出した。

「灯里の夫になるための第一条、将来お金持ちになること」

　ひゃー！　なんてがめつい子だったんだろう！

「第二条、イケメンになること」

　そして面食い……。

「第三条、灯里の好みの男になること」

　健太郎さんは指を一本、二本、三本と立てて、愉快そうに話す。

　耳を塞げるものなら塞ぎたい！　目の前に穴があったら入りたい。

「ちなみに灯里の好みの男っていうのは、すべてが完璧で、ちょっとワルくて、俺様なヤツだそうだ」

　そう言って口の端を上げられると、恥ずかしさですっかり打ちのめされてしまった。

「……すみません、なんか」

　幼い頃とはいえ、とんだ結婚条件を出したものだ。

　しかも何よ、好みの男がちょっとワルい人とか俺様だなんて。四歳のくせになんでそんな言葉を知ってたのか謎だし。

「それにしてもすごいよな。当時、俺も小学生ながら驚いたよ。灯里が通っていた幼稚園には少しマセた子がいて、どうやらその子の影響だったみたいだけどな。可愛いもんじゃん？　さすが女の子だな」

　だからって、健太郎さんにそんなことを言っていたなんて……。

　いたたまれずにひたすら下を向いていると、健太郎さんの大きな手が私の頭に触れた。

「悪い悪い、意地悪しすぎたな」

　大きな手でポンポンと撫でられる。

　ゆっくり顔を上げると、健太郎さんは目を細めて「ごめんな」と囁いた。

「俺は当時まだ九歳だったのに、灯里と過ごした短い日々のことを、今でも鮮明に覚えてる。俺にとって灯里は初恋だった。だけど、それに気づいたのは皮肉なことに、灯里の両親が亡くなってからだった」

　私の頭を撫でていた手が、ゆっくりと離れていく。

　……いよいよだ。私が聞きたかった話……両親が亡くなったときのこと……。

　ついに核心に迫るかと思うと、妙に緊張してしまう。

　それでも健太郎さんの言葉すべてを聞き漏らさないように、耳を傾けた。

「灯里にとって思い出したくないことかもしれない。……けど、最後まで聞いてほしい」

　私に向けられた瞳は強く、でも不安げに揺れていた。

　健太郎さんは、私が当時のことを知ったら、悲しむと思っているの？　だったら、そんなこと気にしないでほしい。

「健太郎さん、私なら大丈夫です。なので、すべて教えてください。私もちゃんと知りたいんです。亡くなった両親のことを」

　私にはふたりのことを聞ける血縁者はいない。だから聞かせてほしい、どんなことでも。

　訴えるように見つめ返すと、私の決意がしっかり伝わったのか、健太郎さんは少しだけ胸を撫で下ろした。

「そう言うと思った」

　小さく息を吐き、健太郎さんは話しだした。苦しくて、悲しい出来事を。

「あの日、俺は母さんに頼まれて、夜勤の父さんに忘れ物を届けに病院に来ていたんだ。季節は冬真っ盛りで、雪が降るんじゃないかってほど寒かった。……病院に着いたとき、父さんは緊急オペ中だった。灯里の両親の、な」

　……そう、だったんだ。胸がズキズキと痛む。

「最善を尽くしたけれど、ふたりは亡くなった。病院に搬送されてきたときには、もう手遅れだったらしい」

　健太郎さんのお父さんとは、お見合いの席で挨拶を交わしたけれど、あのときは健太郎さんの印象が強すぎてあまり記憶にない。

「周囲の反対を押し切ってオペをして……なんとか助けたかったらしい」

　その記憶があれば、お見合いの日にお礼を言うことができたのに……！

　最後まで諦めず、救ってくれようとした……それを聞いただけで、涙が溢れそうだ。

「灯里は幼稚園に預けられていて、そのことを知っていた母さんが灯里を迎えに行ったんだ。灯里は覚えていないと思うけど、それからしばらくの間、うちで生活していたんだぜ？」

「そうだったんですか」

　覚えていなかったことに、ますます後悔してしまう。

　身寄りがなかった私の両親。……もしかしたらふたりの葬儀も、健太郎さんのご両親が手配してくれたのかもしれない。

「一緒に暮らす灯里の姿は、とてもじゃないけれど、見ていられなかったよ。毎日泣いていて苦しそうで、見ているこっちが泣きたくなった。……俺の家も灯里にとっては、両親と過ごした思い出の場所だったんだろうな。何度も三人で遊びに来ていたから」

　健太郎さんと一緒に過ごした時間は、正直覚えていないのに、胸が苦しくて仕方ない。お父さんとお母さんを同時に失ってしまった悲しみだけは、今でも鮮明に覚えているから。

「最初はさ、うちの親、灯里を養子として引き取ろうとしていたんだ」

「え……健太郎さんのご両親が、ですか？」

　信じられない話に、思わず聞き返してしまった。

「あぁ、だけど日に日に衰弱していく灯里を目まの当たりにして、ふたりの思い出が残るこの家で生活させるのは、酷だと判断したんだ。……それと親戚からの反対もあったらしい」

　当たり前だよね。全く縁もゆかりもない他人の子を引き取るなんて。

「今聞かされれば理解できたけど、子供だった俺には、両親の判断は到底納得できなかった。弱っている灯里を放り出すことなんて考えられなかったんだ。……だけど、どんなに反対したって、所詮子供の俺にはどうすることもできなくて。だから誓ったんだ」

　そう言うと、健太郎さんは私のほうに身体を向け、静かに私の手を取って自分の頬に寄せた。

「大きくなったら必ず迎えに行く。……俺が灯里のことを幸せにしてやるって」

　ドクンと心臓が跳ねる。健太郎さんの頬に触れる手が熱い。真剣な瞳で見つめられては、視線を逸らせない。

「『俺が灯里を、世界で一番幸せにしてやるから』……別れの日、そう告げたらいつも泣いていた灯里が笑ってくれたんだ。『ずっと待ってる。だからケンちゃん、早く迎えに来てね』って」

　あ、れ……ちょっと待って。

　その言葉に覚えがある。……そう、だよ。私、いつも泣いていたのに、ある日を境に泣かなくなったんだ。

　ずっと不思議だったの。健太郎さんには、どんなに嘘の表情をとりつくろっても、私の気持ちを見透かされていたから。私のこと、理解してくれていたから。その答えがわかった気がした。

「健太郎さんだったんですね」

「え？」

　いつも苦しくて悲しくて、どうしようもなかった私を救ってくれたのは、健太郎さんだったんだ……！

「断片的にしか覚えていませんが、私、ある日を境に笑えるようになったことを覚えているんです。……そのきっかけを作ってくれたのは、健太郎さんだったんですね」

「灯里……」

　たとえ鮮明に覚えていなくても、これだけは断言できる。あの日から私の心を支えてくれていたのは、健太郎さんの言葉だったんだ。

　我慢していた涙は止めどなく溢れだし、そのまま健太郎さんにゆっくりと抱き寄せられた。

「俺が医者を志そうとしたのは、二度と大切な人を失いたくなかったのと、灯里を幸せにしたかったからなんだ。いつか灯里を迎えに行ったとき、恥ずかしくない人間でいようと、嫌だった勉強をただがむしゃらに頑張ったよ。……そのおかげで、灯里が言うように二重人格になったのかもしれないけどな」

　おかしそうに頭上でクスクスと笑う声が、くすぐったい。

「でも仕方なかったんだ。厳しい世界で生きていくためには、上の人の機嫌をとるために笑顔を振りまいたり、周りと衝突しないよう思っていることと逆の態度をとったり……そうやって時に自分を偽らないといけなかったから」

　そうだよね。大人になればなるほど、身に染みて理解できる。素直な自分のまま生きていけるほど、世の中は甘くないって。自分を偽るスキルも、身につけなきゃいけないって。

「ごめんなさい。健太郎さんのことを二重人格なんて言って」

　あのときは健太郎さんの表面しか見ていなかった。言っていい言葉ではなかった。

「アハハ、何を今さら。本当のことだし」

「でも……」

「もういいから」

　健太郎さんが私を抱き寄せる腕の力を強めたものだから、それ以上何も言えなくなってしまった。

「高校を卒業したあと、灯里のいた養護施設に足を運んだんだ。だけど灯里はすでに一之瀬さんに引き取られたあとだった。後悔したよ、なんでもっと早く会いに行かなかったんだろうって。医学部に合格して医者への道を一歩踏み出してからだ、っていう変なプライドが邪魔をして、なかなか行けなかったんだ」

　苦しそうに顔をしかめる彼に、胸が痛む。

「それまで灯里に対して抱いていたのは、責任感や使命感のほうが強かったかもしれない。灯里を守ってやれるのは俺だけだって。けど、灯里がいなくなってもう会えないと思ったら、余計、お前のことが気がかりで、いつか俺が幸せにしてやりたいって気持ちが強くなった。……今でも鮮明に覚えているよ、幼い頃の灯里の無邪気な笑顔を」

　健太郎さん……。

「それからは、なんとなくいいと思った人ができても、そのたびに灯里の顔が頭に浮かんで、心から夢中になれないまま付き合っては別れての繰り返しだった。……梅沢さんに好意を寄せられているのは気づいていたけど、仕事上やりづらくなると思って、曖昧なままにしていたんだ。彼女に『自分は指輪に詳しいから』と押し切られ、一緒に選びに行ってしまったしな。俺の灯里への想いを察して、気持ちを絶ち切ってくれると思っていたんだが……」

　健太郎さんは言葉を濁し、申し訳なさそうに眉をひそめて話を続けた。

「灯里が入院する少し前に告白されたんだ。さすがに『俺には大切な婚約者がいるから』って伝えて納得してくれたと思っていたんだけど、そうじゃなかったみたいだ。あれから彼女を問い詰めたら、悔しくて灯里に嘘をついたと話してくれたよ。……俺のこと、本気で好きで諦めたくなかったからって」

　健太郎さんの声は震えている。

「俺が一番悪かったんだ。仕事がやりづらくなるのが嫌で、中途半端な態度をとっていたから。そのせいで彼女も灯里のことも傷つけてしまった。……ごめんな」

　今にも泣きだしそうな声で謝ってきた彼に、自分から強く抱きついた。

「健太郎さん」

「……ん？」

　不安そうな彼に、ゆっくりと伝えていく。

「ワガママだけど、指輪は健太郎さんがひとりで選んでくれた物が欲しかった」

「そうだよな、うん。自分ひとりで悩んで選ぶ。それでもう一度、灯里にちゃんと渡すよ。ほかに俺に言いたいことはあるか？　ワガママじゃないし、遠慮なく言ってほしい」

　一番伝えたいことがある。

「私以外の人を、好きにならないで」

　怖かった。もしかしたら健太郎さんは、私じゃなくて梅沢さんのことが好きなのかもしれないと思ってたから。

　けれど言ったはいいものの、照れ臭くなって健太郎さんの胸に顔をうずめた。

　すると、頭上からクスクスと笑う声が降ってくる。

「数ヵ月前、親が招待されたパーティーで灯里を見つけたとき、一瞬で灯里だって気づいたよ」

「え……パーティー？」

　すぐには思い出せないことに、キョトンとしてしまう。

「そ。灯里も出席していただろ？　二月頃に開催された、灯里の親父さん主催のやつ」

　二月頃……。そういえば行った気がする。

　気乗りしなかったけれど、お兄ちゃんは仕事で行けなくて、お母さんは風邪をひいていたから、仕方なく家族として出席したんだ。

　まさか、あの場に健太郎さんもいたなんて。

「インフルエンザが猛威を振るっていた時期で、親父は出席できなくて。最初は渋々だったけど、出席してよかったよ。そこで灯里と再会できたんだから」

「……声、かけてくれたらよかったのに」

　ポツリと本音が漏れてしまった。それなら健太郎さんのこと、思い出していたかもしれない。

「バーカ、あれから何年経ったと思ってるんだ？　俺だって声かけたかったけど、当時灯里は四歳だったし、俺のことを忘れてたらショックじゃん。現にお前は忘れていたしな」

「すみません」

　ここは謝るしかない。確かにお見合いの席で再会したときも、覚えていなかった。

「それにしても、あれからもう何年も経っているのに、よく私だって気づきましたね」

　別れたのは私が四歳のときでしょ？　健太郎さんだって九歳で小さかったのに。

　すると健太郎さんは得意げに声を弾ませた。

「当然だろ？　久しぶりに会ったけど、招待客と笑って話しているところを見た瞬間、間違いないって思った。昔と変わらない、俺が大好きな笑顔だったからな。……いや、あの頃以上に魅力的になっていたよ。想像以上に可愛くなってた」

「それはえっと……ありがとうございます」

　照れ臭くて口ごもってしまう私をからかうように、健太郎さんは続けた。

「もちろん昔と変わらないところもある。意地っ張りで思ったことを素直に言えないところ。……昔から、何か言いたそうに俺を見るばかりでさ」

　私ってば、子供の頃からそんなだったんだ。

　改めて聞くとガックリしてしまう。

　すると健太郎さんは、すぐに「ごめん、からかいすぎた」と、私の頭にポンポンと手を乗せた。

「すぐに灯里のことを調べたよ。そして両親にも話した。ふたりとも喜んでたよ、灯里が元気に暮らしていたことを知って。だから早速灯里の両親にかけ合って、見合いの席を設けてもらったんだ」

　そうだったんだ。……ん？　ちょっと待って。

「もしかしてうちの両親も、その事情を知っていたんですか？」

　お母さん言っていたよね。私は小さい頃、お嫁さんになりたがっていたって。それって健太郎さんとの過去も知っていたから、飛び出した言葉なのかもしれない。

　どうやら私の考えは当たっていたようで、健太郎さんは「そうだよ」と呟くと、話を続けた。

「四人ともえらく乗り気になってくれたよ。『運命的で素敵だ』って。……資金協力の話は、灯里の両親が『ぜひに』って申し出てくれたんだ。すでに絶望的だった灯里の両親に最善を尽くし、短い期間ながら灯里のそばにいてくれたお礼と、今後もたくさんの人の命を救うための提携なら、喜んでしたいからって」

　両親らしい話だ。ふたりが言いそうな言葉だもの。

「それと灯里の両親や俺の両親が灯里に真実を告げなかったのは、俺が口止めしていたからなんだ。だから四人のことを責めないでくれ」

　提携の話の裏にはそういう理由があったんだ。それは納得できたけど……。

「どうして両親に口止めしたんですか？　言ってくれればよかったのに」

　お見合いの席で言ってくれたら、もっと違っていたのに。

　顔を上げれば、健太郎さんは「アホだな」と笑顔で呟いた。

「会えないと思っていた灯里とせっかく再会できたんだ。もう一度、灯里と一からちゃんと始めたいと思った。ゼロから好きになってもらいたかった。必死に嫌いだった勉強をして医者になった、今の俺をな」

　まるで少年のように笑う健太郎さんに、ドキッとさせられてしまう。

「それに灯里の両親から聞いていたんだ。灯里は亡くなった両親のことを、ほとんど覚えていないって。俺が話したことで、つらい過去をわざわざ思い出してほしくなかった。それは俺の両親も同じ思いだった。だから言えなかったんだよ。……悪かったな」

「そんな……っ！　そんなことないです」

　私のことを思ってのことだったんでしょ？　だったら謝ることない。逆に、私が感謝するべきことだよ。

「ありがとうございます、こんなに配慮してくれて。……ううん、いつもそう。いつだって健太郎さんは、私のことをちゃんと考えてくれていた」

　再会してからも、もしかしたら再会する前も。

　そっか、だから私は健太郎さんに、初対面の日から素直な気持ちをぶつけることができたのかもしれない。記憶に残っていなくても、心が覚えていたのかも。健太郎さんは、私にとって特別な人なんだって。

「それは当たり前だろ？　俺にとって、灯里はずっと忘れられない存在だったんだ。なのに灯里は忘れていたからさ。それが悔しくて、つい何度か意地悪しちまった」

「意地悪……？」

　首を傾げると、健太郎さんは声を弾ませた。

「あぁ、昔の灯里が言っていた、ちょっとワルい男になってみた。それに灯里が突きつけた三ヶ条の倍以上の、十ヶ条を突きつけたし」

　呆気にとられてしまった。

　最初から不思議だった。どうして健太郎さんは私に『嫁になるための十ヶ条』とやらを送りつけてくるのかって。だけどその答えがようやくわかったよ。そもそもの原因は私だったんだ。

　すると健太郎さんは私の身体を引き離し、おもむろに左手を取ると薬指にそっとキスを落とした。

「えっ……！　けっ、健太郎さん!?」

　突然のことに、顔が熱くなってしまう。

　けれど健太郎さんは表情を変えることなく、真剣な面持ちで私を見つめてくる。

「第十条　生涯愛すること」

　そう言うと、健太郎さんは目を細めて愛おしそうな眼差しを向けてきた。

「もちろん俺のことを、な」

「健太郎さん……」

　幸せすぎて胸が苦しい。

「灯里……俺の嫁になってくれる？」

　放たれた真剣なセリフに、自然と涙が溢れてきた。

　そんなの、答えなんて決まっている。

「……は、いっ！」

　震える声で返事をすれば、健太郎さんは安心したように大きく息を吐き、私をギュッと抱き寄せた。

「何があっても離してやらないからな。……その代わり、約束通り世界で一番幸せにしてやる」

　次々に涙が溢れて、言葉が出ないまま何度も頷いた。

　本当のお父さんとお母さんが亡くなって、つらくて悲しかった。思い出せないほど消したい過去だった。けれど、健太郎さんとの素敵な時間もあったんだ。今なら少しずつ思い出せる。お父さんとお母さんと、三人で過ごした幸せな日々を。

　そして健太郎さんが私を救ってくれた、あの愛しい言葉も――。

「私も、健太郎さんのことを幸せにします」

「え？」

　健太郎さんはビクッとして、私の顔を覗き込んできた。

「だって不公平じゃないですか。私だって健太郎さんを笑顔でいっぱいにしたいです」

　健太郎さんは私のことを忘れずにいてくれた。だからこうやって再会することができたんだ。健太郎さんが私のことを見つけてくれたから。今感じる幸福感は全部、健太郎さんのおかげ。

　なのに私は……？　健太郎さんに与えられるだけなんて嫌だもの。

　訴えるように見つめると、健太郎さんは急に眉をひそめた。

「バカ。お前はただ俺に守られていればいいんだよ」

　さらにきつく抱き寄せられて、言葉が出ない。

「むしろ、そのために俺は頑張ってきたんだ。灯里を守れる男になるように、お前を幸せにできるように、な。……まぁ、途中少し脱線しちまったけど」

　過去の話につい笑ってしまうと、健太郎さんは大きく咳払いをした。

「まずは灯里が幸せを感じてくれない？　それが俺にとって何よりの喜びだからさ。それだけで俺は充分だよ」

　頭を撫でる優しい手の温もりと言葉に、幸せを噛みしめてしまう。

「もう充分満足しています」

　健太郎さんの温もりを感じているだけで、幸福感に包まれる。

「本当にバカだな、灯里は」

　そのセリフに、愛情を感じてしまうのは私だけかな？

「バカでもいいです。すごく嬉しいですから」

　なんて言われようと、健太郎さんとこうやって一緒にいられるだけでいい。

　しばらくして、ゆっくりと解放される身体。

　顔を上げれば、甘い瞳で見つめる健太郎さんと目が合い、ときめいてしまう。

「俺も幸せだよ」

　吐息とともに囁かれる。

　大きな手が頬に触れ、彼の顔がゆっくりと近づいてくる。

「私も」

　最後にそう呟き、目を閉じた瞬間、背後から怒鳴り声が聞こえてきた。

「貴様、どさくさに紛れて何をしようとしている！」

　突然現れたお兄ちゃんに、目を見張る。

　健太郎さんも驚きを隠せず、固まってしまっていた。

「まったく油断も隙もない。いいか!?　俺の目の前で灯里とキスなんてさせないからな！　つーか、させてたまるか!!」

　吐き捨てるように言うと、お兄ちゃんは素早く前に回り、私の腕をつかんで立たせた。

「もう時間だ。約束通り、灯里は返してもらうからな」

　お兄ちゃんから逃れようと試みるも、とてもじゃないけれど私の力では勝てない。

　すると健太郎さんも立ち上がり、なぜかニコニコと笑いながらお兄ちゃんを見据えた。

「なっ、なんだ急に！」

　さすがのお兄ちゃんも動揺し、声を裏返した。

「いいですよ。お約束でしたし、灯里はお返しします。この機会を作ってくださったお兄さんに感謝しています。ありがとうございました」

「は？」

　身がまえていたお兄ちゃんは、出鼻をくじかれ、間の抜けた声を出した。

　そんなお兄ちゃんに、健太郎さんは抑揚のない声で話しだす。

「灯里とはちゃんと話ができましたし、お兄さんが灯里と過ごせる残りわずかな時間を、奪いたくありませんので」

「何っ!?」

「だってそうでしょう？　いずれ俺と灯里が結婚したら、今の立場も逆転します」

　ニッコリ笑顔で淡々と述べる健太郎さんとは違い、お兄ちゃんの身体は怒りからか、次第にプルプルと震えだした。

「貴様、言わせておけば……！」

「すべて本当のことですから」

　ピシャリと言い捨てると、急に健太郎さんと目が合ったと思った瞬間、腕を引っ張られ抱きしめられた。

「またな、灯里。……愛してるよ」

　頬に落とされたキスに、目が真ん丸になるも、すぐに唇と腕が離された。

　え……と、今、健太郎さん、お兄ちゃんの前でキス、したよね？　それにあっ、『愛している』って言った!?

　混乱している私に、健太郎さんはしたり顔で笑う。

「仕事を抜けてきているんだ、俺もそろそろ戻らないと。どうぞお気をつけてお帰りください、お兄さん」

　健太郎さんは立ち尽くすお兄ちゃんに丁寧に一礼すると、再度私に手を振り、病院のほうへ戻っていった。

　その背中を見つめながらも、さっきの言葉が頭から離れない。心にじわじわと染み渡り、身体中が熱くなる。

「なっ、なんだ、あいつは……！」

　お兄ちゃんはやっと我に返ったのか、健太郎さんが消えた方向を指差して叫んだ。

　今にも健太郎さんを追いかけていきそうなお兄ちゃんを、必死に宥める。

「まったく！　本当にあんなヤツでいいのか!?　今ならまだ間に合うぞ！」

「もー、お兄ちゃんってば。さっきまで応援してくれてたのに」

　まるで別人のようだ。するとお兄ちゃんは口ごもってしまった。

「だって仕方ないだろう？　俺の……俺の可愛い灯里があんなヤツに……っ！」

　今にも泣きだしてしまいそうな顔に、苦笑いしてしまう。

「だけど男に二言はない。灯里が幸せならそれでいい。……幸せになれよな」

　グッと涙をこらえて、頭を撫でてくれるお兄ちゃん。

「うん、ありがとう。約束通り、今度はお兄ちゃんが幸せになってよ。……私としては、千和さんなんていいと思うけど？」

　さりげなく冗談めいて言ったのに、お兄ちゃんはなぜか考え込んでしまった。

「うむ、大川さんか。……いいかもな」

　まさかの反応に、腰を抜かしてしまいそうだ。

「灯里のことにも親身になってくれたし、仕事に対してもすごく真面目で頑張り屋だ」

「うっ、うん。それはそうだけど……」

　そんな簡単なものなの？　お兄ちゃんにとって恋愛するってことは。

「正直、前からいいと思ってたんだ。以前悩みがあるって言われたときも、灯里より優先してしまったしな」

　う、そ……。本当に？

　思ってもみない話に、瞬きするのも忘れてしまった。

　でも、そっか。私のことを思って、今まで気持ちを隠していたのかな？

　照れ臭そうに頭をかくお兄ちゃんの腕に、自分の腕を絡めると、お兄ちゃんは目を見張ってうろたえだした。

「あのね、私も千和さんなら大歓迎！　むしろ、ずっと前から思ってたんだよ？　お兄ちゃんと千和さんがうまくいってくれたらいいなって。そうなると、私も嬉しい」

「……そうか」

　そう言うと、お兄ちゃんは安心したように微笑んだ。

「じゃあ頑張ってみるか。……それにしても俺、恋愛するの何年ぶりだろ」

「言われてみれば、お兄ちゃんの浮いた話なんて聞いたことないかも」

「当たり前だろ？　俺はずっと灯里ひと筋だったんだから！」

　腕を組んだまま、そんな話をしながら、田中さんが待つ車まで戻っていった。




　それから有言実行のお兄ちゃんは、早速千和さんに熱烈アプローチを始めた。

　最初は戸惑っていた千和さんだったけれど、ずっと片想いしていたお兄ちゃんに好意を寄せられて困るはずもなく、今ではふたりでよく食事に行く仲だ。

　このままふたりは、きっとうまくいくだろう。

　一方の私はというと……。




「おっ、お久しぶりです！　一之瀬灯里です」

　緊張で声が裏返ると、正面にいる健太郎さんのご両親はクスクスと笑いだした。

　うっ、うわぁ～！　早速やってしまった。恥ずかしい!!

　ギュッと目をつぶると、隣に座る健太郎さんは、私を安心させるように手を握ってくれた。たったそれだけで、緊張も羞恥心も薄れていくから不思議だ。

　健太郎さんと想いが通じ合ったあの日から、約一ヵ月後の今日、彼の実家を訪れていた。

「父さん、母さん。……俺、灯里と結婚するから」

　健太郎さんは私の手を握りしめたまま、目の前に座る両親に力強い眼差しで宣言した。その姿に、胸がキュンとしてしまう。

　健太郎さんの実家を訪れた理由……それは私たちのことを、健太郎さんのご両親に報告することと、もうひとつ。

「そんなのわかってるさ。お前が灯里さんに昔から惚れていたのは、私も母さんも知っているしな」

「よかったわね、健太郎」

　笑顔で認めてくれたことに、涙がこぼれそうになる。厳しそうだけど、人情味ありそうなお父さんと、優しそうな笑顔が印象的なお母さん。なんとなく、覚えているような、いないような。

「あのっ……！　ご挨拶が遅れてしまいましたが、幼少期は大変お世話になりました！　なのに私、忘れてしまっていてっ……」

　言葉がうまく出てこない。ただ感謝の気持ちを伝えたいだけなのに。

　けれど健太郎さんのご両親は、昔を懐かしむように、穏やかな眼差しで私を見つめていた。

「最初、本当に嬉しかったの。健太郎から灯里ちゃんが元気そうでいてくれたと聞いて。そのうえ、うちの子のお嫁さんになってくれるなんて、こんなに幸せなことはありませんよね」

「あぁ。……それにすまなかった。灯里さんのご両親を救うことができなくて」

　申し訳なさそうに頭を下げたお父さんに、慌てて声をあげた。

「そんなことありません。健太郎さんから聞きました。最後まで両親を助けようとしてくださったと。……それだけで充分です。心から感謝しています。それに身寄りのない私を助けてくださって、本当にありがとうございました」

　やっと言えた。健太郎さんのご両親に感謝の気持ちを。それは隣で手を握ってくれている健太郎さんのおかげ。

「こんな私ですが、これから末永くよろしくお願いします」

「こちらこそ。娘ができて嬉しいよ」

　あぁ、もう本当に涙腺が崩壊してしまいそうだ。それを必死にこらえ、出された紅茶を口に含んだ。

　その後、和やかな雰囲気の中、健太郎さんのご両親から亡くなったお父さんとお母さんの話を聞いた。

　それは初めて知る両親の一面ばかりで、少しずつ思い出していたふたりの存在に、また近づけた気がした。




「どうぞ」

「お邪魔します」

　それから時間はあっという間に過ぎていき、夕食はみんなで外食しようということになった。

　まだ夕食の時間には早いため、健太郎さんのお母さんの提案で、健太郎さんの部屋を訪れていた。初めて入る空間に緊張してしまう。

　大学生までこの部屋で過ごしていたと言っていたけれど、私の部屋と同じくらいの広さで、ベッドや勉強机など、必要最低限の家具しか配置されていない。本棚は医学書でぎっしりと埋まっていて、男の人らしいシンプルな部屋だった。

「この部屋に、灯里も昔よく来ていたんだよ」

「私がですか？」

　もちろん覚えているわけもなく、健太郎さんをまじまじと見てしまう。

「あぁ、遊びに来たときはよくこの部屋で、ふたりで遊んでいたんだ。それに灯里に『夫になるための三ヶ条』を突きつけられた場所も、ここだったんだよ」

　笑いを押し殺して話す健太郎さんに、顔が一気に熱くなる。

「その話はもうやめてください」

「どうして？　言っただろ、こんな可愛いエピソードは一生忘れないし、むしろ生まれてくる我が子にも語って聞かせるさ」

　まさかの話にギョッとしてしまう。

「そんな話、子供になんてしないでください！　断固反対します!!」

　力強く言うと、健太郎さんはますますおかしそうに笑いだし、そのまま私の身体を引き寄せた。

「ちょっと健太郎さん!?」

　同じ屋根の下に健太郎さんのご両親がいるかと思うと、ドギマギしてしまう。

　なのに健太郎さんは、自分の額を私の額にくっつけて微笑んだ。

「なんかいいな。こうやって灯里と将来の話をするのとか。幸せだなって実感させられる」

　胸がキューッと締めつけられていく。私まで喜びに包まれちゃうよ。

　額をくっつけたまま、健太郎さんは話を続けた。

「なぁ、灯里。将来子供はたくさん作ろうな」

「たくさん、ですか？」

「あぁ、だって家庭は賑やかなほうがいいだろ？　そして聞かせてやろう。……俺たちの運命的な話をさ」

　想像するだけで、自然と口元が緩んでしまう。

「いいですね。私たちの子供にも、将来運命的な恋愛をしてほしいです」

「するに決まってるだろ？　俺たちの子なんだから。だけど、その前に籍を入れて結婚式を挙げて……いや、それ以前に灯里のお兄さんに認めてもらわないとな」

　げんなりした様子で話す健太郎さんには悪いと思いつつも、つい数日前、我が家に挨拶に来てくれたときのことを思い出すと、笑わずにはいられなかった。

「すみません、お兄ちゃんがあんなで」

「本当だよ。でも灯里を大切に思う気持ちは同じだからな。いつか必ず認めてくれると信じているよ」

「……はい！」

　大丈夫。きっと近い未来、そんな日が来るはず。むしろ本当の兄弟のように、仲良くなっちゃうかもしれない。

「好きだよ、灯里」

「なんですか、急に！」

　照れ臭くてつんけんしてしまうけど、健太郎さんは頬を緩めるばかり。

「いや？　特に意味はないけど、伝えたくなっただけ。灯里だってあるだろ？　そういうときが」

　そんなのたくさんある。無性に抱きつきたくなったり、会いたくなったり、声が聞きたくなったり……。健太郎さんの言うように『好き』って伝えたくなったり。

「だから伝えたまでだ。文句ある？」

「……っ、ありません！」

　健太郎さんはこうやって、たまに意地悪だけど、嫌いになんてなれない。ううん、なれるはずないんだ。

「ちなみに今は灯里にキスしたいんだけど……いい？」

　その聞き方、反則すぎる。

　健太郎さんは知っているでしょ？　私が健太郎さんに迫られたら拒めないって。それを知っていて、わざとこんな聞き方をしてくるんだ。

　昔の私は、夫になる人は『少しワルい人がいい』と言ってたみたいだけど、それは今も変わらないようだ。

　確信めいた目で覗き込んでくる健太郎さんに背伸びをし、自分からキスをした。

　一瞬のことに健太郎さんは面食らい、目を見開いたまま。

　こうやって、たまには健太郎さんの意外な顔を見ていたい。固まったままの健太郎さんに、笑顔で言った。

「参りましたか？」

　そうしたら健太郎さんは、困ったように笑いながら答えた。

「あぁ、参った」

　そしてとびっきり甘いキスを落とす。

　何度も何度も、一生続けてほしいくらいの甘いキスを――。




　一年後――。

「健太郎さん、これはどこに置きますか？」

「んー……リビングでいいんじゃない？」

　先日、籍を入れて式を挙げた。そして今日から私たちは、新居で新しい生活を始める。

「だいぶ片づきましたね。少し休憩しましょうか？」

「そうだな」

　新しいキッチンに入るだけで、健太郎さんと結婚したんだって実感できて、口元が緩んでしまう。

「灯里ー！　俺コーヒーはブラックでいいからな」

「もちろん知ってますよ」

　リビングから聞こえてきた声にすぐ答えると、満足そうな健太郎さんと目が合う。

　淹れたコーヒーを手に健太郎さんとふたり、庭を見渡せるベランダで肩を寄せ合う。

　コーヒーを啜っていると、健太郎さんが呟いた。

「ここの庭、広くていいな」

「そうですね、犬とか飼いたいくらいです」

「いや、まずはここでバーベキューだろ。あと子供が生まれたら、簡易遊具やプールを買って一緒に遊んだり、花火もやったりしたいな」

「楽しそうですね、それ」

　広々とした庭を前に、話が弾んでいく。

　結婚を機に思い切って購入した一軒家に、夢が広がっていく。

「今日から長い人生、よろしくな？　奥さん」

「こちらこそ」

　ふたりで微笑み合う。

　そんな私たちの背後にあるリビングのコルクボードには、思い出の写真たちとともに、ある紙が二枚飾られていた。

『夫になるための三ヶ条』と、『嫁になるための十ヶ条』が――。







番外編










兄になるための心がまえ［和臣ＳＩＤＥ］




「ちょっとお兄ちゃん、いい加減にして！」

「無理だ！　絶対に!!」

　大安吉日の日曜日の朝。

　今日ほど迎えたくない一日はない。必死に灯里の部屋のドアを開けさせまいと、身を挺ていしていた。

「もー、早くしないと間に合わなくなっちゃうよ」

　部屋の中からは、灯里の切羽詰まった声が聞こえてくる。

「そのために俺はここに立っているんだ！」

　そうさ、灯里を行かせないためにこうしている。なぜなら、今日は灯里の結婚式なのだから。

　誰が想像できただろうか。俺が出張でいない間に灯里が見合いをして、その相手と結婚することになるなんて。

　今や晩婚の時代だというのに、まだ二十五歳の灯里が急いで嫁に行くことなどないじゃないか！

「俺だけの灯里だったのに……」

　ドアを必死に塞ぎながら、漏れてしまった言葉。

　そうさ、出会ったときからずっと、灯里は俺だけのものだったんだ。




　＊　＊　＊




「はっ、初めまして、灯里です。……お兄ちゃん？」

　なっ、なんだ、この可愛い生き物は……！

　十九年前、目の前で俺の様子を窺うように、オドオドしながら何度も上目遣いで見てくる六歳の灯里に、一瞬で心を奪われてしまった。

　その日から俺は、灯里に夢中になった。母さんよりも灯里の世話をしたかもしれない。一緒に遊んだり出かけたり、勉強を見てあげたり、とにかく灯里が可愛くて仕方なかった。

　父さんと母さんから、灯里の生い立ちを聞いていた手前、ときどき灯里が昔の記憶を思い出してつらくならないか心配だったけれど、杞き憂ゆうだった。

　灯里は『今が楽しいからいい』と、笑顔で言ってくれていた。

　だから俺は、誓ったんだ。灯里が幸せになれるように、俺が最後まで責任を持ってやりたいって。いや、持ちたいって。

　それから月日は流れ、俺は無事に大学を卒業し、父さんの会社で働かせてもらいながら経営のノウハウを学んだ。

　そしてついに、夢だった自分の会社を起ち上げたんだ。




「代表、いい加減、灯里さんの学校へ無断で行くのは、やめていただいてもよろしいでしょうか？」

　高校生になった灯里は本当に可愛い。この日も心配で会社を抜け出し、灯里の様子を見に来ていたら、先回りしていた田中に捕まり、車に乗せられてしまった。

　俺の行動パターンなどお見通しのようで、こんな攻防が何度も繰り返されている。

「それは無理。何度も言うけど、兄として妹の心配をするのは当たり前だろ？」

　灯里を好きになる男の気持ちは痛いほどわかる。……が！　兄として易々と渡すわけにはいかない。

　なのに田中はわざとらしく、運転しながら大きなため息を漏らした。

「灯里さんも大変ですね」

　ボソッと囁かれた声は、同じ車内にいる俺の耳に充分聞こえた。

「おいこら、それはどういう意味だ？」

「そのままの意味です。代表がこうやって頻ひん繁ぱんに学校にいらしていたら、灯里さんにとっては迷惑以外の何物でもありませんよ？　灯里さんに言われていませんか？」

「べっ、別にそんなことは……！」

　どもってしまう。まさに田中の言う通り、灯里には、『心配しないで』と言われ、その顔は『困っている』と物語っていた。

『妹を守るのは、兄として当然の務めだ！』と自分を奮い立たせてきたけど……。灯里や両親をはじめ、田中にまで言われてしまうと、その自信も薄れてきてしまう。

　運転に集中する田中に、思い切って聞いてみた。

「なっ、なぁ、田中……灯里は俺のこと、ウザイとか迷惑とか思っているだろうか？」

　変に緊張しながら尋ねると、田中は気遣うことなくバッサリと言い捨てた。

「何を今さら。当たり前ではありませんか」

「なっ……なんだと!?」

　車内だというのに思わず立ち上がってしまい、頭をぶつけた俺は、必死に痛みをこらえながら、田中に抗議を続けた。

「そんなわけ……！　あるかもしれないが、はっきり言うことないだろ!?　少しは俺の気持ちも考えろ！」

「では代表は、灯里さんのお気持ちを、考えて差し上げたことはあるのですか？　せっかく恋愛したい年頃だというのに、兄である代表に邪魔をされては、かわいそうだと思いますが？」

　うっ……！　どうして田中はいつも痛いところばかり突いてくるのだろうか。おまけに誰が聞いても正論だから、何も言い返せなくなる。

　すっかり意気消沈してしまった俺は、気が抜けたように背もたれに体重を預けた。

「灯里に悲しい思いをしてほしくないだけだ」

「傷ついて成長することもありますよ」

　田中はまたしても、もっともなことを述べてくる。

「失敗をして、男を見る目も養われていくのではないですか？　代表だって灯里さんの年頃のときは、そうだったでしょう？」

「バカ野郎。俺は灯里と出会った十六歳の頃から、ずっと灯里ひと筋だ！」

「……年季の入ったシスコンですね」

「なんとでも言え！」

〝シスコン〟と言われようがなんとも思わない。むしろ自分でもそうだと認識している。

「ですがまぁ……代表のような兄はウザイところ満載ですが、灯里さんにとっては、大好きな存在なのかもしれませんね」

「え？」

　どういう意味だ？

　すると田中はバックミラー越しに、俺の様子を窺いながら話しだした。

「朝、代表をお迎えに伺った際、よく灯里さんと会うんです。そのたびに灯里さんは『今日も兄をよろしくお願いします』と言ってくださるんですよ。それはきっと、代表を思ってのことなんでしょう」

「そう、だったのか」

　灯里、田中にいつもそんな言葉を。

「いつか代表のお眼鏡に適うお方が現れるといいですね。私も代表に感化されてか、灯里さんには幸せになっていただきたいので、そのような方が現れましたら、全力で応援させていただきます」

「そんなの、まだまだ先の話だ！」

　口ではそう言うものの、田中が灯里を大切に思ってくれていることが、妙に嬉しかった。

　田中はそれすらお見通しのようで、必死に笑いをこらえながら「そうですね」なんて言っている。

　けれどそんなヤツが現れるのはまだまだ先だ。

　そう思い、それからも俺は、必要以上に灯里のことを気にかけていった。

　灯里が高校、大学を卒業し、俺の会社に入社してからもずっと――。




　そんなある日だ。俺が出張中に灯里がお見合いをしたのは。

　しかもなんだ？　イケメンで外科医で親が大きな総合病院を経営していて、俺と同じくらいスペックの高いヤツ。

　冗談じゃないって思った。いくら灯里に見合う男だと知りつつも、ほかのヤツなんかに可愛い妹を渡したくなかった。

　だから徹底的にあの男を調べ上げた。すると、とんでもないことがわかり、確信を得るために、今まで特に気にとめてこなかった、灯里のことも調べてもらった。

「……マジかよ」

　その報告書を見たとき、最初は信じられなかった。

　しかし両親に確認すると、聞かされた話はまさにそれを裏付けるもので、あいつの灯里に対する想いはどう見ても本物だ。

　そのうえ、あいつに傷つけられて、ボロボロになった灯里を見たとき、俺は思い知らされたんだ。こんなに傷ついてしまうほど、灯里はあいつのことが好きなんだって。

　そして観念した。

『あぁ、あいつには勝てないな』って。

　だから灯里の背中を押してやることができた。泣く泣く、あいつのもとへ行かせたんだ。




　＊　＊　＊




「それにしたって、早すぎるだろ」

　灯里との思い出を振り返るも、納得いかない。まだ再会してから一年だろ？　やっぱり嫁に行かせたくない。……しかもあいつなんかのもとに！

　灯里の部屋の前でストライキを始めて、どれくらいの時間が経っただろうか。

　止めに来ていた両親は呆れ果てて一階に下りてしまい、気づけばさっきまで抗議していた灯里も静かになってしまった。

「まさか窓から出た、とかないよな」

　嫌な予感が頭をよぎり、サッと青ざめる。

「あっ、灯里？」

　慌ててドアを叩き、灯里を呼んだとき。

「一体何をやっているんですか？」

　背後から急に聞こえてきたのは、明らかに怒りをはらんだ声。

　すぐに振り向いた瞬間、目を見開いてしまう。

「え……どうして、うちに？」

　きっと今の俺は、相当マヌケな顔をしているに違いない。なぜなら視線の先にいたのは、キレイにドレスアップした千和だったのだから。

　千和は呆気にとられた俺に睨みを利かせながら歩み寄ると、灯里の部屋のドアに向かって話しだした。

「灯里ちゃん、遅くなっちゃってごめんね。もう大丈夫よ」

　千和がそう言うと、こちらに駆け寄ってくる足音が部屋の中から聞こえてくる。すぐにドアが開き、今にも泣きだしてしまいそうな灯里が出てきた。

「よかった、千和さんが来てくれて……！」

　ホッと安あん堵どして千和の胸に飛び込む灯里を、まるで他ひ人と事ごとのように見つめてしまう。

「さ、早く行きなさい。私たちもあとから行くから」

「はい」

　灯里は千和から離れ、俺の様子を窺うようにまじまじと見つめてきた。

　その視線にハッと我に返る。

　きっと灯里は怒っているはずだし、嫌われたかもしれない。

　それを覚悟したけれど、彼女からは意外な言葉が飛び出した。

「お兄ちゃんも、遅れないでちゃんと来てね」

「え？」

　目を丸くさせて灯里を凝視してしまう。

　そんな俺を見て、灯里はクスクスと笑いだす。

「何？　お兄ちゃんってば、私に怒られるとでも思っていたの？」

「え！　いや、その、まぁ……」

　言葉を濁してしまう。

　普通はそう思うだろう？

　けれど、灯里は予想に反して、どこか嬉しそうに語りだした。

「悪いけど、私の大好きなお兄ちゃんにこんなことされたって、今さら怒らないよ。いつものことだもの」

　結婚式当日にこんなことをした俺を、『大好きなお兄ちゃん』と言ってくれるなんて！　年とし甲が斐いもなく、泣きそうになってしまうじゃないか。

「結婚式、絶対に来てね」

　そう言われてしまったら仕方ない。

　視界がぼやける中、何度も頷くと、灯里は安心したように微笑み、軽やかに階段を下りていく。

　その姿に、数年前までは俺のあとをついてきていた彼女を、重ねて見てしまう。俺のもとから、灯里が巣立っていくようだ。

「もう！　どうしていつまで経ってもそうなんですか!?」

「痛っ！」

　灯里の背中を見送っていると、千和に背中を思いっ切り叩かれてしまった。

　そして彼女は、呆れたように大きく息を吐く。

「せっかくだから一緒に行こうと向かっていた途中、灯里ちゃんから連絡をもらったときは、耳を疑ってしまいましたよ。佐々木さんのこと『あいつになら、灯里を任せられる』って言ってたじゃないですか」

「それはそうだが……いざ灯里が本当に嫁に行くかと思うと、いても立ってもいられなくて……！」

　必死に涙をこらえながら言うと、千和はますます深いため息をついた。

「自慢の兄でいるんだって、宣言していたのは誰ですか？」

「む……俺だ」

「だったら、しっかり有言実行してください」

　容赦なく言い切る千和に、肩がすくんでしまう。

　千和は俺の会社の従業員で、灯里の先輩でもある。仕事に一生懸命で明るくて、サバサバしていて。周囲からの信頼も厚い姉御肌。

　最初はそれだけの印象だった。

　けれど灯里が入社してからというもの、いつもさりげなく灯里のことを気にかけてくれて、灯里もまた絶対的な信頼を寄せており、兄としては頼ってもらえなくて複雑な心境だった。

　それに気づいてからというもの、いつも千和を目で追っている自分がいた。最初は灯里に頼られてうらやましいという気持ちで見ていたけれど、次第に千和の純粋な笑顔とか、周囲を気にかける優しさとか、仕事に打ち込む姿勢に惹かれてしまっていた。

　それでも俺には『灯里を幸せにしなくてはいけない』という、勝手な使命感があり、自分の恋愛は後回しだった。ところが灯里は健太郎のヤツとうまくまとまり、灯里の口添えもあって、千和への俺の恋心は一気に加速した。

　熱烈アプローチを続け、千和と付き合い始めてそろそろ半年が経つが、千和はやはり面倒見がよく、俺はいつも子供みたいに叱られてしまう。

　会社では田中に、プライベートでは千和に怒られているのだから、ときどき、ずっと説教されている気分になる。

　そんなことを考えていると、隣にいる千和が俺にしか聞こえない声でボソッと呟いた。

「灯里ちゃんがいなくなって寂しい気持ちはわかりますが、忘れないでください」

「え？」

　ふと隣を見ると、なぜか千和は恥ずかしそうに、耳まで赤く染めていた。

「だから……私がいるってことです」

　思いがけない言葉に、嬉しさが込み上げてくる。

「こんなこと言わせないでください！」

　そう強がっているくせに、頬は依然として真っ赤だ。

　あぁ、ダメだな、俺は。もしかしたら、とんだ浮気者なのかもしれない。

　灯里ひと筋で、あいつが嫁に行くことが悲しくて仕方なかったのに、千和のひと言でそんな気持ちも吹っ飛んでしまった。

　今はただ隣にいる千和が心から愛しい。赤面するほど恥ずかしいなら、無理して言うことないのに。

　けれど、それは俺のためなんだろ？

　千和のこういう思いやりのあるところも、好きだと感じる。

　気持ちを抑え切れず、強引に千和を抱き寄せると、彼女は身体を強張らせた。

「あっ、あの……！」

「ん？」

　もぞもぞと腕の中で動く千和も、また可愛い。

　そう思いながら、千和の温もりを感じ取る。

「こっ、ここは和臣さんの実家です……！」

「だから何？」

「『何？』って……！」

　千和は『あり得ない』と言いたそうに、口をパクパクさせながら、勢いよく顔を上げた。

　大好きな千和の顔が間近に見えて、反射的にキスを落とせば、彼女はさらに赤くなる。

「しっ、信じられません！」

　頬を膨らませる千和に、我慢できずに笑ってしまった。

　灯里があいつと結婚してこの家から出ていくのは寂しいし、悲しい。だけど俺には千和がいる。それにどんなに悲しんでも、灯里が俺の妹であることに変わりはないし、灯里にとって俺はこれからも兄だ。一生家族として関係は続いていく。

　たとえ離れて暮らしても、その繋がりさえあれば充分だ。

「さて、と準備して式場に行くか」

　いまだにむくれている千和に声をかけると、彼女は不服そうに返事をしながらも、あとをついてくる。

　そんな千和が愛おしくて、階段を下りている途中でまたキスをしたら、また怒られたことは言うまでもない。




「それではいきまーす。三、二、一……」

　司会者の声とともに、灯里の手から放たれるブーケ。

　大きく弧を描き、まるで吸い込まれるように落ちた先は、千和の腕の中だった。

　千和は満面の笑みで、泣いて目が真っ赤に腫れている俺のもとに駆け寄ってきた。

「和臣さん、見てください！　なんか取っちゃいました」

「……みたいだな」

　まさか灯里、わざと千和の所に投げたんじゃないだろうな？

　そんな気がして灯里を見ていると、健太郎のヤツと目が合ってしまった。

　げっ。なんでお前がこっちを向くんだ！　お前はいいんだよ、お前は!!

　嬉しそうにブーケを眺める千和を横目に、心の中で悪態をついていると、なぜかあいつは灯里の手を取り、こちらへやってきた。

「お義に兄いさん、おめでとうございます」

　感情のこもっていない声で言われても、イラッとするだけだ。

「何が『おめでとう』だ。そのセリフは俺のだろうが」

「そうわかっているのなら言ってくださいよ。まだお義兄さんからお祝いの言葉をいただいておりませんので」

　なんてヤツだ！　やはり俺は、こいつのことを一生好きになれそうにない！

　再確認していると、千和と灯里は楽しそうに話し込んでいる。その姿はまるで本当の姉妹のようだ。

「灯里たちはあんなに仲がいいんですから、俺たちもこれを機に仲良くしましょうよ」

「なっ……！　バカか、貴様は！　誰がお前なんかとっ……！」

　死んでも嫌だ。灯里を奪ったヤツと仲良くなんかできるか!!

　なのに、こいつはなかなか引き下がろうとせず、最後には灯里と千和を引き合いに出してきた。

「お義兄さんだって近い将来、大川さんと結婚するつもりなんですよね？　だったらふたりとも悲しむと思いますよ。俺たちの仲がいつまでも悪いと」

「っ……！」

　それを言われると、心が痛む。灯里は俺とこいつの仲が悪いことを、ずっと気にしていた。千和も同じだ。

　すると、こいつは最後の追い打ちとばかりに、小声で囁いてきた。

「俺とお義兄さんが灯里を思う気持ちって、同じじゃないですか。なので俺たち気が合うと思うんですけど」

　……それは否定できない。そして認めたくはないが、いろいろと似ている要素が多いことにも、気づかされている。

　だけど〝じゃあ仲良くしよう〟なんて言えるか？　俺がこいつに！

　それだけは悔しくてなかなか頷けずにいると、こいつはからかうような口調で言ってきた。

「それに俺、お義兄さんのこと好きですよ？　兄貴にするなら、お義兄さんみたいな人がいいですし」

　ダメだ。やっぱりこいつだけは気に入らない。

「俺はお前みたいな弟なんか嫌だね」

「それは愛情の裏返しと捉えてもいいですか？」

「なんだと!?」

　相変わらず嫌味なくらいニッコリ笑うこいつに、怒りが込み上げてくる。

　だけどまぁ……俺も弟にするなら、こんなヤツがいいのかもしれない。年甲斐もなく、本気で言い合うことができるのだから。

「勝手にしろ！」

　精一杯の強がりを口にすれば、こいつ……健太郎も灯里も、そして千和まで、声をあげて笑いだした。




　ずっと、ひとりっ子だった。

　だけど灯里という妹ができて、さらに認めたくないが健太郎という弟もできた。

　空を見上げれば、雲ひとつない青空が広がっている。

　そんな空に向かって、心の中で誓った。

　ふたりの兄として、今度はふたりの幸せを見守ってやろう。

　もちろん、あと少ししたら、俺ひとりではなく千和と一緒に……。







特別書き下ろし番外編










永遠の誓いを君に［健太郎ＳＩＤＥ］




「健太郎さん、見てください！　夜景がすっごくキレイです」

「あぁ、ちゃんと見ているよ」

　一流ホテルの最上階にあるフレンチレストランの個室で、この日はキレイにドレスアップした灯里と食事を楽しんでいた。

　いや、正確に言うと、食事を楽しんでいるのは灯里だけかもしれない。

　次々と運ばれてくる料理の味も、正直よくわからない。それくらい今日はずっと緊張していた。

　その理由はわかっている。スーツの内ポケットに入っているこいつのせいだ。

　最後に運ばれてきたデザートのケーキを上機嫌で頬張る灯里を前に、いよいよそのときがくるのかと思うと、心は忙しなくなるばかり。

　少しでも気を落ち着かせようと、残っていたコーヒーを一気に飲み終えると、灯里の声が聞こえてきた。

「健太郎さん、そろそろ帰りましょうか」

「え……？」

　食事を終え、これからだと意気込んでいたのに、肩透かしを食らった気分で固まってしまう。

　そんな俺を見て、灯里はなぜか眉を下げた。

「疲れているんじゃないですか？　健太郎さん、今日はずっと上の空でしたし」

「いや、それは……っ」

　すぐに弁解しようとしたものの、灯里は帰る気満々のようで、椅子を引いて立ち上がった。

「それでもこうやって会ってくれて、一緒に食事できて嬉しかったです。……健太郎さんをしっかりチャージできたので、しばらく会えなくても平気です」

　口元を緩ませて可愛いことを言う灯里に、胸を鷲わしづかみされてしまう。

　それを言うなら俺のほうだ。こんな健気な一面を見せられたら、不眠不休だろうといくらでも仕事に打ち込めるさ。

「夜景も満喫しましたし、帰りましょう」

　恥ずかしかったのか、灯里は逃げるようにバッグを片手に歩きだす。

　俺は慌てて立ち上がり、彼女の腕をつかんで引き止めた。

「違うんだ、灯里！」

「……健太郎さん？」

　切羽詰まった声に、灯里の瞳は大きく揺れた。

「どうしたんですか？　一体」

　らしくない俺を前に、何かを察したのか、不安げに問いかけてきた。

「いや、疲れているんじゃなくて……！」

「……なくて？」

　眉根を寄せる灯里に、気持ちだけが焦るばかり。

　何やっているんだよ、俺は。灯里に気を遣わせたり、不安にさせたりしたくて食事に誘ったわけじゃないのに。

　もっとスマートに、そしてロマンチックな雰囲気で伝えたかった。ポケットに入れてある物を、最高のシチュエーションで渡したかったのに。

　実際はこんなみっともない状況になっちまったじゃないか。

「大丈夫ですか？　健太郎さん、いつもより元気がないし……」

　こんな風に俺を心配してくれる灯里に、どんなにカッコ悪い状況でも伝えたい。

　立ったまま深呼吸し、つかんでいた腕を離して、彼女とまっすぐ向き合った。

　俺の背後には宝石箱のように光り輝く夜景が広がっている。これならシチュエーションだけはバッチリだろう。

　戸惑う灯里の目を捕らえたまま、内ポケットから取り出したのは小さなケース。

　差し出すと彼女は目を見開いた。

「え……健太郎さん、これは？」

　俺と指輪が入ったケースを、何度も交互に見てくる。

　その可愛らしい姿に、緊張が少しだけ和らいだ。

「約束しただろ？　ちゃんと自分で選んだ指輪を渡すって。遅くなってごめんな」

　瞬きもせず凝視してくる灯里に、クスリと笑わされる。俺はケースから指輪を取り出した。

　灯里の左手を取ると、彼女は一瞬、身体をビクッと反応させるも、抵抗することなく、俺の行動を見守っている。

　大粒のダイヤがあしらわれた指輪を、自分の手でそっと彼女の薬指にはめると、胸の奥が熱くなっていくのを感じた。

　灯里を好きになってから、どれほど夢に見てきただろうか。この日が来ることを。

　何度も灯里の手を撫でてしまう。

「灯里が好きだよ。好きすぎてどうしようもないくらい」

「健太郎さん……」

　灯里を想う気持ちをまっすぐに伝える。

「二度と会えないと思っていた灯里に、もう一度会うことができてよかった」

　偶然の再会が俺を今、こんなにも幸福な気持ちで満たしてくれているのだから。

「誓うよ。俺はこれからもずっと灯里以外の女性を愛さない。……いや、愛することなんてできないよ。それくらいお前が好きなんだ」

　プロポーズするときに、テンパッて心配されてしまうほどな。

「灯里……この前も言ったけど、俺と結婚してくれる？　一生幸せにするから」

　灯里を正面から見据えたまま囁くように伝えると、彼女の瞳は大きく揺れて涙をたたえてきた。

「は、い。……はい！」

　何度も頷く彼女に、熱い想いが込み上げてくる。

　手を引き、抱き寄せると、彼女の甘い香りと温もりに愛しさがますます増していく。それにしても……。

「緊張した」

　無事にプロポーズを終えると、つい本音が漏れてしまった。

　灯里が「健太郎さんでも、緊張するんですね」なんて言ってくるものだから、ムッとしてしまう。

「失礼だな。俺だってプレッシャーを感じたりするさ。……特に、灯里のことになると落ち着かなくなったり心配したりもする。愛しくて大好きで、今すぐここで抱きたくもなるし」

「なっ、何を言っているんですか!?」

　焦ったように声をあげる彼女に、笑みがこぼれる。

「それに俺は疲れているわけじゃないからな。朝まで灯里を抱いたって、明日にはちゃんと仕事に行けるし」

「もう黙ってください！　せっかくのプロポーズが台なしです！」

　灯里を抱きしめると、彼女は照れているのか、隠れるように俺の胸に顔をうずめてきた。

　どうしようもないくらい可愛いな。冗談抜きにここで抱きたいくらいだ。

　必死に理性を抑え込み、彼女の身体を抱えた。

「わっ！　えっ、健太郎さん!?」

　咄嗟に俺の首に腕を回すも、灯里は何が起きたのかわかっていない様子。

「早く帰ろう。……もちろん俺の家にな」

　ニッコリ微笑みながら言えば、彼女の頬はみるみるうちに赤く染まっていく。個室から出て少し歩くと、灯里は周囲の目を気にしているのか、目を泳がせながら小声で訴えてきた。

「お兄ちゃんに、『健太郎さんと食事に行ってくる』って言っちゃいましたからね？」

　口を尖らせる顔にそそられる中、頭に浮かぶのは、怒り狂った灯里のお兄さんの顔。

「それは参ったな。でも明日の朝、怒られるってわかっていても、このまま灯里を帰すことは無理なんだけど。……灯里は違うのか？」

　意地悪な聞き方だと思う。けれど、そのたびに反応してくれる灯里が愛しくて、こればかりはやめられそうにない。

　案の定、彼女は悔しそうに唇を噛みしめ、ギュッと抱きついてきた。

「違わないですっ」

　耳元で囁かれた声に、簡単に心を持っていかれてしまう。悪いけどそんなことを言われたら、どんなに嫌がっても帰してやれそうにない。

「じゃあ、今夜が俺たちの初夜になるのかな？」

「なんですか、それ。……意味がわかりません」

　強がって素っ気なく振る舞う彼女の左手薬指では、指輪が夜景に負けないくらい輝いている。それは俺たちの未来と同じはず。

　これから先、灯里と一緒に生きていけるのなら、どんなにつらいことがあっても、すべて光り輝いてしまうだろうから。




　そんなキザな言葉をベッドの中で伝えると、やっぱり彼女は照れて顔を真っ赤にさせ、「何言っているんですか？」なんて返してきた。

　もちろんその後、愛しくてたまらず抱きしめたのは、言うまでもない。




　永遠に誓うよ。

　生涯かけて、君を愛することを。

　これから先、ずっと幸せな未来を――。










素敵な未来のその先も




　季節は冬真っ盛りの二月初旬。

　健太郎さん改め、ケンちゃんと結婚して三年という月日が経とうとしていた。

　結婚当初は照れ臭くて、昔のように〝ケンちゃん〟なんて呼べなかったし、敬語で話すクセがなかなか抜けなかった。

　けれどケンちゃんに『昔のように呼んでほしいし、いつまでも敬語はおかしいだろ』と言われ、少しずつ呼び名にも慣れ、タメ口で話すようになっていった。

　そんなある日の昼下がり、市役所をあとにした私は、一冊の手張を見つめて口元を緩ませていた。

　淡いクリーム色をしたＡ５サイズ。表紙の中央にはコウノドリが描かれている。

「九週目……か」

　手帳をバッグの中にしっかりしまい、駅へ向かって歩きながら、自然と触ってしまうのは自分のお腹。まだ実感が湧かないけど、ここに赤ちゃんがいるのかと思うと、心の奥がくすぐったくなる。

「どんな反応するかな？」

　午前中、婦人科を受診した際に発覚したばかりの妊娠。当然ケンちゃんも、誰も知らない。

　仕事から帰ってきたケンちゃんに妊娠したことを話したら、どんな反応をするかと想像するだけで、顔がニヤけてしまう。

　結婚しても、私は今まで通りお兄ちゃんの会社で仕事を続けていた。

　ケンちゃんも相変わらず、仕事で忙しい日々を送っている。

　私たちが結婚式を挙げてから約一年後、お兄ちゃんと千和さんも結婚し、千和さんはひと足早く、先月ママになったところだ。

　生まれた子は男の子で、お兄ちゃんは、そりゃあもう溺愛の日々らしい。おかげでよく仕事そっちのけで家に帰りたがるらしく、田中さんが手を焼いている。

　私もケンちゃんも、何度か赤ちゃんに会いに行ったけど、まるで天使のような愛らしさに『私たちも早く欲しいね』なんて話していた矢先だった。

　帰り道にスーパーに寄り、晩ご飯の食材を選んでいると、どうしてもお祝い用のメニューになってしまう。

　今日は豪華に、贅ぜい沢たくな物を食べたっていいよね。

　買い物中もケンちゃんの反応を想像しながら、軽い足取りで家路についた。




「……うん、いい感じ」

　作ったビーフシチューの味も決まり、火を弱めてサラダの盛りつけにとりかかろうとしたとき、インターホンの音が鳴り響いた。

「あっ、帰ってきた！」

　一度火を消し、小走りで玄関へと向かっていく。

「今開けるね」

　ロックを解除し、ドアを開けると、すぐに伸びてきた長い腕。

「キャッ!?」

　そのまま身体を引き寄せられ、ドアが閉まる頃には抱きしめられていた。

「ただいま、灯里」

「おっ、お帰りなさい、ケンちゃん」

　一瞬にして包まれる温もりに、幸せ指数が上昇していく。

「何かトラブルはなかったか？　今日は何して過ごしていたんだ？」

　帰宅後、いつもこうやって玄関先で抱きしめてくれる。それも長い時間。

「ううん、何もなかったよ。えっと……そろそろ離してもらってもいい？　食事の準備が途中なの」

　本当はこのままずっと抱きしめてもらいたいところだけど、早く落ち着いた状態で、ケンちゃんに妊娠のことを話したい。

「そうだな、キッチンからいい匂いがする」

　お腹が空すいているのか、やっと離してくれた。

「今日はちょっと頑張っちゃった」

「それは楽しみだな」

　ケンちゃんは私の頭をポンポンと撫でると、部屋に上がっていく。

　結婚して三年経っても、変わらず甘くて優しくて、いまだにちょっとしたことで、ときめかされている。少しだけ乱れてしまった髪を整えながら、ケンちゃんのあとを追った。




「あれ？　もしかして今日、記念日だった？」

　ケンちゃんが着替えを済ませ、席に着く頃には、料理をテーブルに並べ終えていた。

「ううん、違うよ」

　慌てて言うと、ケンちゃんは安心したように、胸を撫で下ろした。

「よかった。灯里との大切な記念日を、忘れていたのかと思ったよ」

　こういった些細なひと言で、キュンとさせられちゃうから困ったものだ。

「食べていい？」

「うん、どうぞ」

　早速料理を食べると、ケンちゃんは「美味しい！」と声を弾ませた。

　これもいつものことだった。どんな料理でも残さず全部食べてくれて、満足してくれる。それだけで幸せだなって実感できちゃうんだ。

「なぁ、どうして今日はこんなに豪華だったんだ？」

　ケンちゃんがそう聞いてきたのは、食事を終え、ふたりで洗い物をしているときだった。

　いよいよだ……！

　早く伝えたくてウズウズしていたけれど、いざそのときが来ると、緊張してしまう。

「えっと……ね」

　食器を洗っていた手が止まり、口がうまく回ってくれない。

「何？　動揺しちゃって」

　洗い終わった食器を拭きながら、ケンちゃんは不思議そうに首を傾げた。

　ケンちゃんが帰ってくるまで、ずっとシミュレーションしていたのにな。どんなシチュエーションで、どのタイミングで話すか、とか。本当はこのあと、ふたりでゆっくりコーヒーを飲みながら……って思っていたけれど、今言ったほうがいいかもしれない。何より、早く伝えたい。

　タオルで手を拭き、ケンちゃんのほうへ身体を向けた。

「あのね、ケンちゃん」

「ん？」

　ケンちゃんは穏やかに目を細め、首を傾げる。

　その甘い声に心臓が飛び跳ねる。私と向かい合うケンちゃんを前にしたら、余計に。

　喜んでくれるはず。そう信じて疑わないのに、少しだけ不安に襲われてしまう。

　視線は自然と下がってしまい、つけていたエプロンの裾すそをギュッと握りしめ、そっと打ち明けた。

「あの……赤ちゃんができたの」

「え……」

　一瞬にしてケンちゃんの声色が変わったのがわかったけれど、一向に反応が返ってこない。

　あれ……？　もしかして聞こえなかったのかな？

　様子を窺うように顔を上げると、瞬きもせず微動だにしないケンちゃんと、目がかち合う。

「ケンちゃん……？」

　恐る恐る名前を呼ぶと、彼はハッとし、余裕のない表情でガッチリ私の両肩をつかんできた。

「ほっ、本当なのかっ!?　それっ!!」

「うっ、うん。今九週目」

　肩を大きく揺すられながらも、どうにか返事をすると、途端にケンちゃんは目尻にシワをたくさん作った。

「どうしよう、灯里！　すっげ嬉しいんだけど!!」

「わっ!?　ちょっと、ケンちゃん!?」

　喜ぶケンちゃんの両腕が腰に回ってきたかと思ったら、抱き上げられてしまった。

　想像以上に喜ぶケンちゃんは、無邪気で可愛くて、愛おしい。いつも見上げていた彼を、今はこうして上から見下ろしているから、余計にそう思えるのかもしれない。

　つられるように一緒に笑っていると、急にケンちゃんは血相を変え、私を抱き抱えたまま歩きだした。

「え、どうしたの？」

　落ちないよう、彼の肩をつかんでしまう。

「どうしたじゃないだろ？　まだ安定期に入っていないんだ。今が一番大事なときだっていうのに、灯里に洗い物なんてさせられるか」

　いきなり過保護ぶりを発揮するケンちゃんに、面食らってしまう。そのままリビングまで運ばれ、そっとソファに下ろされた。

「あとは俺がやっておくから」

「えっ、でも……」

「いいから。おとなしくテレビでも見ていろ」

　彼は乱暴に頭を撫でると、すぐにキッチンへと戻っていってしまった。

「……もう、全然平気なのに」

　けれど嬉しくて、乱れた髪を直しながら口元は緩みっぱなし。ここは素直に甘えて、テレビの電源を点けた。




　その後ケンちゃんと時間を作り、お互いの実家に足を運んで両親たちに妊娠の報告をすると、四人ともとても喜んでくれた。

　けれど、誰よりも大きな反応をしてくれたのは、やはりお兄ちゃんだった。

　お兄ちゃんはちょうど二週間ほど海外に出張に行っていて、報告するのが一番最後になってしまったんだ。




　それはお兄ちゃんが帰国した昨日のこと。

　帰国してすぐに、千和さんが待つ家に帰りたがった彼を、田中さんが無理やりオフィスに引っ張ってきた。

　勤務中だったけど、幸い昨日は来客の予定もなく、エントランスはガランとしていた。だから、ついこの場で言ってしまったんだ。妊娠したことを。

『なっ、何!?　あの野郎、ついにやりやがったなっ……！』

　さぞかし喜んでくれるだろうと思っていたのに、お兄ちゃんはなぜか怒りだした。

　今にもケンちゃんを殴りに行きそうな勢いのお兄ちゃんを、いつものごとく田中さんが淡々と宥めた。

『代表、それはないんじゃないですか？　おめでたいご報告を受けたというのに。まずは灯里さんに〝おめでとう〟ですよ』

『何を言っているんだ！　それよりも、まず健太郎を一発殴りに行くべきだろうが！おっ、俺の大事な灯里をキズモノにしやがって……！』

　結婚して三年も経ち、お兄ちゃんだって結婚して父親になったというのに、このシスコンぶりは相変わらずだった。

　今にも泣きだしてしまいそうなお兄ちゃんに、なんて声をかけたらいいのかわからない。

　一方の田中さんは、呆れ返って盛大なため息を漏らした。

『バカですね、代表は。灯里さんのお子さんですよ？　それはもう大変愛らしいかと。そんな子が代表のことを〝伯お父じさん〟と呼ぶところを想像してください』

　単純なお兄ちゃんは、言われるがまま、思い描こうとしている様子。しばらくして鮮明に想像できたのか、パッと表情を変えた。

『いい!!　いいじゃないか、それ！　灯里、おめでとう！　やったな』

『あっ、ありがとう、お兄ちゃん』

　やっと喜んでくれて、ホッと安心したのも束の間、お兄ちゃんはとんでもないことを言いだした。

『よし、田中！　こうなったら俺も育児休暇を取るぞ！』

『……はい？』

　奇想天外な発言に、田中さんの笑顔が凍りつく。

　冗談にしては笑えない内容だけど、本人は至って本気らしく、意気揚々と話を続けた。

『愛息子に、生まれてくる灯里の子供。幼い子供がふたりもいるんだ！　正当な理由だろう？』

『全くもって意味がわかりませんので、とりあえずさっさと仕事に行きますよ』

　田中さんは華麗にスルーすると、『これ以上付き合っていられない』と言いたそうに、お兄ちゃんの背中をグイグイ押して歩きだした。

『こら田中！　まだ話は終わってないぞ！　それより灯里と久しぶりに会ったんだ！もっと話をさせろ！』

『代表が一緒にいたら、灯里さんの大事なお身体に障ります』

『なんだと!?』

　ふたりのやり取りを唖然として見つめていると、ふと田中さんと目が合った。

　その瞬間、珍しく彼は目を細めて少しだけ頭を下げ、『失礼します』と囁いた。それと『おめでとうございます』と――。

『……行っちゃった』

　まるで嵐が去ったあとのような静けさの中、立ち尽くしてしまう。

　今後の業務に関して、いろいろと話したいこともあったんだけどな。それどころじゃなくなっちゃった。……でも、お兄ちゃんも喜んでくれて嬉しい。

　そう思いながら、まだ全然目立っていないお腹を、ゆっくりと撫でた。




「アッハハハハ！　さすがお義兄さんだな。俺を殴りに来ようとするとか、期待を裏切らない反応だ」

「ケンちゃんってば、笑い事じゃないからね。……今日だって大変だったんだから」

　昨夜、ケンちゃんは宿直でいなかったから、ようやく今日、お兄ちゃんの話をすることができた。

「何があったんだ？」

　ふたりでソファに腰かけ、興味津々で聞いてきたケンちゃんに、今日の出来事をため息交じりに話していく。

「朝からもう過保護で、わざわざ家まで迎えに来るし、何かにつけて危ないからって、仕事させてもらえなかったし。おかげでいつもより疲れちゃった」

　そのまま背もたれに寄りかかると、隣でケンちゃんは必死に笑いをこらえている。

　そんなケンちゃんをジロリと睨んでしまう。

　笑い事じゃないくらい、お兄ちゃんの過保護ぶりはひどかったんだから。見慣れているはずの職場のみんなも引いてたし。田中さんなんて呆れ果てちゃって、〝我関せず〟の状態だったし。

「お兄ちゃんはもちろんだけど、ケンちゃんだって少し過保護だからね？」

「え、俺も？」

　ケンちゃんは、『心外だ』とでも言いたそうに目を丸くする。

「んー……でも、それは仕方ないんじゃないか？」

「え？」

　ケンちゃんは私の肩に腕を回し、そっと抱き寄せてお腹に手を当てた。

「俺はもちろん、お義兄さんもみんな、灯里のことが大切だから過保護になっちゃうんだよ。それとこの子のこともな。だから大目に見てやったら？　嬉しいのはみんな同じなんだから」

　ダメだな、ケンちゃんにそう言われちゃうと、何とも返せなくなってしまう。言葉が心にストンと落ちてくるんだもの。そうだよね、お兄ちゃんもケンちゃんも、私のことを大切にしてくれているんだよね。

「明日、お兄ちゃんに『ありがとう』って言うね」

　素直な気持ちを伝えると、ケンちゃんは「偉い」と言って頭を優しく撫でてくれた。

「親父たちも、相当浮かれてるよ。……楽しみだな、生まれてくるの。きっと可愛いだろうなぁ、俺と灯里の子だし」

　早速、親バカぶりを発揮するケンちゃんに、笑ってしまった。

「うん、きっと可愛いと思う。あっ、でも男の子だったらケンちゃんみたいに、ちょっと意地悪で俺様な子になっちゃうかも」

「じゃあ女の子だったら、灯里みたいに意地っ張りで、なかなか素直になれない子になるな」

　からかうように話すケンちゃんに、ムッとしてしまう。

「えー、ひどい！」

「先に言いだしたのは灯里のほうだろ？」

　顔を見合わせて、笑い合う。

　妊娠が判明してから、ずっとこうだ。いつも生まれてくる赤ちゃんの話ばかりで、妄想が膨らみ、微笑み合う日々。

「なぁ、灯里。……子供が生まれて何年経っても、こうやって笑顔で過ごしていこうな」

「もちろん。……ずっとそばにいさせてね」

　ケンちゃんにギュッと抱きつくと、彼は「灯里……」と愛しそうに私の名を呟いた。

　髪に触れる手が優しくて、とても温かくて……。聞こえてくる彼の鼓動にシンクロするように、トクンと胸が鳴る。

「好きだよ、灯里」

　吐息交じりに囁かれた言葉に顔を上げれば、そっと目を細めた彼が視界に入る。

　そしてゆっくりと近づく距離。そのスピードに合わせるように瞼を閉じていく。

「私も大好き」と伝えて――。




　幼少期、悲しい出来事から救ってくれたのは、ケンちゃんだった。そして今、たくさんの幸せを与えてくれているのも。

　ケンちゃんとこれから先の未来も、ずっとずっと一緒にいたい。

　楽しいときも嬉しいときも、そして悲しいときも苦しいときも、ずっと――。




　五年後――。

「ママー、パパー！　早く早く！」

「こら、そんなに走ったら危ないでしょ」

　車から降りると、すぐに走りだした今年五歳になる娘、愛あい里り。

　すかさず、あとを追ったケンちゃんによって捕獲された彼女は、足をじたばたさせて抵抗している。

「まったく、うちのお姫様は誰に似たんだ？　こんなにオテンバに育っちゃって」

　頬をすり寄せると、愛里は「やめてー！」と言いながら、キャッキャッと喜んでいる。

　そんなふたりの様子を微笑ましく眺めながら、眠っている生まれて三ヵ月になる息子、真しん太た郎ろうをそっと抱き上げた。

　愛里を下ろして彼女と一緒にこちらにやってきたケンちゃんが、真太郎に優しい眼差しを向ける。

「まだ起きないな」

「うん、もうぐっすり」

　真太郎を起こさないよう小声で話していると、愛里が人差し指を立てて「シーッ」とやったものだから、その愛らしさにケンちゃんと顔を見合わせ、笑ってしまった。




　ねぇ、ケンちゃん。

　結婚して家族になって、新しい命を授かって。

　私たち、大切な存在が増えたね。子育ては思っていた以上に大変だし、最近ではちょっぴり喧けん嘩かしちゃうけれど、これからもずっと笑顔で一緒に生きていこうね。




「パパ、早く行こう！　和臣伯父ちゃんに、遊んでもらう約束してるんだからー」

「はいはい、わかったから。……行こう、灯里」

「……うん！」

　愛しい存在とともに、ずっとずっと――。





ＥＮＤ












あとがき




　このたびは、『イジワル婚約者と花嫁契約』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。田崎くるみと申します。

〝がっつりラブコメが書きたい〟その思いから生まれた今作、少しでもお楽しみいただけたでしょうか？　リアルな世界ではなかなか起こり得ない話だったと思います。常日頃、本の世界でだけは夢心地を味わいたい、読んでいる間だけは現実世界を忘れたい、と思いながら、大好きな読書に明け暮れております。

　この作品を読んでくださった皆様にも、ほんのちょっぴり笑えて幸せな気持ちに浸っていただければ……と思いながら、執筆させていただきました。

　もちろん書いている私も灯里になったつもりで、健太郎の言動にドキマギし、和臣のシスコンぶりに半ば呆れながらも、リアルに灯里になりたい……！と思ったりしていました。

　現実世界では、恋愛小説のようにうまくいくことばかりではありません。どんなに努力したって、報われないことだってたくさんあります。

　私も恋愛ばかりは負け越してきました（笑）。そんなとき、幸せな恋愛小説や漫画を読むと少しだけ気持ちが晴れ、幸せな気分に浸れていました。

　この作品を読んでくださった皆様にも、私と同じような思いをほんの少しでも味わっていただけたなら幸いです。




　今作でも、文才のない私に引き続き尽力して下さった説話社の額田様、三好様をはじめ、スターツ出版の皆様、編集に携わってくださったすべての皆様、大変お世話になりました。また、素敵なカバーイラストを描いてくださった紫むらさき 真ま依い様。イメージ通りのふたりを描いてくださり、感激でした！　ありがとうございました。

　そして何より、いつも応援してくださっている読者の皆様。皆様のおかげで日々、執筆活動に励むことができております。

　今後も読んでくださった方々に、少しでも『楽しかった』『幸せな気分に浸れた』と思っていただける作品を、書いていきたいと思います。

　またこのような素敵な機会を通して、皆様とお会いできることを祈って……。





田た崎さきくるみ
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